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御曹司と偽装結婚はじめます！










子猫と一緒に拾われました




「よく降るなぁ」

　土曜の今日は結婚式だった。憧れのジューンブライドではあるものの、この時期は雨が多い。なんとか式の間は降らずに済んだけれど、帰りは大雨になってしまった。

　この日のために購入した濃紺のワンピースは、傘をさしていても降り込んでくる雨に濡れて台無しだ。それだけではない。肩下十センチほどのストレートの髪を、今日は丁寧にコテで巻いてゴージャスにしたのに、この湿気のせいで取れかかったパーマのようにだらしがなくなってしまった。

　二次会の会場から電車に揺られること約一時間。自宅マンションの最寄り駅にたどり着くと、さっきより一層雨足が強くなっていて、思わず大きな溜め息が出た。

「はー」

　今日の花嫁の博ひろ美みは大学時代からの友達で、大手電機メーカーで私と同じようにいわゆるＯＬをしていたものの、結婚を機に寿退社するという。

　最近、同級生の結婚が増え、イヤでも〝結婚適齢期〟というものを意識してしまう。二十七歳の誕生日が目前に迫っているというのに、結婚相手どころか男性とまともに付き合ったことすらない私は、焦りを感じ始めていた。

　入院しているおじいちゃんに、花嫁姿を見せてあげたいんだけど……。

「しょうがないか……」

　私が勤める『宮みや城ぎ不ふ動どう産さん』の管理業務部にも独身男性はいるものの、皆彼女持ちだ。会社と家との往復だけの毎日には、出会いのチャンスも転がってはいない。

　今日の主役だった博美が、『二次会で新郎側の友達を捕まえたら？』なんて言っていたけれど、男性との会話が得意ではない私はどうやって話しかけたらいいのかすらわからず、挙動不審になってしまう有あり様さまだった。おまけにせっかく話しかけてもらえても、うまく返事を返すことができなくて相手のほうからフェードアウト。

　せっかくのチャンスをものにできなかった私に待ち構えていたのは、この土砂降り。

「あーぁ、ついてない」

　おろしたての九センチヒールの黒いパンプスはもうびしょ濡れ。天気予報では明日の朝まで激しい雨が続くとなっていたので、雨が止むのを待つわけにもいかない。それに、タクシー乗り場には長蛇の列ができていて、いつ乗れるのかもわからない。

　私は仕方なくかさばる引き出物を持ち直し、家へと続く緩やかな坂道を歩き始めた。

　これだけ強く降ると、もはや傘も役に立たない。スカートは濡れて足にまとわりつき、気持ちが悪かった。

　普段は車の往来が激しい通りなのに、この雨のせいかいつもより車も少ない。煌こう々こうと点けられたヘッドライトが、時折雨粒をキラキラと光らせているものの、心の余裕がない私には到底きれいだとは思えなかった。

　――ミャア。

「ん？」

　バチバチとアスファルトに叩きつける雨音に掻き消されてしまったけれど、今、猫の鳴き声が聞こえた気が……。

　辺りをキョロキョロ見渡しても、その鳴き声がどこから聞こえてきたのかわからない。空耳だったかもしれないと再び歩きだす。

　――ミャーア。

　やっぱりいる。この甲高い鳴き声は、恐らく子猫だ。

　こんな雨の中どこにいるのだろうと、再び辺りを注意深く探してみる。

　すると、街路樹の下に幹線道路に向かって足を進めている、両手に収まりそうなほど小さな子猫を見つけた。

「ダメッ。そっち行っちゃ、ダメ！」

　この暗い夜道であんなに小さな猫をドライバーが見分けられるはずがない。

　私は傘を放り出して、走った。

「ダメよ。行かないで」

　目の前の車線にヘッドライトが近づいてくるのが見える。それでも諦めきれずに走り、やっと子猫に手を伸ばした瞬間。

　――キキキーッ。

　車のブレーキ音が辺りに響き、私は派手に転んでしまった。

「大丈夫!?」

　誰かにそう聞かれた気がしてゆっくり顔を向けると、男の人が駆け寄ってくる。

　傘もささずにしゃがみ込んだその人は、かなり背が高く、百八十センチは優に超えていそうだ。彼は二重の切れ長の目を私に向けると、優しく抱き起こしてくれた。

「どこか痛む？」

「いえ……。よかった……」

　痛いかどうか考えるよりも先に、胸に抱えた子猫の無事を確認してホッとする。

「は？　なにがよかったんだ。なんで飛び出したり……あっ」

　私の両腕の中の子猫に気がついた彼は、驚いたような声を上げた。

「コイツを守りたかったのか」

「……はい」

「だからって、自分が死んだらどうするんだ？」

「ふぅー」と溜め息をついて呆あきれ声を上げた彼は、「ケガしてる」と私の膝に視線を送る。

「これくらい、大丈夫です。ご迷惑をおかけしました」

　本当は怖かった。そのときは無我夢中で、子猫の命を救うことしか考えていなかった。でも、彼の言う通り、ブレーキが遅かったら私が死んでいたかもしれない。

「頭を打ってない？」

「はい、大丈夫です」

　私はそう返事をして立ち上がろうとしたものの、車との距離があとほんのわずかだったことを知った瞬間、急に恐怖が襲い、足が震えて立つことができない。

「あれ……」

　必死に何度も立とうと試みたのに、どうしても足が言うことを聞かない。すると、その様子を見た彼が、「仕方ない」と私を軽々と抱き上げ、自分の車に戻っていく。

「あっ、あの……大丈夫ですから」

「大丈夫って、立てないじゃないか。いいから子猫を離さないで」

「……はい」

　彼は自分の服が汚れるのも気にせず、おまけに高そうな車のシートが濡れることすら気にせず、私を助手席に乗せてくれた。

　そして、転がっていた私の荷物を取ってきてくれると、自分も車に乗り込んだ。

「すみません。こんなに濡らしてしまって」

　とっさに飛び出してしまった私が完全に悪い。それなのに彼は親切にしてくれる。

「んー、これしかないけど」

　彼は後部座席に置いてあったハンドタオルを私に渡してくれる。

「すみません。本当にありがとうございます」

　私はそのタオルを受け取り、手の中で震えている子猫を包んだ。

「あっ、はは……」

　すると彼は途端に笑いだす。

「どうかされました？」

　私が首を傾げると「普通、自分を拭くもんだよ」と言われ、ハッとした。

「あっ、ごめんなさい。猫に使ったら失礼ですよね」

　私が慌てて謝ると、彼は再びクスクス笑い「そんなことない」と子猫の頭を撫でる。

　よかった。怒らせてしまったかと思った……。

「家はどこ？」

「もう少し坂を上ったところにあるマンションです。でもペットは禁止で……」

　つい最近も、こっそり猫を飼っていた人が追い出されたばかりだ。

「呆れるな。どうにもならないのに……」

「でも、放っておけないでしょ？」

　思わずムキになってそう言うと、彼は「それもそうか」と同意してくれた。

「それに、その脚……。仕方ないから、とりあえず俺の家に行こう」

「あなたの家に？」

「俺、一応外科医なんだ。家に行けば治療できる」

　お医者さまなの？　改めて隣に座る彼を見つめる。すっかり濡れてしまった髪は少し長めで、ほんの少し茶色がかっている。切れ長の二重にスッと通った鼻筋。薄い唇がそこはかとなくセクシーだった。それに、私を軽々と抱き上げたことからも、かなり鍛えられた体の持ち主なのだろう。

　まるでモデルのような外見のこの人が、お医者さまだとは一見誰も思わないはずだ。

「でも、たいしたことありませんし」

「擦さっ過か傷しょうを甘く見ちゃダメだ。ちゃんと治療しないと化か膿のうする。それに、その猫のほうも気になるしね」

　彼はもう一度子猫を撫でると、車を発進させた。

　渡りに船というのはこういうことを言うのかもしれない。子猫をひっくるめて、なんとかしてくれようとしている彼を信じてついていくことにした。

　だって、猫を見つめる彼の目がとても優しかったから。

「この子、大丈夫でしょうか……」

　プルプルと震えが止まらない子猫が心配で彼に尋ねると、「猫のことまでわからない」と返されて納得する。お医者さまとはいえ動物のことまでわからないのは当然だ。

「ただ、この雨で体温が下がっているだろうから、とにかく温めてやらないと」

　私はそう言われて、タオルでできるだけ子猫の体を拭いてやった。

「名前は？」

「この子、さっき会ったばっかりなんで、まだつけてません」

　私がそう言うと、彼は吹き出す。

「違うよ、君の」

　恥ずかしい。子猫のことで頭がいっぱいで、自分のことを聞かれているなんて少しも思わなかった。

「あっ、雨あま宮みや雛ひな子こです」

「雨宮って、今日の天気にぴったりの名前だね」

　彼はすごい勢いで動くワイパーを見てクスッと笑う。

「たまたまです」

　私は少し口を尖らせながら言う。雨女なわけじゃない。今日はたまたまだ。

「あぁ、悪い。俺は香か川がわ卓すぐる。今日は結婚式だったの？」

　ハンドルを握る彼は、まっすぐ前を向いたままそう口にした。

「はい。友達の……」

　この服装に引き出物の大きな紙袋。結婚式帰りだということはすぐにわかっただろうけど、今の私はびしょ濡れの残念な姿だ。

「歳は……二十三、四くらい？」

「いえ、二十六歳です」

　わりと童顔に見られるからそう言われるのも不思議ではないけれど、こんなにみっともない姿を見られて恥ずかしい。年相応の女の色気もなにもない。

「そうなんだ」

「はい。香川さんは？」

「俺は三十になる」

『なる』ということは……。

「あの、もしかしてもうすぐお誕生日なんですか？」

「あぁ、明日なんだ」

「明日！」

　予想外の返答に、思わず大きな声が出た。

「猫がびっくりしてるぞ」

「ごめんなさい……」

　慌てて子猫を見つめると、「ミャーン」と小さな声で鳴いたので、思わず頬が緩んだ。




　彼の車は海沿いにある大きなタワーマンションの地下駐車場に入っていく。

「あっ、あの……もしかして、ここですか？」

「そうだけど」

　香川さんは平然とした顔をしているけれど、私は顎が外れそうだった。三階建ての私のマンションとはまるで違い、そのマンションは雲に届きそうなほど高く、もはや何階建てなのかすらわからない。さらに駐車場には高級外車がずらりと並んでいるので、圧倒されてしまう。

　映画の中の世界みたい。お医者さまって、やっぱりお金持ちなんだ……。

「歩ける？」

「はい。大丈夫だと……」

　彼と話していたら、動転していた気持ちも少し落ち着いた。もう歩けるはずだとドアを開け、降りようとすると、片方のヒールが折れていることに気づかず、足を着いてよろけてしまった。

「危ない！」

　助手席のほうに回り込んでいた香川さんは、とっさに私の腕を支えてくれた。

「まったく、ハラハラさせる」

「すみません……」

　迷惑をかけてばかりで申し訳ない。

「もう面倒だ」

　彼の言葉と同時に体がフワッと浮いた。また、抱き上げられたのだ。

「あっ、あの……パンプスを脱げば歩けます」

　慌ててそう言ったけれど、下ろしてくれない。

「いいから。雨宮さんは猫だけ守ってな」

「猫……」

　香川さんが私と同じように子猫を気遣ってくれるのがうれしくて、私は彼に甘えた。

　地下駐車場から乗ったエレベーターは、すごい速さで上へと上がっていく。そして四十三という表示で止まると、ドアが開いた。

　四十三階なんて高さの部屋に足を踏み入れるのは、初めての経験だった。

　彼は私を抱いたまま奥まで進み、ドアの前でやっと私を下ろした。

「ここ」

　彼は鍵を開け私を玄関に入れると、「ちょっと待って」と言って奥に行き、タオルを持ってきてくれた。

「体が冷えてる。ケガの治療の前に熱いシャワーを浴びておいで」

「でも……」

　初めて会った男の人の部屋で、いきなりシャワーを借りるなんて。

「そんなベタベタな服で上がられても困るだろ。なにか着替えを出しておくから」

　そう言った彼は、私から子猫をサッと奪うと、「こっち」と浴室に案内してくれた。

　たしかに、彼の車も汚してしまったし、これ以上迷惑をかけられない。それに、さっきから寒くてたまらない。

　彼も濡れているのに……と思ったけれど、ありがたくシャワーを借りることにした。

　香川さんに指摘された膝を見てみると、両脚とも子供みたいに擦りむいている。

　ストッキングもビリビリに破れたとんでもない姿を見られてしまったと、今さらながらに恥ずかしくなった。

　私の家の寝室くらいの広さはあろうかという浴室で、いつもより熱めのお湯で体を洗い流すと、ホッと気が抜ける。

　あのときとっさに道路に飛び出したものの、無事でよかった。

　浴室を出ると、いつ持ってきてくれたのか、彼のジャージが置かれていた。それを借りて着たけれど、あまりにブカブカで自分でも笑ってしまうほどだ。

「あの……ありがとうございました」

　そのままリビングに行くと、あまりの広さに驚いた。恐らく二十畳はあると思う。その片隅の床に座っていた彼は子猫を抱き、優しい目で見つめていた。

「俺も浴びてくる。コイツよろしく」

　彼から子猫を受け取ると、さっきとは別のタオルでくるまれている。

　香川さんも猫が好きみたい。あの優しい眼差しはそれを物語っていた。

「お前、かわいい顔してるね」

　助けたときは暗くてわからなかったけれど、茶色と白のいわゆる〝茶トラ〟柄の子猫は、濡れていた毛が乾くと、さっきよりも大きく見える。

　大きな目がジッと私を見つめるので、思わず目尻が下がった。

「お腹、空いてる？」

　なにをあげたらいいんだろう。牛乳？　猫を飼った経験のない私には、さっぱりわからない。しばらく猫と会話していると、香川さんが戻ってきた。

「あの、この子なにか食べさせたほうがいいですよね。牛乳かなにかありませんか？」

　図ずう々ずうしいとは思ったけれど、今は香川さんに頼るしかない。

「牛乳はダメ。恐らく消化できなくて下痢をするからね。近くにペットショップがあるから、聞いて買ってくるよ」

「あっ、それなら私が……」

「それで行くつもり？」

　私が立ち上がると、香川さんは私の姿を見てニッと笑う。

「あっ、いえ……。すみません、お願いします……」

　彼の大きすぎるジャージでは、とても外を歩けない。

「その前に、ほら。猫も大事だけど、雨宮さんも水分を取っておいたほうがいいよ。まぁ、人間なら診られるけどね」

　香川さんはキッチンに行って、ミネラルウォーターを私に取ってきてくれた。

　そして今度は別の部屋に行き、救急箱を持ってすぐに戻ってくる。

「そこに座って」

　大きな革張りのソファを指差した彼は、私を座らせるとすぐに膝を確認している。

「傷は浅そうだ。すぐに治るだろうけど、念のために消毒するよ」

　彼にそう言われひどくしみることを覚悟したのに、それほど痛くはなかった。

「あとはこれを貼っておくといい」

「ありがとうございます」

　彼は私に絆ばん創そう膏こうを貼ると、すぐに立ち上がった。

「他に痛いところは？」

「ありません」

　ケガは膝だけで済んだようだ。

「それじゃ行ってくる」

「よろしくお願いします」

　彼は私の手の中の子猫の頭を撫でてから、出ていった。

　会ったばかりの人の家に転がり込むなんて……とは思ったけれど、香川さんはとても優しい人だった。

「いい人に出会えたね」

　彼と出会えなければ、この子を抱いて右う往おう左さ往おうしていたところだ。

　ちょっと元気のない子猫を抱きしめて温めていると、張りつめていた気持ちが緩んで、どっと疲れが出てきた。

「ちょっとだけ……」

　子猫を抱いたまま、ソファに横たわる。彼を買い物に行かせておいて失礼だとは思ったものの、疲れには敵かなわなかった。




「……あっ」

　そのままウトウトしてしまった私は、「ミャー」という猫の鳴き声で飛び起きた。

　手の中にいたはずの子猫がいなくなって慌てていると、「寝ててもいいよ」と香川さんの声がする。体にかけられていた毛布も、彼が用意してくれたのだろう。

「いえ、すみません」

　床にあぐらをかいて子猫にミルクを与えている彼の横に慌てて行った。

「飲んでる！」

「猫用のミルクを買ってきた。元気になって食べられるようになるまでは、これを飲ませるといいらしい」

　小さな哺乳瓶からおいしそうにミルクを飲む子猫が、もっととせがむように、ときどき前足を出してくるのがたまらなくかわいくて幸せな気分になる。

「雨宮さんも、あげてみる？」

　香川さんはそう言うと、子猫を私に抱かせてくれた。

「かわいい……」

「とりあえず動物病院に連れていくのがいいそうだ。日曜日でも診てくれる病院を聞いてきたから、明日、連れていかないとね」

　なにからなにまで……本当に申し訳ない。

　ひとりではこんなにテキパキとできなかった。香川さんがいてくれてよかった。

「雨宮さんは家族と住んでるの？」

「いえ、就職してからはひとり暮らしです」

「そっか。それじゃあ、今日は泊まっていく？」

　彼のひと言に頭が真っ白になる。

「どうせコイツが心配で眠れないだろ？」

　彼は子猫の頭を撫でながらそう言う。

　たしかにその通りだけど、猫だけじゃなく私までというのはさすがに気が引ける。

「でも、申し訳ないので……」

「車のシートが濡れているから送ってやれないんだ。明日には乾くだろうから……」

「送っていただくだなんて、そんな」

　そんなことまで気にしてくれている彼に驚きつつ声を上げると……。

「さすがにこんな夜にそんな格好の女の子をひとりで放り出せない。それに明日病院に行くだろ？」

「はい」

　もちろん、子猫を拾ったのは私なんだから、私が連れていくつもりだ。

「明日、仕事が休みだし一緒に行くから」

「いいんですか？」

　彼は私の手から哺乳瓶を取り上げ、「もう寝そうだ」とつぶやく。

「ホントだ」

　お腹が満たされて眠くなったのか、子猫はすでに目を閉じている。

「コイツ、かわいいしね」

　彼がそう言いながら子猫の顔を覗き込むと、私との距離が自ずと縮まり、ドキドキしてしまう。

「ここに寝かせよう」

　彼は私から子猫を受け取り寝室に連れていくと、その片隅にブランケットを敷いて子猫をそっと下ろした。十畳以上は軽くあるかと思われる寝室の真ん中には、クイーンサイズくらいの大きなベッドが置かれていた。

　子猫は一旦目を開きかけたものの、余程疲れているのか再び目を閉じる。

「ここなら、なにかあったらすぐに気づける」

「すみません、よろしくお願いします」

　私はソファでも借りて……と思っていると、彼が首を振る。

「雨宮さんがここで寝るんだ。俺は昨日の夜からさっきまでずっと働きづめでぐっすり寝ちまいそうだから、コイツの異変に気づかないかもしれない」

「そんなことできません。私はソファをお借りします。この子も連れていきますから」

　慌てて子猫を抱き上げようとすると、彼に止められてしまった。

「顔色が悪い。風邪のひき始めかもしれない」

　だから、私をベッドに寝かそうとしてくれているの？

「医者の言うことは、もちろん聞くよね」

　彼は突然語ご気きを強めたものの、その言葉には優しさが詰まっていた。そう言われれば、私がここで眠るしかなくなるからだろう。

「でも……」

「『でも』じゃない。あとひとつ、忠告。男は基本オオカミだ。知らない男の家にホイホイついていかないほうがいいよ」

　彼はそう言い残して、部屋を出ていってしまった。

　彼の言葉に頭を殴られたような気がしたけれど、その通りだ。香川さんがいい人でなければ、私は今頃……。

　友達によく『雛子は恋愛経験値がまったく足りてない』と言われるけれど、こういうことも含まれるんだろうな。

　猫を助けてくれようとした時点で、彼を信じてしまった。いや、実際いい人だったけど……。

　フカフカのベッドに座り、反省タイム。私はどうもすぐに人を信じすぎるらしい。

　社会人になってすぐ、取引先の男の人に『母親が入院していてお金が必要なんだ。来月必ず返すから』と言われてそれを信じた私は、お金を貸しそうになった。寸前で借金の噂を耳にして回避できたけど、まさかそれが嘘だなんて思ってもみなかった。

　恐らく、今日の披露宴のときのように男の人とうまく話せないのも、信じる信じないの境界線をどこで引いたらいいのかわからないからだと思う。本当は疑ったりしたくない。でも、悪意を持って近づいてくる人がいることも知ってしまった今、ビクビクして相手の話が終わるのを待つだけになってしまった。

　それなのに、香川さんの子猫を見る目があんまり優しかったから、なにも考えずにまた信じてしまった。今回は結果としていい人だったから助かっただけだ。

　ちっとも成長できない自分に溜め息が出る。

　こんな私も、いつか博美みたいに愛する人とゴールインできるんだろうか。

　今日の博美は本当に幸せそうだった。旦那さまとときどきアイコンタクトをして気持ちを通わせていた姿は、うらやましいとしか言いようがなかった。

「ねぇ、私どうしたらいいのかな……」

　子猫には難しすぎる質問に、耳をピクッと動かして返事をするので、笑ってしまう。

　少し体が重い。香川さんが言うように、風邪をひいてしまったかもしれない。私はありがたく布団にくるまり、目を閉じた。




　翌朝、「ミャーア」という小さな鳴き声で起きた私は、すぐに子猫を抱き上げた。

　夜中に何度か起きてみたものの、子猫は気持ちよさそうに眠っていた。

「おはよ。お腹空いた？」

　私の質問にか細く「ミャ」と鳴く子猫が、本当にかわいい。

「ミルク持ってくるね」

　時計を見ると、まだ六時。香川さんを起こさないように、ミルクが置いてあるリビングに忍び足で近づいた。

　でも……寝室のドアを開けたままにしてしまったので、子猫がついてきて「ミャア」とまた鳴き声を上げる。

「しーっ」

　振り向いて口の前に指を立てたものの、当然伝わるはずもなく、余計に鳴かれてしまった。すると……。

「起きた？」

　リビングのドアから香川さんが大きく伸びをしながら出てきた。

「ごめんなさい。起こしてしまいましたよね」

「いや、気にしなくていいよ。おー、歩けるまでに回復したか」

　香川さんはそう言いながら子猫を抱き上げる。本当に好きなんだろう。

「看病お疲れさま」

　彼が私にそう言いながら優しく微笑みかけるので、ドキッとして顔を伏せた。

「看病だなんて……。あっ、ミルクを……」

　恥ずかしくて慌ててそう言うと「そうだね」と彼はリビングに戻っていく。

「雨宮さん、ミルクあげてくれる？　ちょっと出るから」

「はい」とは言ったものの、こんな時間に出かけるって、いったいどこに？

　首を傾げていると、香川さんがその場でＴシャツを脱ぎだすので慌ててしまう。

「あぁっ、あのっ……」

　ここに人がいるんですけど！

「あっ、ごめん。気にする人？　男の裸見たくらいで照れるなんて、もしかして経験少ないとか？」

　こんな質問に余裕の返事ができるほどのスキルはない。子猫をギュッと抱き寄せ顔をそむけると、Ｔシャツをやっと着てくれた彼が近寄ってきた。

「逆、だったか。昨日、いやにあっさりついてきたから、こういうことをよくするのかなと思ったけど……」

「そ、そんなこと……」

　そうか、そんなふうに思われていたんだ。

「別に経験がないからといって、悪いと言っているわけじゃないよ」

『少ない』から『ない』に変わってる……。テンパったせいで、完全にバレてる。

　そう言われて返す言葉もない。黙っていると「猫がつぶれる」と言われ、ハッと我に返った。

「つぶしてごめんねー」

「あはは。面白い」

　彼はそう言い残して部屋を出ていってしまった。

　ミルクをあげたあと子猫と戯たわむれていると、彼が帰ってきた。どこに行っていたのかと思いきや、その手には有名なベーカリーショップの紙袋を下げている。

「腹、減ったんじゃない？」

　もしかして、私のために？

　驚きながらも彼から紙袋を受け取ると、いろんな種類のパンが入っている。

「俺、昨日忙しくて昼飯食ったの夕方だったから気がつかなかったけど、雨宮さん、夕飯食ってなかっただろ？」

「あっ、はい。でも、披露宴でたくさんいただいたので……」

　そう言った瞬間、お腹がギュルルと音を立てるから、恥ずかしくてうつむいた。すると彼は笑いを噛み殺している。

「すみません」

「とりあえず食おう。俺も食うから。コーヒーを――」

「私、淹れます。――ちょっと待っててね」

　子猫にそう言ってキッチンに向かうと、ヨタヨタ危なっかしい足取りでついてくる。

「すっかりなついてるね」

　彼がそう言いながら子猫を抱き上げ、「命の恩人だもんな」と私に視線を送る。

「そんな、おおげさです」

「いや、そうでもないよ。あのままだったら車にひかれるか、低体温で死んでた」

　そう言われると、あの場でこの子に会えた偶然に感謝したくなる。

「でもお前はまだ食えないから、ちょっと待ってろよ」

　彼はそう言うと、いつの間にか用意してあった小さな段ボールの中に子猫を入れた。

「ミャア、ミャー」

　途端に悲痛な声で鳴き始めるから切ない気分になる。

「寂しがり屋だな」

　テーブルに戻ってきた彼は、とても優しい顔をしていた。

「猫、好きなんですね」

「まぁ、動物全般は。爬虫類はイヤだけど」

「あはは。私も爬虫類は……」

　そんな会話を交わしながら、私はコーヒーを淹れ、彼はパンをお皿に並べてくれた。

「朝だから焼きたてだ。好きな物どうぞ」

「いえ、香川さんからどうぞ」

　私がそう言うと、「これ、お勧め」とまだ温かいベーコンのキッシュを渡してくれる。

「ありがとうございます。いただきます」

　彼はカレーパンを手にするとパクパクと食べ始めた。

　その勢いがすごくて圧倒される。もちろん、食べ方が汚いわけではない。でもあっという間にひとつ食べ終わり、もう次のパンに手を伸ばしている。本当は私よりも彼のほうがお腹が空いていたんじゃないかと思うほどだった。

「どうかした？」

　唖あ然ぜんとして彼を見ている、その視線に気づかれてしまった。

「あ、そうか。俺たち、いつ呼び出されるかわからないから、自然と早食いになっちまうんだ。しかも一気に食べるから、結構大食い」

　そういえば、昨日のお昼ご飯を食べたのも、夕方だったと言っていた。

「お忙しいんですね」

「今は勤務医だからね。もうすぐ出る予定だけど」

「出る、というのは開業するということですか？」

「まぁ、そんな感じ」

　こんなに若くして開業って、すごく腕のいいお医者さまなのかもしれない。

「ほら、食わないと俺が全部食っちゃうぞ」

「あっ、いただきます」

　私が慌てて食べだすと、彼もまた食べ始めた。

「雨宮さんは、なにしてる人？」

「私は宮城不動産という会社の管理業務部というところで事務をしています」

　管理業務部は、賃貸物件の契約から物件の修理やクレーム処理までを幅広く行っている部署だ。新たな取扱い物件を増やすための営業部隊と私たち事務員、そして修理やクレーム処理をする人たちなどから構成されている。

「へぇ、偶然だね。ここのマンション、宮城不動産が手がけてるよ」

「そうなんですか？　知りませんでした」

　恐らく私が入社する前だろう。

「で、隣は宮城さん」

「えっ？　宮城さん??」

　どういうことなのかわからず聞き返すと、「君のところの親会社の次期社長って聞いてるけど」と言われて、また口をあんぐり開ける羽目になった。

　そんな偶然、びっくりだ。まぁ、そんな雲の上の人、私には関係がないけれど。

「それで、彼氏はいないんだ？」

　仕事の話からいきなり飛ぶから、キッシュを喉に詰まらせそうになった。

「はっ……。香川さんこそ、彼女は……」

　私は返事をすることなく聞き返した。彼もいないとわかって聞いているのだろう。

「結婚しろって周りはうるさいけど、まぁ、そこまでのめり込めそうな女はいないというか……。だから、なし」

　とはいえ、私と違って恋愛経験は豊富そうだ。だって、こんなに甘いマスクを持ち、なおかつ若くして開業するほど優秀な外科医だったら、女性に放っておかれるわけがない。〝今〟は、いないだけで。

　聞いたのは私だけど、自分と違いすぎる立場の彼がうらやましくて勝手に嫉妬した。

「女って、面倒だし難しい。ま、雨宮さんはわかりやすいけどね」

「すみませんね」

　この人、基本は優しいんだろうけど、ときどきグサッと刺さるようなことを言う。それもこれも図星だから刺さるんだろうけど。

　ムッとして顔をそむけると「ほら、わかりやすい」とからかわれてしまう。とはいえ、一瞬、悲しげな色に変化した彼の瞳が気になった。

「これも食う？」

　彼は険悪になりかけた空気を和ませようとしたのか、私にクロワッサンを差し出す。

「いえ、なんだかあまり食べられそうにありません」

　あんなにお腹が鳴っていたのに、キッシュを半分くらい食べたところで、もういらなくなってしまった。

　それでも買ってきてもらって申し訳ないと、再びキッシュを口にしようとすると、彼が私の隣に移動してきて額に手を伸ばすので、キッシュを落としそうになる。大きくて少しゴツゴツした男らしい手だけれど、その優しい触れ方に胸が高鳴ってしまうのは、男性経験がないからだろうか。

　昨日はまったく余裕がなくてわからなかったけれど、近くで見ると彼の右目の下には小さなほくろがあり、それがなんとなく妙な色気を醸し出している。そして大きな喉のど仏ぼとけが上下するのを見ていると、彼が男であることを必要以上に意識してしまって、速まる鼓こ動どうを抑えられなくなった。

「今のところ熱はなさそうだ」

　どうやら心配してくれたらしい。

「目も潤んでる。もう食えないなら無理しなくていいから、ベッドで横になって」

「いえ、でも……」

　まさかそこまでお世話にはなれない。

「医者の言うことは素直に聞くもんだ。薬はいくらでもあるから心配いらないし」

　そんなことを心配しているわけではないけれど……。

　彼はそう言うと、私の手からキッシュを取り上げ、テーブルに置いてしまった。

「こんなに買ってきていただいたのに」

「大丈夫。俺ひとりで食えるから」

「これ全部!?」

　勤務医の仕事は過酷だと聞いたことがある。たくさん食べないと体が持たないのかもしれない。

「だから、そんなこと心配しないで、もう少し寝なさい。コイツのことは俺が面倒見ておくから」

「ミャー」

　あまりにいいタイミングで子猫が鳴くから、顔を見合わせて笑ってしまった。

　動物病院にはどうしても一緒に行きたいと言うと、彼は「わかったわかった」と返事をして、私を寝室に追い立てた。

　再びベッドに入ると、やっぱり体が重く感じる。

「さすがお医者さま」

　外科医だと聞いていたけれど、風邪くらいお手の物なんだろう。彼に感謝しながら、おとなしく目を閉じることにした。




　それからすぐに眠ってしまった。子猫の鳴き声が微かすかに聞こえた気がして目を開けて時計を見ると、もう九時近かった。

「病院！」

　慌てて飛び起きてリビングに行くと、パソコンの画面を見つめている香川さんの膝にちょこんと座った子猫の姿が目に飛び込んできた。彼にもすっかりなついている。

「すみません、寝すぎてしまいました」

「いや、大丈夫」

　彼はそう言うと、ノートパソコンを閉じた。

「お仕事、ですか？」

「仕事っていうか、海外の文献を読んでただけだよ」

「海外って……もしかして、英語、ですか？」

「あはは、そう。俺は患者の命を救うのが仕事だろ。だから、英語だろうがなんだろうが、新しい知識を常に入れておくのは当然のことさ」

　それが当たり前なんだ……。自分と違いすぎる彼の言葉に圧倒されてしまう。

「さて、そんなことより病院に行こうか」

　そう言いながら私に近づいてきた彼は、さりげなくまた額に触れる。

「大丈夫？」

「はい」

　なんとか熱は上がらずに済んでいる。

「そういえば昨日のドレス、残念だけど……」

　乾燥機で乾かしてもらったドレスは、裾の辺りから無残にも破れていて、もう着れそうにない。

「いいんです。この子が助かったから」

「そっか。そうだな」

　彼がそう言ってくれたのがうれしかった。この小さな命の重みをわかってくれていると感じたからだ。

　でも……さすがに借りているダボタボのＴシャツとジャージでは外出できない。どうしようかと悩んでいると、紙袋が差し出された。

「これ着て」

　彼から受け取り中を覗くと、女性物の洋服と靴が入っている。

「これ、どうしたんですか？」

「うん。裸で家から出すわけにはいかないからなぁ」

「当たり前です！」

　不意にとんでもないことを言われて慌てふためくと、彼はクスクス笑っている。

「着替えておいで」

「でも、これ……本当にどうしたんですか？」

　タグがついている。新品だ。

「コンシェルジュに頼んで用意してもらった」

　そんなことまでしてくれるんだ！　お金持ちの世界にびっくりだった。

「サイズＳにしたけど、大丈夫だよね」

「……はい。それなら、お代をお支払いします」

「いや、いい。金はあるから」

『金はある』なんて、ちょっとかっこいい。私も言ってみたい……。

　何もかもお世話になって恐縮してしまうけど、それでも服があるのは助かる。そこまで気を回してくれた香川さんの心配りに甘えて、寝室で着替えを済ませた。

　用意されていたのは、チャコールグレーのニットワンピだった。ちょっと体の線を拾いやすいデザインで、大人っぽい。普段はこんなに体にフィットする洋服を着ないから、なんとなく緊張してしまう。

　ワンピースを着て、背筋を伸ばし、お腹に力を入れてリビングに向かった。

「いいじゃないか」

「ありがとうございます。着慣れてなくて変だったらごめんなさい」

「俺は褒めてるけど？」

　男の人とこんな会話をすることすら慣れていなくて、無駄にドキドキしてしまう。

「それじゃ、行くか」

　彼から子猫を受け取ると、私たちは車に乗り込んだ。

　昨日は必死で気がつかなかったけど、これはクーペタイプのベンツだ。

「すみません」

「いきなりなに？」

「いえ、こんなに高い車を汚してしまって……」

　シートはもうすっかり乾いていたものの、ためらいもなくびしょ濡れの私を車に乗せてくれたことに今さらながら驚いていた。

「気にしなくていいよ。コイツが助かったんだから、それでいい」

　運転席に座った彼は、私の手の中の子猫の頭を撫でる。

『それでいい』って、私のドレスとはわけが違う。気軽に買えるものではないのに。

　申し訳なくなってうつむくと、彼は私の頭をポンと叩いた。

「いいから。それに乾いたら平気じゃないか。いちいちへこまない。行くよ」

　彼はそう言うと、エンジンをかけ車を発進させた。

　ハンドルを握る彼の腕は筋肉質で、お医者さまは勉強ばかりでスポーツなんてする暇がないと思い込んでいた私のイメージとはちょっと違った。

「あの、なにかスポーツでもされてました？」

「あぁ、大学まで競泳を。オリンピック目指してたんだけど、ちょっと届かなくて」

「オ、オリンピック!?」

　驚きすぎて大きな声が出てしまうと、子猫がうるさそうに「ミャー」と鳴く。

「あぁ。一緒に目指してた友達は出場したよ。結ゆう城き龍りゅう平へいっていう選手、聞いたことない？」

「あります！」

　たしか六年ほど前、一五〇〇メートル自由形で入賞したような……。

「そんなすごい人だったんですね……」

「いやすごいのは結城で、俺じゃないから」

　香川さんはそう言いながら笑うけど、『ちょっと届かなくて』ということは、相当なレベルの選手だったはずだ。

「いえ、すごいです。興奮です」

　そんな人に偶然出会い、こうして話しているなんて奇跡だ。

「結果を伴ってなくても『すごい』なんて言ってくれる人が、たまにいるんだな」

　たしかにオリンピックには届かなかったかもしれないけど、そのレベルの選手なら、相当努力を重ねているはずだ。

「そんなの当たり前です。結果がすべてではないと思います。そこまで努力したことは評価されるべきですよ！」

　なんて、競泳についてなにも知らないのに、偉そうなことを言ってしまった。

「そっか。サンキュ」

　それでも彼が微笑んでくれたので、なんだか私もうれしかった。




　動物病院に着くとすぐに診察をしてもらえた。先生の診断では、生後五、六週ほどだという。幸い心配していた感染症なども問題なしと出て、ホッと胸を撫で下ろした。だけど……。

「この子、これからどうするおつもりですか？」

　とにかく命を助けたいという一心で、他のことはなにも考えていなかったので、先生の質問に即座には答えられない。

「飼えますか？」

　私は首を振った。今のマンションでは飼うことができない。

「あなたが子猫を助けたかったお気持ちは、痛いほどわかります。でも、この先飼えないのに命を助けても、結局保健所行きになってしまうことも多いんです。無責任に拾うのもよくありません」

「保健所……」

　まさかこんなことを言われるなんて、思ってもいなかった。

「私もこんなことは言いたくないですが、捨て猫や捨て犬をすべて引き受けていたら、私たちも仕事になりません」

　先生の言う通り、病院に連れてくればなんとかしてもらえるんじゃないかとどこかで思っていた。でも、厳しい現実を知り、涙があふれてきてしまう。

　この子、殺されちゃうの？　こんなにかわいいのに。

「俺が飼います」

　香川さんの言葉に驚き思わず顔を上げると、「だから泣かなくていい」と頭をガシガシ撫でられた。ちょっと乱暴だったけど、その手は温かかった。

「責任もって育てます。安心してください」

　香川さんがそう言うと、先生は「お願いしますね」と笑みを浮かべた。

　診察が終わり再び車に乗り込むと、今度は安あん堵どの涙が出てきて止まらなくなった。

「ありがとうございました」

　それでも懸命に声を絞り出すと、彼は運転しながら私の頭をまたポンと叩く。

「でも、条件がある」

「条件？」

　この子の命が救われるなら、どんな条件でも構わない。

「俺、当直もあるし、家を空けることが多い。だから、雨宮さんも世話してくれる？」

「それはもちろんです！」

　そんな簡単なことかと思ったけれど、よく考えるとそれは彼の家に通って、ということだろうか。

「それじゃ決まり。早速だけど、夕方から当直なんだ。今晩は頼んだ。とりあえず雨宮さんの家に向かうから、今夜泊まれる準備してきて」

　即決してテキパキと指示を下すのは、外科医という仕事柄だろうか。

「でも……」

「コイツひとりにしたら死んじまうだろ？」と彼は子猫にチラッと視線を送って言う。

　たしかに、病気はなかったとはいえ、まだ体力が回復しておらずミルクしか口にできない子猫だ。そうして私の連泊が決定した。

　彼の住むタワーマンションとは大違いの狭い私の家から、ボストンバッグで荷物を持ち出し、再び車に乗り込む。

「ここからだと会社遠いんじゃない？　俺ん家のほうが近い」

　そうだけど……。彼のマンションの辺りは家賃が高くて、とてもじゃないけど私には住めない。

「いつでも俺ん家、使っていいから」

「そんなわけにはいきません」

　私はこの子のお世話に行くだけで、私までお世話になったら本末転倒だ。

「あはは。雨宮さんって結構頑固？」

「頑固、というわけじゃ……」

　とはいえ、友達からもよく頑固だと言われた。彼氏ができない私を心配して『とりあえず付き合ってみれば？』と言われても、『好きかどうかわからないのに付き合ってみるなんてできない』と、私が譲らなかったからだ。

「ところで、コイツの名前決めないと」

　彼はそう言うとしばらく黙り込み、信号で停まったときに、再び口を開いた。

「トラだな」

「トラ？」

「この模様、トラみたいだろ？」

　もっとお洒落な名前が出てくるとばかり思っていたから、拍子抜けした。でも、『トラ』もかわいいかも。

「お前、トラだって」

　まだまだ小さくて、私の膝の上でウトウトしているトラに話しかけると、耳をピクピク動かすから、顔がほころぶ。

　それから彼はペットショップに車を走らせ、トラに必要なものを揃えてくれた。

　トラは膝の上に乗るのが大好きで、常に私や香川さんにくっついていたがった。それは、お母さんが恋しいからだろうか。

「あっ……。あの、お世話になったお礼にお昼ご飯を作りたいのですが……」

　朝はトラのことで頭がいっぱいで忘れていたけど、今日は香川さんの誕生日のはず。

　そう申し出ると、「もちろん。助かる」と返してくれた。

　タワーマンションのすぐ近くにスーパーがあったので、私はトラを香川さんに預けて、そのスーパーに向かった。

　昼食をなににしようかと考えながら、ケーキの材料も揃えていく。誕生日と言えば、やっぱりホールケーキだろう。

　昔からお菓子作りが好きだった。〝得意〟じゃなくて〝好き〟だから、たいしたケーキができるわけじゃないけれど、彼の家にはオーブンレンジがあったから、手作りしたいと思った。

　久しぶりに誰かのために食事を作ることにちょっとウキウキした気分でレジを通ると、バッグの中のスマホが震えているのに気がついて取り出す。すると、香川さんからだった。彼とはさっき電話番号とアドレスを交換したばかりだ。

『もしもし、ごめん。担当の患者さんが急変して、病院に行かないといけなくなった。鍵持って出てる？』

「はい。あります」

　さっき合鍵も渡されていた。

『俺、そのまま当直に入るから、トラのこと頼める？』

「……わかりました」

『明日の朝、一旦帰るつもりだけど、部屋は好きなように使っていいから。それじゃ』

　香川さんはとても急いでいる様子で、すぐに電話は切れてしまった。

　お医者さまに誕生日は関係ないんだ……。仕方がないことだとわかっていても、香川さんはもう今日はいない。

　一年に一度の特別な日でも、そうやって飛んでいく彼のことを思うと頭が下がる。

　結局、ケーキどころかお昼ご飯すら作ってあげられなかった。お世話になってばかりで、なにもできない。

　彼の家に戻ると、トラがミャーミャーと切ない鳴き声を上げていた。

「トラ、ただいま。寂しかった？」

　トラを抱き上げると、クリクリの目をさらに大きくして「ミャー」とかわいく鳴く。

「お腹空いた？　ちょっと待っててね」

　私は食材を大きな冷蔵庫にしまったあと、早速ミルクの用意を始めた。

　トラはお腹がペコペコだったらしく、ミルクをごくごく飲むとすぐに目を閉じ眠ってしまった。まだ小さいから体力がないのだろう。

「いっぱい寝て大きくなるんだよ」

　私はトラを香川さんが買ってくれたラタンのバスケットにそっと寝かせ、ついでに買ってきた喉飴を口に放り込みマスクをした。

　実は朝から喉の痛みが増してきていた。香川さんの診断通り、熱が出るかもしれない。朝もあまり食べていないのに、食欲がない。でも、彼は明日の朝帰ってくると言っていたから、どうしてもケーキは作りたい。

　私はそれからすぐに、スポンジを焼き始めた。

　食材と一緒に買ってきたケーキの型は十二センチ。香川さんが甘い物を好きかどうかわからないのに押し付けたら申し訳ないと、小さめにしておいた。

　今までに何度も作ったことがあるので、ケーキの土台となるスポンジ作りは着々と進んだ。しっとりするよう試行錯誤してでき上がったレシピが、まさかここで役立つとは思ってもみなかった。いつか彼氏ができたら振る舞おうなんて、淡い期待を思い描いていたのに、そんな事態はいつまで経ってもやって来ない。

「はぁー」

　オーブンを眺めながら大きな溜め息が出る。こればかりは縁だから焦っても仕方がないとはわかっているけど、二十六にもなって彼氏すらできない自分に呆れていた。

「焼けた！」

　それでもスポンジがフワフワに焼き上がるとテンションも上がる。スポンジを冷ましながら、生クリームを泡立てていると、トラが目を覚まして足にまとわりついてきた。

「もうちょっとだから、待っててね。これは、あなたの命の恩人のためのケーキなの」

　あのとき車からトラを助けたのは私だけど、最終的に殺処分の危機から救ってくれたのは香川さんだ。

　急いでスポンジに生クリームをデコレーションすると、時期的に価格が高めだったけれど奮発して買ったイチゴをきれいに並べた。

「トラ、できたよ」

　トラを抱き上げケーキを見せると、トラは不思議そうな顔をして眺めていた。

　早速冷蔵庫にしまって片付けを済ませ、トラとのお遊びタイム。しかし、体がだんだんだるくなってきてしまった。

「トラ。私、風邪ひいちゃったみたい」

　マスクをしたまま話しかけると、トラは「ミャー」と大きく鳴いた。

　こんなに小さなトラでもそばにいてくれるのは心強い。

「ごめん、トラ。ちょっと横にならせてね」

　私はトラを連れて寝室に向かい、昨日と同じ場所にトラを下ろすと、ベッドに入った。でもトラは寂しいのか、ベッドに上がってこようとするので困ってしまう。

「トラ、ごめんね。ベッドでおしっこちびっちゃうと困るの」

　とはいえ言葉が通じるわけもなく、トラは短い足を伸ばして何度も上がろうとチャレンジしている。

「わかった。私がそっちに行くから」

　私は仕方なく毛布だけを借り、床に寝そべってトラを抱きしめた。そして……いつの間にか、そのまま眠ってしまった。




「――雨宮さん！」

　突然大きな声で名前を呼ばれてゆさぶられ、ハッと目を覚ますと、私の肩に手をかけ心配げな顔をした香川さんの姿が目に飛び込んできたので慌てて起き上がった。

「倒れたの!?」

　彼にそう言われ、トラのそばで眠ってしまっていたことに気がついた。

「違います。すみません。トラが寂しがるので。……あっ」

　私がそう言うのと同時に、彼の手が額に伸びてきて触れる。

「やっぱり熱がある。今日は会社を休んで安静だな」

　たしかに、体の節々は痛いし、だるい。

「はい。それでは私はこれで帰ります」

　香川さんが帰ってきたのだから、トラも心配ないと思った。けれど……。

「なに言ってるんだ。今日はここで安静だ」

　そう言うと彼は私の手を掴み、ベッドへと誘導した。

「俺はまたすぐ病院に戻る。こんなことだろうと思って薬を持ってきたから、飲んで」

　香川さんは私に薬をいくつか渡し、キッチンに水を取りに行ってしまった。そして戻ってきた彼は少し驚いたような顔をして、私に尋ねる。

「雨宮さん、あれって……もしかして手作り？」

　冷蔵庫のケーキに気づいたんだ。

「一日遅れですけど、香川さん、お誕生日だと聞いたので。ご迷惑だったかも――」

「いや、ありがとう」

　私の言葉を遮さえぎった彼が少し照れくさそうにそう言ってくれるから、ホッとした。余計なことをしたかもしれないと思っていたからだ。

「こんなこと、してもらったことがなくて、なんて言ったらいいのか……」

　今までの彼女にはしてもらわなかったのかな？　買ってきたほうがおいしいか……。

「ごめんなさい。買ってくれば……」

「ううん。本当にうれしいよ。朝飯食ってないから、食ってもいい？」

「もちろんです」

　朝ご飯にケーキというのもなんだか不健康な気がするけれど、今日は特別だ。

「雨宮さんも食べられる？　ここに持ってこようか」

「いえ、行きます」

　トラを抱いてリビングに行く香川さんを追いかけると、彼がテーブルにケーキを出してくれた。

「病気のときにケーキってホントは勧めないんだけど、少しだけでも」

　あまり食欲はないけれど、彼の誕生日を一緒に祝いたい。

「ひと口だけ、いただきます」

　彼が包丁を手にしたので切ってくれるのかと思いきや、ケーキを見つめたまま、いっこうに切ろうとしない。

「どうかしました？」

「包丁を入れるのがもったいなくて」

　そんなひと言で、彼が本当に喜んでくれているのだとわかった。

「ケーキ、お好きですか？」

「うん、意外と。水泳やってた頃、ストイックに体重を管理していたときがあって、好きなものを好きなように食べられなかったんだ。その反動かな。やめてからは甘い物も食べるよ」

　とはいえ、その筋肉質な腕を見ていると、甘い物好きには到底見えない。

「それならまた作りますから、遠慮なくどうぞ」

　私がそう言うと、彼はジッと私を見つめる。

　あっ……『また作ります』なんて、彼女でもないのに言うべきじゃなかったかも。

「ごめんなさい。押し付けがましいですよね、私」

　慌ててそう付け足すと、彼は首を振る。

「俺にそんなことをしてくれる人がいるのかと、驚いただけ」

『そんなこと』って、ケーキを作るだけだし、彼ほどの整った容姿を持ち、おまけに医師という地位まである人なら、いくらでもそういうことをしてくれる女の人がいそうに思えるのに、違うのだろうか？

「香川さんなら、そういう方たくさんいらっしゃったでしょうに」

　もちろん、〝彼女〟という意味でそう言うと、彼は再び口を開いた。

「まぁ、いなくはなかったけど」

　やっぱり。と思っていると、彼の表情が曇った。

「でも、俺が医者だから近づいてくるだけさ」

「そう、なんですか……」

「だから……そういう女が持ってくるケーキは、手作りなんて言いながらどこかのパティシエが作ったような物ばかりだった。……いつ見ても完璧な化粧だったしね」

　彼はそう言いながら私を見てクスッと笑う。

「あ……。残念ですね、私……ケーキも……」

　今の私は、パジャマにスッピンのマスク姿。ケーキだって限られた道具で作ったせいもあって、どこから見ても素人が作ったとバレバレなクオリティだ。

「いや、俺はうれしかったよ。雨宮さんは、俺のために作ってくれたんだろ？」

　彼の言葉に首を傾げる。そんなの当たり前なんだけど……。

　あっ！　そういうことか。今までもらったケーキは、香川さんのために作ったものではなく、女性が完璧な自分をアピールするためのものだったんだ。

「香川さんはトラの命の恩人です。感謝するのは当たり前です。それに、誕生日はその人が生まれてきてくれてありがとうって祝う日なんです。私もトラもありがとうって言いたいです」

　思っていることをうまく伝えられない。損そん得とく勘かん定じょうなんてなにもない。ただ、香川さんがこの世に生を受け、私たちと出会ってくれたことを感謝したい。

　彼が「そうだな」と笑ってくれたから、私の気持ちが伝わったのだと信じたい。

　過去の女性は、彼の地位目当てだったかもしれない。だから、『女って、面倒だし難しい』だったのだろう。

　でも、トラを愛おしそうに見つめる目は、彼の優しさを物語っている。彼は本当に素敵な人だ。そんな彼自身のよさに気づいてくれる人がいて当然なのに。

「ミャーァ」

　香川さんの横の席にちょこんと座っていたトラが、テーブルに上りたいと暴れだす。

「腹減ったのか。トラはまだ食えないなぁ。もう少しミルクで我慢だぞ」

　香川さんはトラを抱き上げ、申し訳なさそうに言った。

「それじゃあ、私、切りますね。一日遅れてしまいましたけど、お誕生日おめでとうございます」

「ミャ」

　タイミングよくトラが鳴くから、私たちは顔を見合わせ、吹き出してしまった。

「ありがとう」

　香川さんがトラにミルクを与えている間にケーキを切り、お皿に乗せた。香川さんには四分の一。私は八分の一。

　彼がトラにミルクを与え終わると、ふたりでケーキを食べ始めた。するとミルクをもらってご機嫌になったトラは、しきりに香川さんを見上げている。

「そっか。トラも誕生日が欲しいのか？」

　彼がそう言うから、ハッとした。トラには家族がいない。これからは私たちが家族代わりだ。いつ生まれたのかはわからないけれど、トラの誕生も祝ってあげたい。

「香川さんと一緒の、六月二十四日にしましょう」

「それ、いいかも」

　私がそう提案すると、彼もうなずいてくれた。

「雨宮さんの誕生日はいつ？」

「私は来月です。七月二十八日。いつも夏休みで、お祝いしてもらい損ねてました」

　私がそう言うと、彼は「フッ」と笑みを漏らす。

「なんか雨宮さんらしい」

「らしいってなんですか！」

　そう返すと、彼が体を震わせて笑いだしたので、私までつられて笑ってしまった。

「なぁ、猫ってケーキ食えるようになる？　来年は食える？」

「うーん。ダメかもしれないですね。動物の味覚って人間とは違うと言いますし」

　私たちの〝子育て〟は、まだまだこれからだ。

「そっか、残念。こんなにうまいのに」

　よかった……。なにも言ってくれないから、もしかして口に合わなかったんじゃないかと心配していた。でも香川さん、口下手なだけなのかもしれない。

　ケーキを食べ終わると、彼は私に薬を飲むようにと勧めた。

「解熱剤は本当に苦しいときだけにして。熱は病原菌と闘っている証拠だから、あまり下げすぎてもよくない。かといってぐったりするぐらいなら、飲んだほうがいい」

「わかりました」

　本当にお医者さまに診察を受けているかのようだ。いや実際、本当の診察か……。

「今日は夕方までの勤務が終われば帰ってこられる。それまでは安静だ」

「はい」

　それから彼は、トラが寂しがるからと私が床で寝ていたと知り、昨日買ってきた防水シーツをベッドに敷いてくれた。

「ホント、雨宮さんって想定外のことをするんだね」

　彼は半分呆れ顔でそう言うと、トラを抱き上げ再び口を開いた。

「トラ、雨宮さんが寝ているのを邪魔するな。いいか、男の子は強くないといけないんだぞ」

　まるで父親のように振る舞う香川さんがちょっとおかしい。そういえばトラはオスだった。

「それじゃ、行ってくる。おとなしく寝てないとダメだよ」

　出会ったばかりの人にこんなに親切にしてもらって申し訳ないけれど、本当に助かる。私はベッドから香川さんを見送った。

　彼は当直だと言っていたけれど、少しは眠れたのだろうか。本当にお医者さまという職業の大変さに頭が下がる。

　彼の優しさに心が温まったところで、会社に電話を入れた。

「おはようございます。雨宮です。大変申し訳ないのですが、風邪をひいてしまいまして、お休みをいただきたく――」

『まったく。体調管理くらいちゃんとしなさい。私の仕事が増えるでしょ』

　電話を取ったのは、一番出てほしくないお局さまの正しょう田ださんだった。

「すみませ――」

　彼女は私の言葉を最後まで聞くことなく、電話を切ってしまった。

　そんなことを言うけれど、私は彼女がよく仮病で休んでいるのを知っている。

「私は本当に熱があるんだから」

　切れたスマホにしか文句を言えないのも情けないけれど、迷惑をかけるのは本当のことだから仕方がない。

「トラ、理り不ふ尽じんだよね」

　私の膝に座り、ジッとスマホを眺めているトラにそんなことを言ったって、伝わるはずもない。でも、たとえ猫でも、素直に気持ちを吐き出せる存在はありがたかった。




　それから私はすぐにウトウトしてしまった。

　トラは香川さんの言いつけを守ったのか、あまり騒ぎ立てることなく、彼が遊び用にと買ってくれたボールで遊び、疲れたら丸くなって眠った。

　一度起きてトラにミルクを与えたものの、自分の熱はなかなか下がらない。

「ごめんね。寂しいよね」

　とはいえ、これからも香川さんが仕事のときはトラはひとりだ。かわいそうだけど、仕方がない。

　少しだけ猫じゃらしで遊んだあと、再びベッドに潜り込み、目を閉じた。




「トラ？」

　なにかが額に触れた気がして目を開けると、香川さんが私の顔を覗き込んでいた。

「熱、下がってないな。薬は飲んだ？」

「はい」

「口開けて」

　彼は私を座らせ、診察を始めた。

「でも、喉の腫れは少しよくなってる。このまま熱も下がってくるはずだ。もしかしたら、仕事でちょっと無茶でもしてたんじゃない？　疲れが溜まっていたんじゃ？」

　心当たりがありすぎる。一ヶ月ほど前、管理業務部に所属する三人の事務職員のうちのひとりが退職したのに、人員の補充がなかった。だからといって正田さんはその分仕事をしてくれるような人ではない。そのため、私の仕事量は倍増していた。

「そうかもしれません」

　でも、夜中まで働いている香川さんのほうが大変なはずだ。

「ごめんなさい。香川さん、寝てください」

　私がベッドを出ようとすると、即座に彼に止められてしまった。

「病人を追い出せるほど、ひどい男じゃないつもりだけど」

「でも、香川さん昨日も寝ていらっしゃらないんですよね？」

「俺の特技はどこでも眠れることだから、心配いらない」

　彼はそう言ってくれるけど、トラを飼ってくれるだけでもありがたいのに、これ以上の迷惑をかけたくない。

「いえ、タクシーを呼んでください。帰ります」

　やっぱりベッドを占領するわけにはいかないと思い、そう言うと……。

「頑固だな。一番面倒な患者だ。主治医は俺だ。言うことを聞け」

　またも突然威圧的になった香川さんは、私をベッドに寝かせ直した。

「……すみません」

　この状況でまだ『帰る』とは、とても言えない……。

「トラ、ミルク飲むぞ」

　そして彼は寝室から出ていってしまった。

　一瞬、怖いと思ったものの、もしかしてああ言うことで私が寝やすいようにしてくれたのかもしれない。さりげなくトラを連れ出してくれたのも、邪魔されず眠れるようにしてくれたのかも……。そんな気がする。

　私は彼の優しさを噛みしめながら、もう一度目を閉じた。

「ん？」

　それからどれくらい経ったのだろう。なにかが手に触れた気がして目を覚ますと、香川さんが私の脈を測っていた。

「ごめん、起こした？」

「いえ、平気です」

　私が慌てて起き上がろうとすると、「いいから」と制する。

「まだ熱が高い。解熱剤使う？　これ以上体力が落ちるのもよくない」

　彼の言う通りだ。ずっと食べていないせいもあるけれど、起き上がるのも辛い。

　一旦寝室を出ていった彼は、すぐに戻ってきて私にゼリー飲料を差し出した。

「これ、少しでもお腹に入れられれば」

「ありがとうございます」

「吐きそうなら無理しなくていいから」

　彼はそう言ってくれたけど、喉を通っていく冷たいゼリーが心地よくて、半分くらい飲むことができた。

「座れる？」

　彼はそれから私を助け起こしてくれた。それだけじゃなく……私のうしろに座り腰を抱いて支えてくれるので驚いてしまった。

　男の人に免疫のない私は、これほどまでに男性と距離が縮まったのが初めてのことで、ドギマギしてしまう。

「はい、飲んで」

　そして言われるままに解熱剤と胃薬を飲むと、うしろから不意に首筋に触れられてドキッとする。

「なかなか下がってこないな。まだリンパ節も腫れてる」

　息が苦しいのは熱のせい？

「ちょっと胸の音聞かせて」

　彼は私を再びベッドに寝かせ、聴診器を耳につけた。

　そんな……今そんなことをされたら、ドキドキしているのがバレてしまう。そう思ったものの、拒否できない。

　彼はすぐさま聴診器を私のパジャマの隙間から胸の辺りに入れ、診察を始める。いつも病院で診察されるときは平気なのに、今は恥ずかしくてたまらない。熱が余計に上がってしまいそうだ。

「肺の音は悪くない。肺炎は大丈夫そうだ」

「……ありがとうございます」と言いながら、目が泳ぐ。

　彼は本当のお医者さまだから恥ずかしくない、なんて考えて、動揺をなかったことにしようとしたもののそうもいかず、胸の高鳴りは収まることがなかった。

「すみません、香川さんももう寝てください」

「うん。でも、なにかあったらすぐに電話を鳴らして。遠慮はなしだよ？」

　彼はサイドテーブルに置いてあった私のスマホに視線を送りながらそう言った。

「はい。ありがとうございます」

　喉の痛みのピークは越えた。このまま熱が下がることを祈るばかりだ。

　それから再び眠った。ずっと眠っていたから眠れないと思ったけれど、熱のせいで体力を消しょう耗もうしているようだ。

　夜中に何度か額に手が触れ、香川さんが覗きに来てくれているのだとわかったけれど、目を開けることができなかった。




　そして――。

「おはよ」

　朝になって目を覚ますと、香川さんが目の前にいて驚いた。

「おはようございます」

　彼はベッドに座り、私の額に触れる。

「よく頑張ったね。随分下がったよ」

「ありがとうございます」

　病気のときにひとりでいるのは心細い。迷惑をかけてしまったとはいえ、彼がいてくれてよかった。まして本物のお医者さまに看病してもらえるだなんて……。

　それから彼は、私にゼリーやフルーツを用意して、薬を飲ませてくれた。

「もう一日仕事は休んで」

「でも……」

　正田さんの険しい顔が頭をよぎる。

「『でも』じゃない。これは主治医の命令だ。休みにくいなら俺が会社に電話しようか？」

「いえ、そんな……」

　慌てて首を振ると、「そう。それじゃ、仕事行ってくる」と立ち上がる。

「あの、本当にすみ――」

「ストップ。雨宮さんは謝ってばかりだ。トラの命の恩人なんだから、もっとドーンと構えて威張っていればいいさ」

「威張ってって……」

　彼の言い方がおかしくて、思わず笑ってしまった。

「そう。笑ってないと病気は飛んでいかないんだぞ」

　彼はそう言いながら、私の頭をポンと叩くと出ていってしまった。

　香川さんが出勤してしまうと、会社に電話を入れた。今日は幸い正田さんではなく、男性社員が電話に出てくれたのでホッとして休みを告げると、『ゆっくり寝てな』と言ってもらえた。とはいえ、明日の彼女の不機嫌顔を想像すると溜め息が出る。

　それからトラの様子を見に、リビングに向かった。トラはまるで香川さんの言いつけを守っているかのように、ひとり遊びをしていたけれど、私が「トラ」と呼ぶと「ミャーァー」と大きな声で鳴いて、ヨタヨタと近づいてきたので抱き上げる。

「ごめんね、寂しかった？」

　本当にかわいい。

　それから喉の渇きを覚えてキッチンに行くと、あのケーキが全部食べてあったので驚いた。でも、うれしくて白い歯がこぼれた。

　しばらくトラと戯れたあと、元気になってきた私はシャワーを借りることにした。

「あー、気持ちいい」

　汗を洗い流すと、いよいよ復活した気がして気持ちもシャキッとしてくる。

　窓の外には雲ひとつない青空が広がっている。トラを連れてベランダに出ると、遠くの山まで見えて驚いた。しかも……。

「トラ、海が見える！」

　別の方向に視線を移すと、海水がキラキラと太陽の光を反射させていた。

「すごいね、香川さん」

　私とは住む世界が違う。こんな素敵な景色を毎日見られるなんて贅沢すぎる。

　体がすっかり軽くなった私は、せめてものお礼にと掃除機を借り、掃除を始めた。トラは初めての掃除機の音に驚いて、逃げ回っていたけれど。

　そして、夕方になると料理を始めた。冷蔵庫には、風邪でダウンしたせいで手つかずの食材がたくさん残っている。

　まず作ったのは牛肉とゴボウのしぐれ煮。これは結構得意料理だ。その他にもカボチャの煮つけや、ささみとキュウリのサラダ、小松菜とコーンの炒め物など、ちょっと体によさそうなものをこしらえた。

　社会人になってひとり暮らしを始めてから料理の腕が上がった。最初は食費の節約のためだったけれど、レパートリーが増えていくのが楽しくなり、いつの間にか料理を作るのが好きになった。それがこんなところで役立つなんて想像もしていなかった。

「食べてもらえるかな……」

　なかなか食事の時間も取れないようだから、少しでも役に立つといいんだけど……。

　そうこうしているうちに香川さんから【体調はどう？】というメールが入った。【よくなりました。ご心配をおかけしました】と返信すると、【よかった】と短いメールが返ってきた。

　まだ十七時。恐らく勤務中だろうに、心配してメールをくれたんだと思うと、うれしかった。










突然の結婚宣言？




　その日、香川さんが帰ってきたのは、十九時過ぎだった。「今日は早く帰れた」と言っていたから、いつもはもっと遅い時間なのだろう。

　元気になった私を見て微笑んでくれた彼は、トラを抱き上げ「ただいま」と会話をしている。トラもまた目をクリクリに見開いて、「ミャーミャー」と甘えたような鳴き声を上げる。この人なら、トラを大切にしてくれると改めて感じた。

「それでは私はこれで……。お食事を作っておいたので、もしお嫌いでなければ」

　私がそう言うと、彼はテーブルの上の食事に気がついた。

「作ってくれたの？　悪いな。それなら、雨宮さんも一緒に食べよう」

「いえ、でも申し訳――」

「また謝る。ひとりだと味気ないだろ。おかず、メチャクチャいっぱいあるじゃないか。ふたりで分けても余るぐらいだ」

　彼がそう言ってくれるのならばと、思わずうなずいたそのとき……。

　――ピンポーン、とチャイムが鳴り、香川さんはトラを抱いたままインターホンを取った。

「はー、なんでしょう。……わかりました。どうぞ」

　誰か来る？　ここにいてはまずいのではないかと思っていると、彼は私を見て「丁度いい」とニヤリと笑う。

「ごめん。悪いけど話を合わせてほしい。あとで説明するから」

　いったい、なに？　なんだかよくわからないけど、香川さんの役に立つのならばと「はい」と返事をした。

　それからすぐに再びチャイムが鳴り、男の人がやって来た。

「やっと捕まりました」

　リビングのドアの隙間から覗いていると、開口一番、香川さんにそう言ったのは、四十代半ばくらいのメガネをかけたスーツ姿の男性だった。香川さんより十五センチほど背が低く、白髪の混じる短めの髪が印象的だ。

「ご無沙汰してます、大おお竹たけさん」

「ご無沙汰じゃないです。逃げてましたね？」

『逃げて』って？　まさか、借金取り？　一瞬そう思ったけれど、『金はある』と彼が言っていたことを思い出し、即座に否定した。

「どうでしょう？」

　とぼけた口調の香川さんが「どうせあの話ですよね」と話を続ける。

「わかってるじゃないですか」

　すると大竹さんは呆れ顔でそう言った。

「上がります？」

「はい。失礼します」

　香川さんが大竹さんを部屋に上げようとするから焦ってしまう。

　私、どうしたらいいの？　寝室に隠れようにも、廊下に出なくてはいけないのでバレてしまう。

　トラを抱いたまま右往左往しているうちに、足音が近づいてきてドアが開いてしまった。

「え……」

　香川さんに続いて入ってきた大竹さんが、私を見つけて思いっきり顔をしかめる。

「あっ、えっと……。私、この子のお世話係というか……」

　なんだか歓迎されてない雰囲気が全開だったので慌ててそう言うと、香川さんが私の横に歩み寄り「雛子、親父の病院で事務長をしている大竹さんだ」なんて言い放つから、目が真ん丸になる。

　親父の病院？　それに今、私のこと『雛子』って呼んだ？

「ミャーッ！」

　すると突然トラが大きな声で鳴きだし、自分がテンパって強く抱きしめすぎていることに気がついた。

「ごめん、トラ」

『ちょっと待ってね。今、なにが起こっているのかよく呑み込めないの』

　そう心の中でつぶやきながら香川さんを見上げると、彼は大竹さんをじっと見つめたまま再び口を開く。

「私は彼女と結婚するつもりですから、あの話はお断りします」

　はっ、結婚!?

「あなたって人は！」

「フーッ」と大きな溜め息をついた大竹さんは、頭を抱えてソファに座り込んだ。

　私がまたトラをつぶしそうになっていると、香川さんが私の手からトラを奪っていく。

「院長には？」

　大竹さんが困った顔をしながらそう聞くと、「まだ話してません」と香川さんは言う。

　今までの話から推測すると、香川さんのお父さまもお医者さまで、事務長がいるほどの規模の病院の院長をしていて……香川さんはその跡取りということだろう。

　開業するなんて言っていたけれど、跡を継ぐということなんだ。……やっと話が見えてきたけれど、私と結婚って突然すぎるでしょ？　つまり見合いの話があるのに、私を口実に断ろうとしているということ？

「雛子さん、でしたか。いつからのお付き合いで？」

　大竹さんは今度は呆然と立ち尽くす私に矛ほこ先さきを向けてきた。

　いつからって……付き合ってなんていないんだけど。

　私が困っていると、香川さんが私の前に立ちはだかり「半年くらいでしょうか。もう一緒に住んでいるんです。な、雛子」なんて嘘をつく。

　話を合わせろと言われている私は、冷や汗をかきながらもうなずいた。

「いったいどちらでお知り合いになったんですか？　看護師ですか？」

　大竹さんは納得できないというような感じで、次々と質問を投げかけてくる。

「いえ。宮城さんの紹介です」

　え……。お隣の宮城さんの名前まで出して大丈夫？　まずい。緊張しすぎて喉がカラカラだ。

「宮城さんの？　はぁ、まったく余計なことを」

　さらに大きな溜め息をついた大竹さんは、宮城さんのことを知っている様子だった。

「私は彼女を愛しています。申し訳ないですけど、千ち夏なつさんにお断りしてください」

「卓さんはそんな簡単に言いますけど、彼女のほうは乗り気なんですよ！」

　語気を強める大竹さんは香川さんをにらむけれど、香川さんはひるむ様子もない。

「そんなの知りませんよ。私は最初からお受けしないと言っております」

　なんだか私、とんでもないことに巻き込まれているような……。

「院長にご報告します」

「そうしてください」

　ケンカ腰の香川さんは、大竹さんが出ていくと同時に、ガチャリと鍵を閉めた。

「香川さん！」

「トラがびっくりするから」

　私が玄関で大きな声を出すと、彼はトラを抱いたままリビングにいってしまう。

「あっ、あの……」

「雨宮さん、彼氏いないよね？」

「いませんけど」

　いなければいいっていう問題？　『結婚するつもり』とか言ってたでしょ？

「俺、内科部長の娘と結婚させられそうなんだ」

「そんなこと、私に関係ありません」

　口を尖らせてそう言うと、「そうかな？」と言われて首を傾げる。

「彼女が猫嫌いだったら、トラは行くところがなくなるよね」

　なにそれ。脅し？

「私が引き取ります」

　それならペットＯＫのマンションを借りて、私が引き取ればいいだけの話だ。

「それじゃ、よろしく」

　彼は私にトラを渡す。

「えっ……あの……今？」

「だって引き取るんだろ？」

「あの……もう少し待ってくれませんか？　必ずマンション見つけてきますから」

　とは言ったものの、仕事柄、ペット可のマンションは人気が高くてなかなか見つからないし、見つかっても家賃が高いことを知っていた。

「待てないよ。はい」

　今まであんなにトラをかわいがっていたくせして、なに？

　トラを受け取ったものの困ってしまってうつむくと、彼は再び口を開いた。

「三ヶ月でいい。俺の婚約者のフリをしてくれない？」

　一瞬頭が真っ白になり、言葉が出てこない。婚約者のフリって……。

「そんな、無茶です」

「その代わり、トラは一生俺が責任を持つ」

　そんな……トラを引き合いに出すなんてずるい。

「婚約者の方と結婚するのがイヤだからですか？」

「結婚そのものに、興味がないんだ」

　それって、一生独身でいるつもり、ということ？　早く結婚したいと思っている私とは大違いだ。

「はっきりお断りすればいいじゃないですか」

「そんなに簡単な話じゃないんだ。うちの病院は外科の単科から始まり、今は内科と整形外科を持つまでになった。その内科の看板部長の娘だ。機嫌を損ねれば、病院を辞めると言い出しかねない。縁談が持ち上がる前から心に決めた人がいたというなら、あっちの顔も立つだろう？」

　そうかもしれないけど、婚約者のフリなんてムチャクチャだ。

「お断りします」

「トラは？　雨宮さん、一緒にトラの面倒を見るって約束したよね？」

　それを言われると、辛い。

「なにも本当に結婚するわけじゃない。フリをしてほしいと頼んでるだけだよ」

　頼んでいる、というか、脅していると思うんだけど……。

「でも、三ヶ月経って結婚の予定が嘘だとバレたら、また事態は振り出しに戻るだけですよね？」

　そんなことに意味があるの？

「三ヶ月後、俺は今の病院から親父の病院に移ることになっている。もちろん、将来の院長としてだ。親父はそのタイミングで、婚約を発表する気でいる。そのほうがいろいろと都合がよくて……」

　都合って、なんの都合だろう……？

「香川さんの承しょう諾だくがないのに？」

　私がそう聞くと、彼は「フー」と溜め息をつきながらうなずいた。

「親父がまったく結婚する素そ振ぶりのない俺に、しびれを切らしたんだ。千夏さんと結婚する気はないと伝えたものの、まったく取り合ってもらえなかった。『お前の次は、誰が病院を継ぐんだ』ってさ」

　つまり、孫を望んでいるということ？

「雨宮さんと結婚するということにして、三ヶ月後に婚約者として病院スタッフに紹介する。それが済んだら、雨宮さんはもう自由にしていい」

「自由にって、香川さんはそれからどうするんですか？」

　結婚するはずの私の姿がどこにもなければ、すぐに嘘はバレるだろう。

「俺はしばらく適当にごまかして、バレたら破談したことにする。内科部長も婚約者までいた俺に娘を嫁がせるのは抵抗があるだろ？」

　たしかに、スタッフにまで大々的な婚約発表をするのなら、婚約までして破談した訳ありの彼と自分の娘を結婚させたいとは思わないかもしれない。

「俺は結婚したいなんて思えないし、結婚そのものに魅力を感じないんだ。それに、俺が跡取りだからと近づいてくる女にはうんざりだしね」

　そう言った彼は、私の目をまっすぐに見つめる。

「俺は誰も愛さない。だから雨宮さんも俺を好きにならなくていい」

　彼のそのひと言は私の胸に突き刺さった。『誰も愛さない』って……そんなの寂しすぎる。

「俺を、助けてほしい」

　少しも逸そらされることのない視線が、私の心を揺さぶる。

「……わかりました。三ヶ月だけ」

　トラを助けてもらったのだからというのは言い訳かもしれない。苦しげな顔をする彼のことを助けてあげたくなった。

　それに、偽りの婚約だとしても、おじいちゃんに婚約者の姿を見せてあげられるかもしれないなんて、邪よこしまなことも頭の片隅にあったことは否定できない。

「契約成立。それじゃあ雛子」

　あれ、今までの深刻な雰囲気はどこに行ったの？　しかも『雛子』って……。

「俺のことは卓と呼んで。婚約者になるのに『香川さん』はおかしいよね」

「はいっ？」

　もしかして、この人俳優？　すごい演技に騙された？　唖然としていると、彼は私の手からトラを取り上げた。

「よかったな、トラ」

　よかったのはトラじゃなくて、あなたでしょ？　すごく優しい人だと思ってたけど、違うの？　なんだかいろんな顔を持っていて、掴みどころのない人だ。

「はぁー」

　思いっきり溜め息をつくと、香川さんは私の顔をチラッと見て……「それじゃあ、雛子は今日からここに住むんだぞ」と、とどめのひと言を言い放った。

「そんな。偽の婚約なんだから、そこまでしなくてもいいじゃないですか」

「ダメだ。ああやって大竹さんが来たら、バレるだろ」

　嘘……。まともに男の人と付き合ったこともないこの私が、いきなり同棲？

「トラもそのほうがいいよな。お前は寂しがり屋だから」

　なんでもトラのせいにするのはよして！　そりゃあ私だって、トラのそばにいられるのはうれしいけれど……。

「……わかり、ました」

　不ふ貞て腐くされたままそう言うと、「よろしく、雛子」と言われてまたドキッとしてしまう。名前を呼び捨てにされるだけでアタフタしてしまうなんて、我ながら本当に恋愛偏差値が低いと思う。

「それじゃあ、飯食ったらとりあえず雛子の荷物を運ぼう」

　いいのか悪いのかわからないけれど、なんて行動力のある人だろう。

　それから私は混乱したままの状態でキッチンに向かった。

「雛子は料理がうまいね」

「それほどでもありません。ひとり暮らしを始めてから好きになっただけで、習ったわけでもありませんし。それに香川さんのお口に合うかどうか……」

　私がそう言うと、彼は私に近づいてきて、突然顎を持ち上げる。なに、これ……。

「俺のこと、なんて呼ぶんだった？」

「あっ……。大竹さんが来たら、呼びますから」

「ダメだ。普段から呼び慣れてないとボロが出る。ほら、呼んでみて？」

　彼がそのまま顔を近づけてくるから、心臓が激しい拍はく動どうを始める。

「す、卓、さん」

「卓でもいいぞ」

　彼はそう言いながら、やっと手を放してくれた。

　びっくりした。キスされるかと思った……。

「あれ、雛子、耳が真っ赤。どうかした？」

　卓さんは私の変化を目ざとく見つけ、指摘する。なんだか今までと印象が違う。

「なんでもありません」

　恥ずかしすぎて顔をそむけると、彼は私の頭をポンと叩きニッと笑った。

　完全に遊ばれている……。




　そんなことがあったけど、ふたりの食事は楽しかった。

　私が料理を温め直している間に、トラにミルクをあげている卓さんを見ていると、まるでふたりで子育てをしているかのようで、不思議な気持ちになる。

「トラ。それじゃあおとなしくしてろよ」

　ミルクを与え終わった彼は、トラをバスケットに下ろした。

　とはいえ、そう言われてもトラがおとなしくしているわけもなく、すぐに卓さんのあとを追いかけてくる。猫がこんなに人になつくとは思ってもみなかった。

「寂しいのか。仕方ないなぁ」

　卓さんはかわいくてたまらないというような優しい笑顔でトラを抱き上げ、何度も何度も撫でている。

「でも、トラのご飯は終わっただろ？　あとで遊んでやるから、今はダメだ」

　しつけようとしているのか、彼はそう言うともう一度トラをバスケットに連れていった。

「腹減った。食おうか」

「もしかして、またお昼、食べてないんですか？」

　ご飯をよそってテーブルにつくと、彼に尋ねた。

「うん。外来のあと、すぐにオペで」

　やっぱり大変なんだ……。

「お疲れさまです」

　私がなにげなくそう言うと、彼はジッと私を見つめて動かなくなった。

「あの、どうかしました？」

「いや、なかなかいいもんだなと思って。未来の奥さんにそう言われるのもさ」

「ぎ、偽装でしょ？」

「でも、三ヶ月は俺のモノだろ？」

　冗談でも『俺のモノ』なんて言われると、恥ずかしくて視線を合わせていられなくなり、うつむいた。それなのに彼がテーブルの上の私の手をギュッと握るので、ビクッと震えてしまう。

「こういうことも慣れておかないとね。婚約してるんだから、仲良くないと」

「い、いいです」

　慌てて手を引くと、彼はクククと笑う。

「ホント、純情だ」

「からかわないでください！」

　口を尖らせて怒ったのに、彼は「いただきます」とマイペース。そして……。

「なかなかだ」

　牛肉とゴボウのしぐれ煮をひと口食べた彼が褒めてくれるから、単純な私はそれだけで機嫌が直り気分が上がる。

「よかった」

「うん」

　返事は素っ気なかったものの、カボチャの煮つけもパクパクと食べてくれた。

「俺、小さい頃からお袋がいなくて。親父も忙しくて、いつもひとりだった。家政婦が飯を作ってくれたけど、なんというか……親父に反抗ばかりしていて、『指さし図ずなんて受けない』って勝手に弁当を買ってきて、ひとりで食べてた」

「そうだったんですか？」

　私がそう言うと、彼は大きくうなずく。

「だから、こういうの、すごくうれしいんだ」

　急に声のトーンを下げた彼が真顔で言うから、ドギマギしてしまう。

「こんなのでよければ、毎日作ります」

「ありがと、雛子」

『雛子』と言われるたびに、いちいち頬が赤く染まるのは仕方がないとして、彼がこんなに喜んでくれるとは思ってもみなかったから、私までうれしくなる。

「お母さん、亡くなられたんですか？」

「いや、離婚。お袋が愛人ってヤツを作っちまってね」

　驚きすぎて声も出ない。それじゃあ卓さんも辛かっただろう。

「親父が俺に結婚を急かすのは、恐らく……罪滅ぼしもあるんだろう」

「罪滅ぼしって？」

「親父、自分の結婚が失敗だったから、俺が家庭を持ちたいと思わなくなってしまったと思っているらしい。それなら自分がなんとかしようと思ったようだけど、だからといって、結婚相手を押し付けるなんてとんだ迷惑だろ？」

　なるほど。親の愛情が間違った方向を向いているということか。お父さまは純粋に卓さんのことを考えてのことだったのかもしれないけれど、卓さんが選んだ人でなければ、かえって幸せな結婚とはならない気もする。

「なんだか難しいんですね」

　思わず漏れた言葉に、卓さんがうなずいた。

　彼は今度はささみとキュウリのサラダを口に入れて、おいしそうに咀そ嚼しゃくする。

「あの、私……。三ヶ月の間、頑張りますから」

　どうしてそんなことを言ってしまったんだろう。

　婚約者のフリなんてと思っていたのに、なぜだか彼に幸せになってほしいと強く思ってしまった。

「うん。でも期間限定なんだから、頑張らなくていいから」

「……は、はい」

　少しは心の距離が縮まった気がしたのに、突き放されてしまった。まるで『頑張っても好きにはならない』と言われてしまったかのようだ。

　彼に恋しているわけじゃないのに、いちいち彼の言葉に心が揺れる。でも、最初からそういう契約なのだから、当然だ。

「さ、食おう。トラが待ってる」

　彼がそう言うのでトラに視線を向けると、ちょこんと座り私たちを観察している姿がかわいかった。

「待っててね、トラ」

「ニャー」

　いつもタイミングよく鳴くトラは、本当は私たちの言葉がわかっているんじゃないだろうかなんて考えるとおかしくて、思わず笑みが漏れた。




　食事が終わり私が後片付けをしている間、卓さんはトラとボールで遊んでいた。トラはそれはそれはうれしそうで――その様子を見ている卓さんの表情も柔らかくて――もしかして彼は自分が寂しかったから、トラにも同じ思いを味わわせたくないのかもしれないと思った。

「それじゃ、トラ。ちょっとだけ留守番な」

　それからふたりで車に乗って当面必要な生活用品を私の家まで取りに行くことになった。トラがいては荷物が運べないからと、トラは留守番だ。

　電気はつけたままにしておいたけれど、リビングのドアを閉めた瞬間、「ミャーミャー」と鳴きだしたトラの様子に切なくなってしまった。

「少しは慣れないと。一日中一緒にいてやれるわけじゃないし」

　私がうしろ髪を引かれる思いでいると卓さんはそう言う。たしかに、私も働いているのだから、日中は誰も家にいない。

「そう、ですね……」

　それでもトラの鳴き声で胸がつぶれそうに痛む。

「雛子は、泣きすぎだ。泣かなくてもいい」

　彼に指摘されて、慌てて涙を拭った。

「トラは雛子に拾われて幸せだ」

「……はい」

　トラがそう思えるように、大切に育てていこう。

「それに、俺も……」

『俺も』って？

　彼を見上げたけれど、それ以上なにも言わなかった。




　それから二時間ほどで数着の着替えと身の回りの物を持って卓さんの部屋に帰ってきた。あとは買い揃えればいいと言ってくれたけれど、時間のあるときに自分で少しずつ運ぼうと思う。

「ただいま、トラ」

　リビングのドアを開けると、トラが短い足を必死に動かして私のところに駆け寄ってくる。

「寂しかったね。いい子でお留守番できたね」

　私がトラの頭を撫でていると、卓さんは「いい子だったのか？」と笑っている。彼の視線をたどると、壁に爪を立てた跡があって、慌てた。

「ごめんなさい！　弁償します」

　はたして私のお給料で弁償できるものなのか見当もつかないけれど……。

「トラは俺の猫だぞ。雛子が弁償する必要なんてない。男の子はちょっとやんちゃなくらいじゃないとな」

　そうトラの喉を優しく撫でながら言った。彼は怒っているわけではなさそうだ。

「さて、風呂入れるか」

　これからふたりでこうして生活するのだと思うと、不思議でたまらない。出会ったばかりの人とひとつ屋根の下で暮らすだなんて……。

「雛子。荷物持っておいで」

　浴室に行った彼がなかなか戻ってこないと思ったら、寝室の方から声がする。私は返事をすると、一旦リビングに運んだボストンバッグを持って寝室に向かった。

「クローゼット、半分使って。あと、引き出しもひとつ空けたから」

「ありがとうございます」

　私、本当にここの住民になるんだ。今さらながら実感が湧いてくる。

「もうひと部屋あるんだけど、書斎にしていて……」

　彼は寝室の向かいの部屋に案内してくれた。ここに入るのは初めてだった。

「すごい量！」

　その部屋は天井まである本棚に、本がいっぱいに詰まっている。しかも日本語ではないものも交じっていて、どれもぶ厚い。恐らく医学書だろう。

「この部屋だけはトラの立ち入り禁止。もう手に入らない書物もあるから」

「わかりました。……あれ？」

　こんなに勉強しているんだ……と感心した瞬間、片隅に置いてあるデスクの上のマンガに気がついた。

「あ、バレた？　いつもあればかりじゃ、気が狂うだろ？」

　彼は含み笑いをし、マンガを手にする。

「そうですね」

　なんだかちょっと安心した。彼も超人ではなく、私と同じ人間だった。

　書斎を出ると、トラが入らないようにきちんとドアが閉まったことを確認して、ふと気がついた。もう開けたことのないドアはない。ということは、他に部屋はないということ？　私、どこで寝るの？　てっきり書斎だった部屋が空いているのだとばかり思っていたのに。

「あの、私は、ソファをお借りして寝てもいいですか？」

　私の部屋の小さいソファとは違い、リビングに置かれた大きな革張りのソファならば、毛布でも借りれば十分にベッド代わりになる。

「なに言ってるんだ。ベッド、あるだろ」

「ベッドは卓さんが寝てください。お疲れなんですから」

　身を粉にして働いている彼をベッドから追い出すわけにはいかない。

「当たり前だろ」

　どういうこと？

　でも次の瞬間、残ったひとつの選択肢に気がついて目を瞠みはった。まさか……。

「結婚するんだから、同じベッドに決まってるだろ？」

「偽装です！」

　偽の婚約者になる契約はしたけど、一緒に寝るなんてひと言も言ってない。

「あれ、もしかしてなんか期待してる？」

「は？」

「安心していいよ。雛子には発情しない」

『発情』って！　彼の口からとんでもない言葉が飛び出して、おろおろしてしまう。

　しかもそれ、ちょっとばかり失礼じゃないの？　まぁ、発情されても困るけど……。

「つまらない勘違いしてないで、そろそろ風呂、いいんじゃない？」

　彼はそう言い残してまた浴室に行ってしまった。

　あぁ、最悪。『勘違い』って、それじゃあ私が、そういうことを考えてたみたいじゃない！　いや、考えたか……。とにかく、香川さんが悪い。

「雛子、先入る？」

　彼の声が脱衣所から聞こえてくる。

「いいえ、卓さんからどうぞ」

　思いっきり低いテンションでそう返すと、「それじゃ、入るぞ」と彼はいたってマイペースだ。

　それにしても、同じベッドって……。そりぁたしかに、部屋の真ん中にどーんと置かれたベッドはクイーンサイズでふたりでも十分に寝られる広さだ。でも……緊張で眠れそうにない。

「どうしよう、トラ」

　リビングに戻ってソファで丸くなっているトラに問いかけたものの、トラはもう眠いらしく、耳をピクッと動かしただけで目を開けてもくれなかった。

「お先。雛子も入っておいで」

　それから二十分ほどして、彼はそう言いながら出てきた。

「ちょっと！　着てください」

　私が顔をそむけたのは、彼が上半身裸だったからだ。

「あぁ、そう？　だって俺たち、泳ぐときはこんなだぞ？」

　そう言われるとそうだけど、ここはプールじゃない。

　彼は「暑いのに」とブツブツ言いながら、黒いＴシャツをしぶしぶ頭からかぶった。

「お風呂、いただきます」

　うつむいたままリビングから飛び出すと、彼がクスッと笑っている。なんだか私だけがアタフタしていて、ちょっと悔しい。

　でも……オリンピックを目指すほどの選手だっただけのことはあり、すごい筋肉だった。お腹なんてパキパキに割れてたし……。って、私しっかり見ちゃってる！

　そんなことを考えると恥ずかしくなり、途端に顔が熱くなった。

　お風呂を出てリビングに戻ると……物音ひとつしないと思ったら、卓さんがトラを抱きしめたままソファで眠っていた。トラも幸せそうな顔をして卓さんの胸の上で眠っている。それは、なんだか写真にでも収めておきたいような温かな光景だった。

　こんなところですぐに眠ってしまうほど、卓さんは疲れている。それなのに、トラの世話まで……。

　私はベッドから毛布を持ってくるとそっとかけ、しばらくその寝顔を眺めていた。

「まだ乾いてないのに」

　彼の髪は半乾きだ。「風邪ひくでしょ」なんて、思いっきり自分のことを棚に上げて心配してみる。でもこうして誰かのことを心配したり、されたりするのも悪くない。

　いきなり婚約なんて言われて驚いたけど、ひとりで寂しくしているより楽しいかも。

　そんなことを考えていると、ゆっくりとまぶたが下りてきた。




「ん？」

　体がフワフワと揺れていることに驚いて目が覚めた。地震？と思ったものの、どうやら卓さんに抱きかかえられているらしい。

「雛子は病み上がりなんだぞ。床に寝るのがそんなに好きなの？」

　彼はちょっと怒ったようにそう言う。私、あのまま寝てしまったんだ……。

「ごめんなさい」

「いや、まぁ俺も寝ちまって、雛子をひとりにしたから」

　彼の言葉に胸がギューッと締めつけられる。そんなこと、気にしなくてもいいのに。

　彼は私を抱いたまま寝室に入った。そして、ベッドに下ろしたかと思うと、自分も隣に寝そべり、すぐに目を閉じる。

　ホントに一緒に寝るの？と緊張したのも束つかの間、すぐに彼の寝息が聞こえてきた。

　本当に、『発情』の〝は〟の字もなかった。いつも忙しい彼は、こうしてすぐに眠らないと睡眠時間すら確保できないのかもしれない。でも男の人と一緒にベッドに入るなんて……。まともな恋愛をしたことがない私には、ハードルが高すぎる。

　そんなことを考えていると、突然彼が寝返りを打って私の体をギュッと抱き寄せるから、バクバクと心臓が暴れだす。

　抱き枕じゃないんだけど……。

　こんなことをされるのは初めてだし、恥ずかしくてたまらない。でも、無防備に眠っている彼の姿を眺めていると、穏やかな気持ちにもなった。

　一旦は離れようと試みたものの、彼は離してくれそうにない。私はドキドキしつつも、彼の胸にそっと顔をうずめて目を閉じた。




「ミャー」

　鳴き声を上げながらカリカリと寝室のドアに爪を立てているトラに気づいて慌てて飛び起きると、私を抱きしめていたはずの卓さんはもういない。時計を確認すると、まだ朝の六時だった。

「トラ、おはよ」

　ドアを開け、待ち構えていたトラを抱っこしたものの、卓さんに抱きしめられた余よ韻いんがまだ残っていて、なんとなくトラと目を合わせるのが恥ずかしい。

　トラを抱いてリビングに顔を出すと、彼は電話をしていた。

「わかった。それじゃあ今から行く。とりあえず、今の指示通りにしておいてくれ」

　どうやら病院かららしい。

「雛子、起きたのか？」

　電話を切った卓さんは、すぐに私に気がついた。

「あぁ、悪い。ドアを開けっ放しにしていたから、トラが起こしたんだな」

　どうやらトラを寝室から連れ出してくれていた彼は、私のところまでやって来て「ダメじゃないか」とトラを叱る。

「いえ、大丈夫です。あの……今の電話は？」

「担当の患者が急変した。一応当直医の応急処置で落ち着いたが、心配だからこれから行ってくる」

　こんなに朝早くから……。やっぱり大変な仕事だ。

　彼はそう言い残すと、すぐに着替えに行ってしまった。朝ご飯くらい食べさせてあげたかったけど、それも無理そうだ。

「雛子。今日は会社に行くんだろ？」

　すぐに着替えて出てきた彼は、玄関に向かいながら私に尋ねる。

「はい、そのつもりです」

　いつまでも休んではいられない。

「トラは大丈夫だ。泣かなくていいぞ」

　それって……。昨日トラを留守番させなくてはいけないときに、切なくなって泣いてしまったから？

「それじゃ、行ってくる」

　彼はあっという間に去っていった。

　こんなに慌ただしいときにまで私を気遣ってくれる彼の優しさに、胸が熱くなった。

「トラ、ごめんね。いい子にしてて」

　幸い会社も近くなったので、今日は昼休みに一旦帰ってくるつもり。トラはすっかり元気になったものの、まだしばらくエサはミルクだけなので、飲ませてあげなければならない。

　出かけ際にリビングのドアを閉めると、私が出ていくのを知っているかのように途端にトラが鳴き始めて、胸が痛む。

　でも会社に行かないわけにはいかず、泣きそうになりながら家を出た。




　会社に着くと、デスクの上に積まれている書類の多さに驚いてしまった。

「やっと来たのね。仕事、たまってるわよ」

　盛大な溜め息と共に、正田さんが私をギロッとにらむ。

「すみませんでした」

『私はずる休みじゃないんです』と言いたいのをグッとこらえて、書類に手を伸ばす。

　彼女が休むときは、手分けして仕事を済ませておいたのに……と思ったものの、やってくれなかったのだから仕方がない。私は早速仕事に取りかかった。必死にひとつずつ片付けること約二時間。正田さんが私のうしろを通りかかり、手元を覗き込む。

「まだやってるの？」

「すみません」

『まだ』って……。こんなにあるのにすぐに片付くわけがない。

「郵便局に行ってきます」

　今日中にクライアントに送りたい資料がある。正田さんの嫌味な視線を一身に受けながら、私はフロアを飛び出した。

　早く片付けないと、昼休みがなくなっちゃう。トラに会いに行けなくなる……。

　そう思った私は、エレベーターを待つ時間ももどかしくて階段を駆け下り、正面玄関へと一直線に急いだ。すると……。

「キャッ」

　角を曲がったところで誰かとぶつかってしまった。完全に私の不注意。慌てすぎだ。

「聡さとしさん、大丈夫ですか？」

「俺は平気。それより彼女だ」

　派手に転んでしまった私を、『聡さん』と呼ばれた人が抱き起こしてくれた。そのふたり連れの男性は、ふたりとも卓さんと同じくらい背が高く、囲まれると圧倒されてしまう。それに聡さんと呼ばれた男性は目元が優しいけれど、もうひとりの男の人は眼光が鋭くてちょっと怖い。

「すみませんでした。おケガはありませんか？」

　そう言いながら深く頭を下げると、「平気だよ。それより、これ」と眼光鋭い男の人が拾ってくれた郵便物を受け取って、私に渡してくれる。

「本当に……すみません」

　大切なお客さまの機嫌を損ねたらどうしようと心配したものの、「いいから気にしない」とかえって励ましてもらった。

「急いでるんでしょ？　でも、急いでいるときこそ、気持ちはゆったりと持って。そうでないと失敗して、結局やり直す羽目になるからね」

　申し訳なくて頭を下げたまま「はい」と返事をすると、彼は「それじゃ、気をつけて」と去っていった。

　いい人でよかった……。『急いでいるときこそ、気持ちはゆったり』か。

　その言葉で少し冷静になった私は、今度は歩いて郵便局に向かった。

　郵便局から帰り、再び書類の山に向かっていると、課長に呼ばれた。

「雨宮、例の社員寮の賃貸契約書、できてるか？」

「はい。今すぐに」

　それは休む前に作成してあったはずだ。いつも契約書をまとめて置いてある棚に行き、探していると……。

「課長、こちらですよね。私がやっておきました」

　正田さんが涼しい顔をして、私が作った契約書を課長に提出している。

「正田くん、さすがだね。後輩のフォローもよくできている」

　課長のその言葉に唖然としてしまった。フォローって、できてる書類を出しただけだけど……。

「いえ、このくらい当然です」

　そう言いながら私の顔をチラッと見た正田さんに怒りが湧いてくるけれど、『気持ちはゆったり』と言われたことを思い出して、なんとか自分の気持ちを抑えた。

　そしてあっという間にお昼の十二時になってしまった。

　必死になって書類と格闘しているものの、まだ終わる気配がない。どうやら私が休んでいた間の新たな契約書の作成まで、追加されている。

　トラのミルク、どうしよう……。

　ダメだ。さっき言われたばかりなのに焦っていてはミスをする。まだ時間がなくなってしまったわけじゃない。それに、幸い卓さんのタワーマンションはここから近い。

　必死にひとつずつ片付けていると、十二時半を過ぎた頃、急ぎの仕事をすべて終えることができた。十三時半に来客の予定があるから、それまでに戻ればいい。

「お昼出てきます」

　先に昼休憩を取った課員にそう告げて会社を飛び出し、タクシーを拾う。普段タクシーなんて使わないけど、この際仕方がない。電車とは違い大回りしなくていいせいか、マンションには十分ほどで着いた。

「トラ、遅くなってごめん」

　玄関のカギを開け、慌てて走り込むと……。

「しーっ」

　卓さんがソファに座ってトラを抱いていた。しかもトラはミルクをもらったあとらしく、幸せそうな顔をして眠っている。

「今日は外来がなかったから、昼休憩をもらって来たんだ」

　彼はそう言うと、トラをバスケットに寝かせる。

「すみません。助かりました……」

　トラをここに置いてもらえるだけでありがたい。だからトラの世話は極力私がするつもりだった。でも……。

「夫婦は協力し合うものだ。俺たち、結婚するんだろ？」

　卓さんがそう言いながらにっこり笑うから、心臓がドクンと跳はねる。

　あれ、どうしたんだろう、私。

　彼の優しい言葉を聞いていたら、なぜだか正田さんにされたイジワルな行為を思い出して、泣きそうになってしまう。

「雛子？」

「ごめんなさい。ありがとうございました」

　潤んできてしまった目を見られたくなくて頭を下げる。すると彼は「なにかあったの？」と私の両肩に手を置いた。

「なんでもありません。トラのミルクが間に合わなかったら、と不安だっただけです」

　慌ててそう付け足したけれど、彼は納得しなかった。

「顔、上げて」

　先輩からイジワルされたくらいで泣くなんて恥ずかしい。それに正田さんのイジワルは今に始まったことではない。今日はトラのことがあったから、いつもより焦ってしまっただけだ。

「俺は、雛子の婚約者だぞ？」

　彼はそう言いながら、うつむいたままの私の顔を覗き込む。

　でも、偽、でしょ？

「婚約者がこんなに苦しそうなのに、放っておけるわけないだろ」

　卓さん……。彼まで苦しそうな顔をするのを見て、心がざわつく。

「私……」

　彼がまっすぐに私を見つめるので、思わず目を逸らしてしまった。

「大丈夫です。卓さんに優しい言葉をかけてもらえて、うれしかった……。あっ」

　私がそう言うと、彼は不意に私を抱き寄せた。

「雛子は意地っ張りだな。言いたくないなら言わなくていい。でも、俺がいることを忘れるなよ」

　それだけで十分だった。辛いときに心配してくれる人がいるというだけで。

　私は「はい」と返事をしながら、彼のシャツをギュッと握りしめた。

「さて。そろそろ戻らないと。車だから雛子も送るよ」

「ありがとうございます」

　卓さんは抱き寄せた手の力を緩め、さりげなく私の頬を大きな手で拭った。彼は私が腕の中でこっそり泣いたことを知っていた。

「トラ、行ってくるね」

　私がトラにそう話しかけると、トラは耳をピクピクと動かす。『了解』という意味なのかもなんて考えるとおかしくて、張りつめていた気持ちが緩んでいく。

「ほら、急ぐぞ」

　さりげなく出された彼の手をためらいもなく握ることができたのは、彼の優しさが胸にしみたからだろう。

　卓さんに送ってもらったおかげで、来客の時間までに余裕を持って会社に戻ることができた。昼食は食べられなかったけれど、それは卓さんも同じ。彼は「これでも食べて」と私に飴をひとつくれた。

　まるで子供扱いだと思ったものの、彼が飴を自分の口に放り込んだので、私も一緒になって食べた。




　飴のおかげ――いや、卓さんの優しさとトラの愛嬌で元気が出た私は、午後の業務も頑張ることができた。

「雨宮さん、応接室にお茶用意して」

　どう見ても暇そうにしている正田さんにそう指示されて腹が立ったけれど、私は笑顔で「はい」と返事をした。

　私には卓さんという味方がいる。他人のことをあれこれ言う前に、自分のすべきことをコツコツ頑張るだけだ。

　そんなふうに前向きに考えるようにしたら、午後の業務はスムーズだった。

「なんで私だけ……」と思っていた午前は、正田さんのことが憎らしかった。でも、これだけ仕事をこなせれば、なにかしらスキルが身につくかもしれないなんて考え方を前向きにしたら、書類の山も苦ではなくなった。

「課長、こちらの契約ですが先方に確認しましたところ、ＯＫをいただきました。このまま契約更新します」

「おぉ、そうか。それじゃあ契約書の作成を頼んだよ」

　気持ちのつまずきが払ふっ拭しょくされると、仕事のスピードが上がってきた。『私って単純』なんて思いながら、卓さんのひと言の影響力に驚いていた。

「雨宮さん、すごい量だね……」

　営業から戻ってきた西にし脇わきさんが、片付けた書類の山に目を丸くして驚いている。彼は三つ上の先輩で短髪の似合うスポーツマンタイプの男性だ。

「お休みしてしまってすみませんでした。西脇さんにもご迷惑をおかけしたのではありませんか？」

　得意先に直行した西脇さんとは朝会えていなかったので、立ち上がって頭を下げると、向かいの席の正田さんが口を開いた。

「そりゃそうよ。雨宮さんの代わりに西脇さんの仕事が増えたんだから」

　それを正田さんに言われるのは腑ふに落ちないけれど、迷惑をかけたことに違いはない。もう一度「すみません」と頭を下げると、「謝るなよ」と西脇さんが優しい笑顔を向けてくれる。

「風邪ひいたんだろ？　そんなの誰だってあることだよ。それに、自分で書類作成までしてみて、いつもどれだけ雨宮さんに頼ってるかよくわかった。これからは自分でもやるから、足りないところはサポートしてくれる？」

　営業に出ている人たちは、内勤の時間が少ない。それ故ゆえ、契約書などの書類作成は電話をもらった私たちが整えることが多かった。でも、それが当たり前になっていて、そんなふうに言ってもらえたのは初めてだった。

「そうだ。今日、ダイオー電機の社員寮の契約更新について話し合ってきたんだ。ちょっと手伝ってもらいたいんだけど……」

「わかりました」

　私と西脇さんが話し始めると、正田さんはあきらかに不機嫌顔でプイッと視線を逸らした。

「お先に失礼します」

　西脇さんの仕事の手伝いもあったものの、そのあとは順調に仕事が進み、昨日までの遅れは完全に取り戻した。そして定時の十七時半で席を立った。

　フロアを出ると、別の部署に行っていた西脇さんが丁度戻ってきた。

「お疲れさまです。お先に失礼します」

　頭を下げてすれ違おうとすると、「雨宮さん」と呼ばれ、足を止める。

「はい。なにか？」

「正田さんのこと、気にしなくていいから。俺たち営業は、雨宮さんの仕事をちゃんと評価してるから」

　嫌味から始まった一日だったけど、なんだかいい日になったみたい。

「ありがとうございます」

「うん、また明日」

　それもこれも、卓さんがかけてくれた言葉のおかげで、前向きになれたからのような気がする。

　清々しい気持ちで会社を出ると、卓さんのマンションの近くにあるスーパーに寄り、夕飯の買い物をすることにした。

「なににしよう……」

　恐らく私と同じように飴しか食べていない卓さんに、うーんとおいしいものを作ってあげたい。

　お肉がいいかな……。疲れているだろうから、お肉でも食べて体力を回復してもらおう。そう思った私は、ハンバーグの材料を買い込み、マンションに戻った。

「トラ、ただいま」

　リビングのドアを開けた瞬間、トラが私の足にまとわりついてきた。ドアの前で待ち構えていたようだ。

「いい子に……あーぁ」

　どうやらまた壁を引っ掻いて爪を研いだらしい。

「あとで一緒に謝ろうか」

「ニャー」

　トラはわかっているのかいないのか、かわいらしい声で鳴いている。ミルクを与えると、おいしそうに飲んでいた。

「トラ、卓さんのご飯作るから待っててね」

　それからすぐにキッチンに立った。彼がいったい何時に帰ってくるのか見当もつかない。でも、夜勤があるとは聞いていないので遅くはないはずだと思い、ひき肉をこね始めた。

「ねぇ、トラ。今日ね、先輩にイジワルされてへこんでたんだけど、卓さんのおかげで元気が出たの。偽の婚約者なんてイヤだと思ってたけど、意外と悪くないかも」

　トラ相手だと本音が言える。卓さんとの生活はまだ始まったばかりで戸惑いも多いけど、彼に心配してもらえることはなんだか悪くない。

　――ガチャッ。

　するとそのとき、玄関のドアが開く音がした。卓さんだ。

　よかった。聞かれずに済んだ……。

「おかえりなさい」

「ただいま。今日はハンバーグ？」

　私のところまで歩み寄った彼は、ボールの中身を見てそう言ったあと、私の足元にいたトラを抱き上げて話しかける。

「トラ。今日から毎日うまーい飯がたらふく食えるぞ」

　あれ、ハードルをぐいぐい上げられてる？

「そんなたいしたものじゃ……」

　考えたら、お医者さまなのだし、普段からすごく高級なものを口にしていそうだ。私の作ったハンバーグなんて……と身構えたものの、昨日私の作ったごく普通の料理を全部食べてくれたし、家庭の温かみを知らない彼が『こういうの、すごくうれしいんだ』と言っていたことを思い出した。

　一流のレストランにはとても敵わないけど、心を込めて作ろう。そう気持ちを切り替え、再びハンバーグ作りに没頭した。

　その間、卓さんはトラと戯れていた。トラも彼に構ってもらえるのがうれしくてたまらないという様子で、興奮したように飛び跳ねている。

「できました」

　一応デミグラスソースも手作りして、ハンバーグにはチーズも乗せてみた。

「腹減った。サンキュ」

　彼は少し恥ずかしげに私に礼を言うと、席に着く。

　そして「いただきます」ときちんと手を合わせた彼がハンバーグにフォークを入れたそのとき……。

　――ピンポーン。

　チャイムがタイミングよく鳴り、彼は「はー」と大きな溜め息をつく。

　インターホンに映っていたのは、またも大竹さんだった。

「無視だな」

「そんなわけには……」

　お預けを食らったのが相当ムカついたらしくそう言うけれど、大竹さんは居留守を使っていることをわかっているかのように、そのあともチャイムを鳴らす。

「まったく」

　結局ハンバーグを口に入れることなく、彼はインターホンに出た。

「なんでしょう」

『いるならすぐに出てください』

　インターホンに映る大竹さんは、黒縁のメガネを押し上げ、ちょっと不機嫌だ。

「で、なんですか？」

『開けていただけますか？』

　大竹さんがそう言うと、卓さんは「しょうがない」とブツブツ言いながらエントランスのオートロックを解除した。

「あのっ、私、どうしていれば……」

　結婚宣言をしてしまったので、婚約者の顔をしなくてはならない。でもそれができるほど卓さんのことを知らないし、第一、どうしていたらそれらしく見えるのだろう？

「適当に俺に合わせればいいさ」

　そんな簡単に『合わせれば』って言うけど、大竹さん、結構勘が鋭そうに見えたのに、大丈夫かな……。

　それからすぐに玄関のチャイムが鳴り、卓さんは仏ぶっ頂ちょう面づらで鍵を開けた。

「病院に確認しましたら、今日はお帰りになったということでしたので」

「いちいち詮せん索さくするのはよしてください。今の俺はただの勤務医です」

「というわけにもいかないんですよね。あなたは『香川ホスピタル』をお継ぎになるお立場なんですから」

　呆れたような声を上げる大竹さんは、卓さんのうしろにいた私に視線を移して、小さな溜め息をつく。

「まぁ、上がってください」

「失礼します」

　卓さんがしぶしぶながらも大竹さんをリビングに通すと、トラが大竹さんの足元に歩み寄る。

「わっ、猫！」

　大竹さんがトラに驚き、大きな声を上げた。

「あれ、大竹さん、もしかして苦手ですか？」

　卓さんがまるで弱みを握ったぞと言わんばかりに、ニヤリと笑う。

　昨日は私たちが抱いていたから、大丈夫だったとか？

「そんなことありません」

　大竹さんはそうは言うものの、トラを避けるようにソファに向かう。

「かわいいのにな」

　卓さんはどうやら大竹さんが猫嫌いだと決めつけたようだ。わざとかもしれない。トラを抱き上げると自分もソファに座った。

「ですから、嫌いではないと言っております」

「それじゃ、抱いてみます？」

「それは結構です」

　大の大人が子供みたいな言い争いをしているから、思わず笑いそうになったけれど必死にこらえた。

「それで？　雛子の作ったうまい飯を食うところだったんですが」

「それは失礼しました。院長にご婚約の報告をいたしましたところ、大変驚かれていらっしゃいましたが」

　大竹さんの言い方には、夕飯よりこっちの話が大事だろという威圧感がある。

「そうでしょうね」

　卓さんはそう言ったものの、まるで感情がこもっていない。

「事前になんの挨拶もなしに婚約をされたということで、よろしいですか？　雛子さんもご了承されて、ということで？」

　実に丁寧な聞き方なのに、怒りの炎が見え隠れしている。

「あっ、それは……」

　まるで私が〝非常識な女〟と責められたかのようで、焦ってしまう。

「雛子を責めるのは間違いです。結婚したいと思ったのは私のほうですから」

　私がうまく切り返せないでいると、卓さんが助けてくれた。

「ですが、あなたは香川ホスピタルの跡取りです。未来の院長夫人の座を狙っている女性にはお気をつけくださいと、何度も申し上げたはずですが？」

　それって……私が卓さんの地位やお金を目当てに結婚しようとしていると言われているの？

「雛子は違います」

　卓さんは庇かばってくれたけど、大竹さんは納得しない。

「それじゃあ、雛子さん。あなたどうしてこんなに婚約を急がれたんですか？　院長に会われてからでも遅くはなかったはずです。バケの皮がはがれないうちに、と思われても仕方がないと思いますよ？」

　そんな……。

「いい加減にしてください！　雛子はそんな女じゃない」

　低く唸うなるような卓さんの声が響いた。

「卓さんがそう思いたいのは理解できます。ですが、世の中――」

「帰ってください。雛子をバカにするのは許さない」

　卓さんの大きな声に驚き、トラが彼の膝から飛び下りて私の方にやって来た。

　彼の目が血走り、声が震えている。すごく怒ってる……。

「院長のご結婚が失敗に終わったことは、卓さんが一番よくご存じだと思いますが。奥さまは結局、院長夫人になりたかっただけで、院長になんの情もなかったじゃありませんか」

　そんな残酷なこと、彼に言わないで。お母さまは愛人を作っていなくなったかもしれないけど、彼を生んだ母親であることには変わりないのに……。

「すみません。こんなに婚約を急いだのは……私が卓さんに頼んだんです。祖父の体の調子が悪く、余命宣告されています。祖父は私の花嫁姿を見たいとずっと言っておりましたので、祖父に花嫁姿を見せてあげたいと卓さんにお願いしました」

　おじいちゃんのことは本当だ。そして、花嫁姿を見せてあげたいと思っていたことも。――でも、まさか偽装婚約しようとは思ってなかったけど……。

　私がそう言うと、卓さんは愕がく然ぜんとして私を見つめている。

「はぁー、それにしたって……」

　大竹さんは盛大な溜め息をつくだけで、引き下がらない。

「大竹さん、誰がなんと言おうと私は雛子と結婚します。そろそろ雛子と愛を確かめ合いたいのですが、出ていってもらえます？」

　卓さんの発言に驚いて固まっていると、彼は私のところまでやって来て、顎に手を添え……。

「それとも、他人の情事を覗き見する趣味でもお持ちですか？」

　とんでもないことを言い放つ。

　な、なにが起こっているの!?

　唖然としていると、卓さんは顔を傾けて近づけてくる。

　キス、される？

「わかりました。でも、目を覚ましてください」

　少し焦ったような大竹さんは、そう言い残して出ていった。

「雛子、トラがつぶれる」

　大竹さんが出ていくのを確認した彼は、ようやく私の顎から手を放してくれた。

「あっ！　ごめん、トラ」

　緊張しすぎて、トラを強く抱きしめすぎた。

「ホント、ウブだよね」

「そんなこと……」

　恥ずかしくて顔をそむけると「耳、赤いよ」と彼に耳元で囁かれ、顔から火を吹きそうだ。でも……。

「雛子、悪かった」

　彼はそう言うと、眉間にシワを寄せる。

「いえ」

　私は首を振った。まさかお金目当ての結婚だと言われるとは想定外だったけど、卓さんは私をきちんと庇ってくれた。偽装とはいえ、『雛子はそんな女じゃない』とはっきり宣言してくれて、うれしかった。

「それより、卓さんが……」

　彼は首を傾げるけれど、お母さまのことを悪く言われて、私より胸をえぐられたのではないかと心配だった。

「俺はもう慣れてるよ。いろんなことを散々言われてきたからね」

　彼はそう言うけれど、その目は悲しげだった。

「でも……」

　こんなことを言われ続けてきたのだとしたら、やっぱり結婚に憧れを抱けなくなるのは当然のような気がした。

「雛子が心配してくれるだけで十分だよ。それより、おじいさんの話は……」

「本当です。胃がんで実家の近くの病院に入院していて、あと半年と言われています。だから私も結婚はしたかったんです。これでおあいこです」

　そう言えば、彼に余計な負担をかけずに済むと思った。でも……。

「そんなに大切な三ヶ月を、俺は奪おうとしているのか？」

「いえ、結婚の目め処どなんてないんです。男の人とうまく話せなくて、彼氏もできません。だからおじいちゃんには悪いけど、諦めてました」

　誤解しないでほしいとそう言ったけれど、彼は難しい顔をしてしばらく黙り込んでしまった。

「卓さん？」

「三ヶ月の間に雛子に好きな男ができたら、いつでもここを出ていってもいい」

　どうしてだろう。彼にそう言われると、胸が痛くてたまらない。

「……はい」

　それでも返事はそうとしかできない。最初から三ヶ月だけの契約なのだから。

　すると、卓さんは再び口を開いた。

「でも、もし、雛子に好きな男ができなければ、おじいさんのところには俺が行く。花嫁姿、見てもらおう」

「ありがとう、ございます」

　花婿のフリをしてくれるんだ。

「それと、おじいさんの検査データをもらってこられる？」

「検査、データ？」

「今勤めている病院には優秀な医師が揃っている。なんとかなるなんて気休めを言うつもりはないけど、可能性を探ってみるのも悪くないだろ」

　診てくれるということ？

「すぐに取り寄せます」

　もしかして、田舎の病院ではどうにもならないことを、卓さんならなんとかしてくれるんじゃないかと期待してしまう。

「冷めちゃったかな」

「あっ！　すぐに温め直します」

　ハンバーグのことを忘れていた。

　せめて彼と一緒にいる間は、温かい家庭を築こう。いつの日か、彼がやっぱり結婚したいと思えるように。










女子会でナイショの恋バナ




　それから二週間。大竹さんが訪ねてくることはなかった。もしかしたら卓さんが私に会わせないようにしてくれているのかもしれない。

　トラは少しずつ固形のものが食べられるようになってきて、柔らかいペットフードを食べてくれるようになった。

　卓さんは私の想像以上に忙しく、夜勤もあれば、帰ってきた途端に呼び出されて病院に戻るということもあった。

　でも、トラの世話はマメにしてくれて、家に帰れる時間を見つけてはエサやりをしてくれたおかげで、トラは順調にすくすくと育っている。

　やっぱり私ひとりでは育てられなかった。ペットを飼えるマンションを借りられたとしても、トラを死なせてしまったような気がする。

　大きなベッドの端と端で、彼と一緒に寝るのにも少しずつ慣れてきた。卓さんも疲れているからかすぐに眠ってしまうし、あまり会話もない。それが冷め切ってしまった夫婦のようで、ちょっと寂しさを覚えてしまった。

　でも、彼がそんなにすぐに眠りに落ちる理由がわかった。

　その日、リビングからトラの鳴き声が聞こえた気がして目を開けると、隣で寝ているはずの卓さんがいない。時計を見るとまだ午前四時。

　トイレだろうか。いや、病院から連絡が？

　いつ緊急連絡が入ってもいいようにと、眠るときも彼の枕元にはスマホが置かれている。今はそのスマホもなかった。

　リビングに向かうと、案の定寝床から起きていたトラがすぐに寄ってきた。どうやら寂しかったようだ。でも、卓さんの姿はない。

　トイレの電気もついていなかったし、もしかして病院に行ってしまったんだろうか。

「トラ、ちょっと待ってて」

　私はトラを残して玄関に向かった。でも、いつも履いている靴はある。残るは……書斎しかない。

　思いきってノックをしてみると「はい」と返事があった。

　こんな時間に勉強？

　ドアを開けると、彼は英語で書かれた医学書を広げて読んでいた。

　デスクの上に置かれている封筒におじいちゃんの名前が見え、検査データと思われる書類が広げられている。

「卓さん、もしかしておじいちゃんのために、治療法を探してくれていたんですか？」

「まぁ、ね。データを病院で検討した。無理を言って、入院先の病院に追加の検査もお願いした」

　そんなことまでしてくれたの？

　彼はそこまで言うと立ち上がり、私をまっすぐに見つめる。

「残念だけど、外科的には手の施しようがないというのが、今の結論だ」

　そう言われることを、どこかで覚悟していた。でも、都会の一流の病院ならもしかして……という可能性を捨てられないでもいた。だけど、やっぱり……事態は変わらなかった。

「本来なら他の病院の治療方針に口出しなんてできないんだけど、今の病院の院長が顔の利く人で、抗がん剤の組み合わせについていくつか提案はさせてもらってる。他にもなにか手立てはないか、海外の文献もあたってみてるけど……」

　そこまでしてくれているなんて知らなかった。

　もしかして、こんな夜中に書斎にこもっているのは、私に気づかせないため？

「すまない。今のところよい方法が見つけられない」

　私はうつむいて首を振った。そしてその瞬間、涙がポタリと床にこぼれてしまった。

　すると……彼は近づいてきて、私を腕の中に閉じ込める。

「本当に、すまない」

　彼は盛んに謝るけれど、彼のせいじゃない。でも、今は泣かせて――。

「おじいちゃん、年は越せるでしょうか」

「正直言って、今のままでは難しいかもしれない」

　それを聞いて、ますます涙が止まらない。大好きなおじいちゃんが逝ってしまう。

　それから私は彼の胸で泣いた。噛み殺しているつもりなのに、嗚お咽えつが漏れてしまう。

　そのたびに私の背中に回った彼の手に力がこもった。

　どれくらいそうしていただろう。彼は私を気の済むまで泣かせてくれた。

　窓の外がうっすら明るくなってきたのに気づいて、私は彼から離れた。

「ごめんなさい」

「いや、構わない」

　悲しくて思わず泣いてしまったけど、自分の患者でもないおじいちゃんに、手を尽くそうとしてくれていることをまず感謝しなければ。

「卓さん、ありがとうございます」

「婚約者の心配をするのは当たり前だ。雛子は俺の婚約者だろう？」

　それを聞いて、止まっていた涙がまた流れ出す。

　今はひとりでいたくない。たとえ偽りの関係でも、彼にそばにいてほしい。

「……はい」

「少し、休もうか」

　まだ五時前。もう少し眠る時間はある。

　彼は私の手を握ったまま寝室に戻った。トラはどうやら寝たらしく、リビングも静かだった。

「おいで」

　ベッドに横たわった彼は、まるで私がこうしてほしかったのを知っていたかのように私を再び抱き寄せる。

　彼の大きな胸に顔をうずめると、彼は私の髪に手を入れ優しく梳すきだした。

「目を閉じて」

「でも、眠れそうにありません」

「眠らなくていい。心を休めて。頭をからっぽにして、ただ俺に守られていればいい」

　心が痛くてたまらない。おじいちゃんの笑顔や『雛子』と呼ぶ優しい声を思い出すだけで、息ができなくなるほどに。

「俺がそばにいる」

　私はうなずいて彼の言う通り目を閉じた。

　それから一時間。やっぱり眠れなかったものの、彼の鼓動だけを意識していたら、荒ぶった感情が元に収まってきた。

　そっと顔を上げると「どうした？」と優しい声。彼も眠れなかったらしい。

「ごめんなさい。忙しいのに」

「俺は慣れてるから平気。気にするな」

「朝食、作ります」

　せめてもの恩返しに、心を込めて朝食を作ろう。

　偽装婚約なんてとんでもない契約を交わしてしまったと思っていたのに、結局私は彼に助けられてばかりだ。

　リビングに行くと、トラは気持ちよさそうに眠っている。

「トラ、私たちいい人に巡り会えたみたいだね」

　私がそう言うと、トラは耳をピクッと動かした。




　今日の朝食は和食。鮭の塩焼きと、サトイモの味噌汁。そしてレンコンの煮物だ。

　ひとりだと適当に済ませてしまうけれど、お昼を食べる時間もまともにない彼にせめて栄養をと思って作った。

　卓さんは朝もシャワーを浴びる。どうやら目を覚ますためらしい。

　私がテーブルに朝食を並べていると、シャワーから出てきた彼が入ってきた。

　ちょっ……、どうしていつも上半身裸なの!?

　慌てて顔をそむけると、「そうだった」と彼はやっとＴシャツを着てくれた。

　あの胸に抱かれていたんだと意識してしまうのは、恋愛経験が少ないからだろうか。

　トラが寝ている間に済ませようと、私たちはすぐに食事を始めた。

「雛子。目を冷やしておくといい」

　突然彼が、レンコンに手を伸ばしながら言うから驚いた。泣きすぎたから、腫れているのかもしれない。

「まだ諦めたわけじゃない」

「卓さん……」

　恐らくおじいちゃんの状態はかなり悪い。彼の勤める『野の上がみ総合病院』は、特に外科の評判が高いと聞いた。その医師たちの知恵を絞っても治療の手段がないのに、彼はまだ諦めずに治療法を探そうとしてくれている。

「今日は当直だから、トラを頼むな」

　帰ってこないんだ。今までも当直はあったのに、寂しさを覚える。

「どうして沈んでるの？　俺がいないと眠れないとか？」

　彼はそう言いながら、ニヤリと笑う。

「そ、そんなこと――」

「雛子はウブなくせして、大胆だな。一緒に寝たいなんて」

　彼の発言に声を失い、思いっきり首を横に振る。

　でも私……また彼に抱きしめてほしいなんて、ちょっぴり思ってるかも。

　自分の感情に気がついた瞬間、彼の顔を見ていられなくなった。目を泳がせると、「いい子で待ってたら、また今度」と言われ、頬が真っ赤に染まってしまう。

　でもドキドキしたせいか、気持ちが上向きになってきた。……もしかして、わざと？

「トラ、いい子にしてろよ」

　トラにエサやりをしてくれた卓さんは、出かける前にトラを抱き上げて頭を撫でる。その様子を見てまた鼓動が速まってしまう。

『いい子にしてろよ』って、まるで私にも念押ししてるみたい。

「雛子、行くぞ」

　出勤の時間が合うと、彼は私を会社まで送ってくれる。

「トラ、それじゃあね」

「ミャー」

　トラも留守番に少しずつ慣れてきて、切ない鳴き声を上げることは少なくなった。




　玄関を出たところでちょうど隣の玄関も開き、中から人が出てきた。

「あっ、香川おはよう」

「おはよう、宮城」

　この人が『宮城コーポレーション』の次期社長と言われている宮城さんなんだ。なんとなく緊張して、卓さんの少しうしろで伏し目がちになってしまう。

「あれっ、彼女？」

　宮城さんは私に気づき声を上げる。

「彼女というか、婚約者かな。今、一緒に住んでる」

『婚約者』と紹介されてくすぐったい気持ちがする。大竹さん以外の人に、婚約を宣言したのは初めてだった。

「えっ！　いつの間に……。あれっ？　この間ぶつかった子だ」

　驚く宮城さんの声に、挨拶のため下げていた頭を上げると、会社の玄関でぶつかった人が目の前に立っていた。

　私も思わず「あっ！」と声を上げる。この人が、次期社長だったなんて。

「はい、その節はすみませんでした……」

　卓さんは会話を進める私たちを見て首を傾げている。

「ということは、うちの会社で働いてるの？」

「はい。不動産の管理業務部におります」

「そうなんだ、すごい奇遇」

　それから宮城さんは、この間偶然私と出会ったことを卓さんに説明してくれた。

　そして玄関を開け「志し穂ほ」とわざわざ奥さんを呼んで、私に紹介してくれる。

「やだ、かわいい。香川くん、いつの間に捕まえたの？　雛子ちゃんね。これから仲良くしてね。早速、女子会しなくちゃ」

「志穂、香川から彼女を奪うなよ？」

「いいのいいの。女同士にしかできない会話だってあるんだから。聡だって香川くんとしょっちゅう食事に行くくせして。ね、いつにする？」

　志穂さんはもう女子会をする気満々だ。

「俺、今日当直なんだ」

　すると卓さんが口を挟む。

「それじゃ、今日に決定！」

　志穂さんはとても行動力のある女性のようだ。すごい勢いで決まっていくふたりだけの女子会に、ちょっと戸惑っていたけれど……。

「雛子、今日は誰かにいてもらったほうがいい」と卓さんに言われて、ハッとした。ついさっきまで泣いていた私を気遣ってくれているんだ……。

「はい、それじゃあ、よろしくお願いします」

「ヤバイ。遅刻する」

　私が頭を下げると、宮城さんが腕時計を確認して声を上げた。

　私たちは慌ててエレベーターに向かった。スーツ姿の志穂さんもグループの別の会社で仕事をしているのだとか。

「それじゃ」

　宮城夫妻と一階で別れた私たちは、地下駐車場まで行き卓さんの車に乗り込んだ。

「宮城さん、おいくつなんですか？」

　次期社長とはいえ、若く見えたけど……。

「俺と一緒だよ。一年くらい前に結婚したかな。その前から近所付き合いというか、まぁ、友達付き合いをしてる」

　本当に仲がよさそうだ。

「雛子。志穂さんも信頼のおける人だ。俺たちのこと、話してもいいぞ」

　卓さんはハンドルを巧みに操りながら、突然そんなことを口にした。

「私たちのことって……」

「婚約が偽装だということだ。雛子もひとりで抱えるのは辛いだろ」

　たしかに誰にも言えない秘密ごとだから、悩みがあってもひとりで苦しむしかない。

「ありがとうございます」

　私がそう言うと、彼の大きな手が伸びてきて、私の頭をグリグリと撫でる。

　まるで子供扱いだけど、決してイヤな気はしなかった。




「それじゃ」

「はい。行ってらっしゃい」

　会社の近くで車を降り、『行ってきます』と言おうとしたけど、『行ってらっしゃい』にした。彼の婚約者なら、そのほうがいいような気がしたからだ。

「おぉ」

　彼はほんの少しだけ微笑み、すぐに行ってしまった。

　卓さんに言われて、目元は冷やしてきた。おじいちゃんのことはショックだけど、おじいちゃんだって私が元気にしてるほうがいいに決まっている。

　私は気合を入れ、管理業務部に向かった。

　その日も相変わらず正田さんにいろいろ言われたけど、なんとか耐えた。

「雨宮さん、これ大至急って言わなかった？」

　聞いてないけど……。しかも正田さんが私に差し出したのは、担当が決まっているわけでもない書類の入力作業だった。

「すみません。すぐにやります」

　私が手を出すと、ひと足先に西脇さんがその書類を奪っていく。

「雨宮さん忙しそうだから、俺がやりますよ」

「えっ、いえ……事務の仕事ですから」

　正田さんが驚いてそう返すと、西脇さんは「今、雨宮さんに契約書作ってもらってるんで」とすぐにパソコンを叩きだした。

「西脇さん、私やりますよ？」

　彼は私の作成している契約書ができたら、営業先に向かう予定のはずだ。私も慌ててそう言ったけど、彼は「いつもお世話になってるからこれくらい」と譲らない。

「すみません」

　私が西脇さんの担当の契約書を作成しているのは、やり慣れていてミスが少ないからだ。彼も信頼して任せてくれるから、もうずっと携たずさわっている。

「ほら、すぐできた」

　西脇さんはあっという間に書類の打ち込みを終えた。

「雨宮さん、先に車に荷物を詰め込んでくるから、できたら持ってきてくれる？」

「はい。あと五分ください」

「うん。急がなくても大丈夫。それじゃ、行ってきます」

　西脇さんが行ってしまうと、正田さんに思いっきりにらまれてしまった。私を困らせたくてやっているのに、できなかったからだろう。

　でも、そんなことを気にしている暇はない。契約書を持ってすぐに駐車場に走ると、西脇さんが待ち構えていた。

「遅くなりました」

「全然遅くなんてないよ。いつもありがと」

　彼は契約書を確認しながら笑みをみせる。

「いえ。こちらこそ先ほどは――」

「俺が守るから」

「えっ？」

「本当は、正田さんの無茶振り、ずっと気になってたんだよね。でも口を出すと余計にややこしくなるかなと思って、黙ってた」

　西脇さんの口から驚くような言葉が飛び出すので、目を丸くする。

「さっきのアレ、あんまりだったから、もう我慢しないことにした。俺、雨宮さんのことずっと気になってたんだよ」

「すみません。私がうまく言い返せないばかりに……」

　事務の中で解決すべきだったと反省してそう言ったけれど、彼はクスッと笑う。

「違うよ。俺が気になってるのは、女の子として。好きってこと」

「はい。……ええっ！」

　今、『好き』って聞こえた気がするんだけど……。

　驚きすぎて、頭が真っ白になる。西脇さんは物腰柔らかだし、笑顔が爽やかだし、モテまくっていると思う。しかも、彼女がいたような……？

「驚いた？」

　私がカクカクとうなずくと、彼はまたクスクス笑う。

「俺、雨宮さんがいつも一生懸命なのを見てたら、この子なんかいいなーって。彼女ともうまくいってなくて、思いきって別れたんだ。で、今はフリー。もしよければ付き合ってくれないかな」

「あっ、あの……」

　そんなこと突然言われても……。

「おっと、時間だ。返事は急がないから、ゆっくり考えて。それじゃ、行ってきます」

　西脇さんの営業車が出ていくのをボーッと眺めながら、頭の中を整理する。

　私、告白されたの？　でも私、婚約者がいるんだけど……。

　だけど、『三ヶ月の間に雛子に好きな男ができたら、いつでもここを出ていってもいい』と卓さんに言われたことを思い出す。

　いくら婚約者でも、〝偽〟だ。そもそも卓さんに私と結婚する意思はない。もし本気で結婚を考えるなら……これは、チャンスなのかもしれない。

　そんなことをあれこれ考えたけれど、どうすべきなのかすぐに答えは出なかった。

「お先に失礼します」

　そのあとも正田さんのお小言をうまくかわしながら、仕事を終えた。

　女子会と言っていたけど……。

　あまり人付き合いが得意でない私は、今朝会ったばかりの人との会話が弾むんだろうかと心配になった。でも卓さんが『信頼のおける人』と言っていたから、大丈夫だろうと思い直す。それに、卓さんのことを教えてもらいたい。

　どこかに出かけるつもりかもしれないとも思ったけれど、トラをひとりにするのがかわいそうで、部屋で簡単に料理を作ることにした。志穂さんがなにを好きかわからないけど……パスタに決めた。自分がそんな気分だったからだ。

　アスパラとベーコンのクリームパスタは、私の好物だ。他にチキンのトマト煮込みも作ってみた。

　それが仕上がった頃、チャイムが鳴った。志穂さんだ。

「雛子ちゃん、こんばんは」

　満面の笑みの志穂さんは、かわいいというよりきれいなタイプ。二重の目が印象的で、スタイルも抜群だ。

「こんばんは」

「あれ、いい匂い。なにか作ってくれたの？」

「はい。お口に合うかどうかわかりませんが」

　将来の社長夫人に私の料理なんてまずかったかなと心配したけれど、彼女は思いのほか喜んでくれた。

「うれしいな。私、あんまり料理得意じゃなくて。聡の実家でずっと修業してるの」

「よろしければ、上がってください」

　卓さんの承諾もなしにと思ったものの、やっぱりトラを置いておけない。

「ありがとう。お邪魔します」

　志穂さんは玄関できちんと靴を揃えてから上がってきた。

　朝見たスーツ姿とは違い、かわいらしいシフォンのブラウスに、クロップドパンツ。着る物ひとつで印象が違う。

「ミャー」

「あっ、噂の！」

　リビングに案内すると、志穂さんはその存在を聞いていたのか、トラを見つけてすぐに抱き上げた。

「トラといいます。男の子です」

「トラくん！　かわいいー。癒される」

　猫が好きでよかった。

「香川くんから、多分雛子ちゃんは食事を作って待ってるから、手ぶらでどうぞって聡に連絡が入ったみたいなの」

「そうだったんですか？」

　志穂さんは大きな目を細めてうなずいた。

「うん、香川くんの言った通りだった。雛子ちゃんはトラくんをひとりにできないからって」

　卓さん、そんなことまでわかってくれているんだ……。

「で、ふたりの関係も、なんとなくは聞いた。香川くん、雛子ちゃんを巻き込んだこと、ちょっと後悔してるみたいなのよね」

　志穂さんは微笑みながらもそんなことを口にする。

「えっ……。そうなんですか？」

「うん。でも私、あの香川くんがなんの感情も動かない人と、同居なんてしないと思ってるんだけど」

「それは、どういう……」

　私が聞き直すと、志穂さんは「さ、女子会の始まり。ゆっくり話そう」とトラを優しく撫でる。

　志穂さんは「料理を作らせちゃったから」と、一旦部屋に戻ってワインを持ってきてくれた。早速テーブルに料理とワインを並べ、女子会の始まりだ。

「乾杯」

　グラスをカチンと合わせ、甘い香りのする赤ワインをひと口、口に含む。

「おいしいです」

　あまりアルコールは得意ではないけれど、これはとっても飲みやすい。

「ホントだね。聡がどこかのお偉いさんにもらったみたいで、拝借してきた」

「えっ！　それじゃお高い物では……」

「多分ね。でも、飾っておくのはもったいないでしょ。おいしくいただけばいいのよ」

　志穂さんはいたってマイペースだ。

「それより、このパスタ、クリーミーですごくおいしい。あとでレシピ教えて。私も聡に作ってあげたいな」

「ありがとうございます。もちろんです」

　身構えていたものの、志穂さんはとても気さくな人だった。

「それで、さっきの話だけど」

　志穂さんはフォークにパスタを巻きつけながら口を開いた。

「聡と香川くん、香川くんがここに四年くらい前に入居して以来、ずっと付き合いがあるらしいの。聡も香川くんも、いわゆる御曹司じゃない？　いろいろ抱えているものがあって、すぐに意気投合したんだって」

　そっか。跡継ぎという立場は同じなんだ。

　卓さんも病院の跡取りだけど、まだ勤務医をしているからかピンとこない。

「でもね、香川くんがここに女の子を連れてきたところは見たことないんだって。雛子ちゃんが初めて」

　志穂さんはそう言うとにっこり笑う。

　結婚には興味がないと言った彼だけど、彼女はいたんじゃないの？

「いえ、あの……それは仕方がなかったというか、拾ったトラの行き場がなくて……」

「表向きはね。でも、それからずっと引きとめられてるんでしょ？」

「それも、思わぬ形で婚約者のフリをすることになったからで……」

　慌ててそう付け足したけれど、彼女は首を横に振る。

「でも、嫌いな子を住まわせたりしないよ？　ましてや、偽装とはいえ婚約者になんてねぇ。雛子ちゃん、トラくんを拾ったとき、びしょ濡れになって必死に守ってあげたんだって？」

　そんなことまで聞いてるの？

「はい、あのときは卓さんも巻き込んでしまって……」

「そんな雛子ちゃん見て、心が動いたんじゃないかな。私ならそんな姿見たら、ほら胸がキューンとしちゃうかも」

　志穂さんは自分の胸に手をあててそう言う。

「そんなことは……」

　完全にフォークが止まってしまった。

　まさか、そんなことあるはずがない。だって卓さんは『誰も愛さない』と私にはっきり告げたもの。

「香川くん、すごくいい人よ。それに彼が勤めている病院の外科、すごくレベルが高くて、部長のお眼鏡にかなったドクターしかいないみたい。だから外科医としての腕はたしかだし、すごく責任感があるの。彼、お酒飲まないでしょ？　それも、いつ緊急の連絡が入ってもいいようになんだって」

　そういえば、飲んでいる姿は見たことがない。そういう理由だったんだ……。

「でもね、一回だけグデングデンに酔っ払ったことがあってね。二ヶ月くらい前だったかな。廊下ですごい物音がしたから、聡に見に行ってもらったの。そうしたら香川くんが酔いつぶれて倒れてた」

　そんなになるまで？

「次の日、聡が酔いつぶれた理由を聞いたんだけど……どうもその日に、婚約しろって言われたみたい」

　私が目を丸くすると、志穂さんは一旦フォークを置き、再び口を開く。

「香川くん、突然人生の舵かじを勝手に切られて、やり切れなかったんだと思う」

　たしかに、突然知らない人を押し付けられて結婚しろと言われても、納得できないだろう。

「実は聡にも、親に決められた婚約者がいたの」

「そうなんですか!?」

　それじゃあ、志穂さんたちはその障害を乗り越えて結ばれたってこと？

「聡も一時は相当悩んだみたい。会社のトップに立つ、イコール自分の人生は会社のものなのかって」

　私は思わず首を振った。そんなわけない。

「でも、愛は勝ったのよ」

　そう自分で言いながら、少し恥ずかしげな志穂さんは「ふふ」と笑みを漏らす。

「なんだか、すごいですね」

「すごくなんてない。簡単なことなの。好きなものは好き。ただ、それだけ」

　志穂さんはそう言うけれど、大人になっていろいろなしがらみが出てくると、それが一番難しい気がする。

「聡も私も、それからずっと香川くんのことを心配してた。でも、今朝雛子ちゃんのことを『婚約者』って紹介してくれて、飛び上がるほどうれしかったの。大切な人をやっと見つけたんだなって」

「いえ、私は違います……」

　私と卓さんは、そんな関係じゃない。卓さんの結婚回避とトラのために同居しているだけだ。

「聡、結構見る目あるんだから。雛子ちゃんがその押し付けられた婚約者じゃないって、すぐに言い当てたし」

　そう言われると、私をその婚約者と勘違いされてもおかしくはなかった。

「どうしてわかったんですか？」

「聡が言うにはね、雛子ちゃんのことを紹介してくれたときの香川くんの目が優しかったって。『アイツもこんな顔するんだなって思った』って言ってたよ」

　あんな短時間で、そんなことまで観察されていたなんて……。なんだか恥ずかしくて頬が赤く染まる。

「だから私たち、偽装が本物になるんじゃないかなって期待してるの」

　志穂さんはそう言うと、ワインをおいしそうに喉に送った。

「いえ、卓さんと私は、そんな……」

　決してそんな関係じゃない。私がここを出ていくまでの関係でしかない。

「ま、いいじゃない。一緒に暮らしていれば、なにか変わるかもしれないわ」

　それから志穂さんと料理を平らげ、志穂さんと宮城さんの運命的な恋の話を聞いて、こちらがドキドキしてしまった。

「私、聡のこととっても大切なの。彼と一緒にいると、いろんなことを前向きに考えられる。それは多分……どうにもならなくなったら、彼が必ず助けてくれるって信頼してるからだと思う」

　お酒の入った志穂さんは、たくさん惚のろ気けてくれる。

「素敵な関係ですね」

　そのとき『俺が守るから』とつぶやいた西脇さんの顔が頭をよぎった。

　私の幸せは、どこにあるんだろう……。

　時計が二十三時を指そうとする頃、宮城さんが迎えに来た。

「志穂、そろそろ帰るぞ」

「えー、まだ女子会してるのに」

　志穂さんはそう言いながらも、迎えに来てくれたことがうれしそうだ。

「雛子ちゃん、遅くまでごめんね。でも、なにかあったら家においで。俺も志穂とケンカするとよくここに潜り込んでるから」

　宮城さんがそう言うと、志穂さんは目を見開いている。

「そうだったの！」

「あっ、しまった」

　宮城さんはバツの悪そうな顔をしたものの、私に笑いかけてくれた。

「もー、香川くんに迷惑かけて……。雛子ちゃん、料理ありがとね。おやすみ」

　宮城さんの腕にごく自然に掴まった志穂さんの目が優しくて、本当に彼のことが好きなんだと感じる。

「おやすみなさい」

　なんだか素敵な夫婦だった。宮城さんも、私にとっては雲の上の人なのに、ちっともそんな感じがしない。

　それにしても……。

「まさか、ね」

　あれほどきっぱり『誰も愛さない』と私に宣言した卓さんが、私のことなんて……眼中にあるはずもない。

「ね、トラ」

　私と彼をつなぐのは、トラと偽装婚約という契約だけ。愛や恋なんていうものでは決してない。

　それでも、昨日おじいちゃんのことであんなに泣いたのに、志穂さんが来てくれたおかげで今日は泣かずに済んだ。

　現実は受け止めるしかない。ほんの少しだけど、そう思えるようになった。

　それもこれも、私をひとりにしないように配慮してくれた卓さんのおかげだ。

『彼が必ず助けてくれる』か……。

　卓さんも私を必ず助けてくれている。そんなことを考えながらベッドに入ると、寝不足のせいかすぐに眠ってしまった。










偽婚約者の葛かっ藤とう




　卓さんのマンションに転がり込んでから、あっという間に三週間が過ぎた。

　彼は今の病院を辞める準備で患者の引継ぎなどに忙しく、当直でなくても帰ってくるのが遅くなった。それなのに、おじいちゃんのために文献を調べることは忘れず、手を尽くしてくれているのがわかる。

　私も実家の母に、今のところおじいちゃんの病状が落ち着いていると聞き、少し安堵していた。

「卓さん、もうそろそろ寝てください」

　その日も彼は帰ってきてから夕食を食べ、たっぷりトラと遊んだあと、書斎にこもっていた。

「うん。もう少し読みたいんだ。雛子は先に寝てもいいよ」

　そういうわけにはいかない。

「いえ。私、なにもできなくて……」

「そんなこと気にしない。俺が好きでやってることだ。それに、できることはあるぞ？」

　できることってなんだろう。

「おっしゃってください」

　そう言うと彼は立ち上がって、私のところまでやって来た。そして……。

「それじゃあ、キスして」

「は？」

「疲れたときは、キスがいい。まぁ、体でもいいけど？」

　彼はそう言うと私を壁に追いやり、唇に指を這はわせる。

「あぁっ、あのっ……」

「雛子は俺の婚約者だろ？」

　それも込み？　そんなこと、今まで一度だって言わなかったのに……。

　完全に固まっていると、彼が顔を斜めにして近づいてくる。

　どうしよう。ホントにキスされちゃうの？　思わずギューッと目を閉じると、彼の息づかいを間近で感じ、心臓が激しく暴れだす。

「あはは」

　それなのに唇にはなにも触れず、彼の笑い声がした。

「雛子って本当に純情なんだな。イヤなときはちゃんと拒否しないと奪われちまうぞ」

　彼はそう言いながら、指で私の唇にもう一度触れる。

「なっ、なんですか！」

　からかうなんて最低。

「もう寝ろ」

　彼にそう言われて、書斎をバタバタと脱出して寝室に駆け込んでから、ハッとした。

　もしかして、私を寝かせるために？　でも、あんなの私には刺激が強すぎる。

　いつまでも収まらない胸の鼓動は自分ではどうすることもできず、眠れないままベッドに横たわっていた。

　それから一時間ほどして卓さんもやって来た。

　彼に触れられた唇がまだ熱くてたまらない私は、顔を合わせることなんてとてもできなくて、目を閉じて寝たフリをする。すると……。

「雛子。無力でごめんな」

　彼の大きな手が私の髪に優しく触れ、そんな声が聞こえてきた。

　ただ偶然出会った私たち。こんなことまでする義理はないはずなのに、彼が必死になってくれることがうれしい。

　涙がこぼれそうになり、寝返りを打つフリをして彼に背中を向けた。

「おやすみ」

　すると彼はそう囁いて、眠りについた。




　彼が家にいてくれる朝は、いつも気持ちが上がる。トラも心なしか元気だ。

「今日は洋食にしてみました」

「サンキュ」

　赤の他人の私たちが、こうして顔を合わせて朝食を食べる不思議。でも、三週間でそれも当たり前になった。

「あっ、宮城からクリームパスタがうまかったってメールが来たぞ」

「志穂さん、作ったんだ。……あのご夫婦、素敵ですよね」

「宮城がベタ惚ぼれだからな」

「そうなんですか？」

　女子会のときの様子では、どちらかといえば志穂さんのほうが惚ほれているとばかり思ったのに。

「耳にタコができるくらい、惚気を聞かされたよ」

　それ、志穂さんと一緒だ。なんだかおかしくなってクスッと笑うと、卓さんは「なに？」と首を傾げる。

「私は志穂さんにたくさん惚気られましたよ」

「どっちもどっちか」

　彼はそう言いながら頬を緩めた。普段あまりニコニコ笑うような人ではないけれど、時折見せてくれる笑顔はとても優しい。

　彼は朝食を食べ終えると、皿洗いを手伝ってくれた。

「今日は緊急事態がなければ、夕飯を食べられるから」

「はい。用意しておきます」

　まるで夫婦のような会話を交わしたあと、彼の車に乗り込んで出勤した。

　西脇さんとはあれからなにもない。というか、私がふたりきりにならないように気をつけている。というのも、今はおじいちゃんのことと卓さんとの生活で手いっぱいで、他のことを考える余裕がないからだ。

　断りの返事もせずにうやむやにしておくのも悪いとは思ったものの、西脇さんに対する自分の気持ちがよくわからずにいた。

　彼は気遣いもできるし、入社してから何度も助けてもらっている。でもずっと彼女がいたから、そういう対象として見たことがなかった。

「お先に失礼します」

　自分の仕事プラス正田さんから押し付けられた仕事を全部済ませ、十七時半の定時を少し過ぎたところで席を立った。卓さんの食事を作るようになってから、我ながら時間の使い方がうまくなったと思う。

　社員用の出入口で、営業先から帰ってきた西脇さんとばったり会ってしまった。

「雨宮さん、もう帰るの？」

「はい、お先にすみません」

「いや、いいんだけど、もしよかったら食事に行かない？」

　やっぱり誘われてしまった。でも今日は卓さんに食事を作りたい。

「すみません、今日はちょっと……」

「そっか。それじゃ、またね」

　よかった。すぐに諦めてくれた。

「はい。お疲れさまでした」

　私は頭を下げてそのまま会社を出た。そして最寄りの駅に着き、定期を取り出そうとバッグの中に手を入れる。

　……あれ、ない!?　入れておいたはずの定期が見当たらない。この間、卓さんのマンションの最寄り駅までの一ヶ月定期を買ったところなのに。

　バッグの中を隅から隅まで探したけれど、見つからない。そのとき、「雨宮さん」と呼ぶ声が聞こえた気がして顔を上げると、さっき会社で別れたばかりの西脇さんだった。

「西脇さん、どうされたんですか？」

「これ、デスクの下に落ちてたから」

　彼が私に差し出したのは、間違いなく私の定期だった。

「すみません。今、探してたんです。わざわざありがとうございます」

　会社にあってよかったと、ホッと胸を撫で下ろす。

「いや、俺も帰ろうと思ってたところだから。それより、車で雨宮さん家の駅の近くを通るから、乗っていきなよ」

　彼は私の定期に記載してある駅名を見てそう言った。

「いえ、そんな、悪いですから」

「いいからいいから。家まで送るよ」

　西脇さんに強く言われて断れなくなってしまったけれど、その駅は私の家の近くではなく、卓さんのマンションの近くだ。まさかあのタワーマンションに、ごく普通のＯＬの私が住めるはずもない。あのマンションまで送ってもらうわけにはいかない。

「あの、スーパーに寄って帰らないとなにもなくて。すみません、スーパーまでいいですか？」

　マンションの近くのスーパーなら、なんとかごまかせるかもしれないと思ってそう言うと「もちろん」とふたつ返事。でも……。

「雨宮さん、料理作るの？　今度食べてみたいな」

　そう言われて返事に困る。

「いえ、たいしたものはできないので……」

「またまた。どこか家庭的な雰囲気がするもんね、雨宮さんは」

　遠回しに断ったつもりだけど、彼は謙けん遜そんしていると受け取ったらしい。

　それから彼の車に乗せてもらい、仕事の話をしていると、スーパーに着いた。

「助かりました。ありがとうございます」

「いえいえ、このくらい。それじゃあまたね」

「はい」と返事をして頭を下げると、西脇さんの車はすぐに去っていった。返事も急かされなかったし、マンションもバレずに済み、ホッとした。

「なににしようかな」

　スーパーでカゴを持ち、卓さんの顔を思い浮かべながら材料を揃える。

　最近ハードで疲れているし……やっぱりお肉？　そう考え、豚しゃぶをすることにして、お肉と野菜をたっぷり買い込んだ。

　買い物袋を下げ、マンションに向かう。スーパーからは歩いて五分。本当に便利だ。そして、マンションの入口でロックを解除するために鍵を出そうとすると……。

「雨宮さん」

　突然うしろから話しかけられ、ハッとした。しかもその声は……西脇さんだった。

「どうして……」

「こんなすごいところに住んでるの？　たしか、ひとり暮らしだったよね」

　西脇さんは私の質問に答えることなく、問いかけてくる。

　どうしよう。なんと答えたらいいんだろう。頭をフル回転させ、言い訳を考える。

「実はお友達が住んでいて、今日は女子会をしようと誘われて……」

　志穂さん、ごめんなさい。勝手に志穂さんを使わせてもらいました。

「そうなんだ。お友達、お金持ちなんだね」

　歯切れの悪い返事をしていると、エントランスに誰かが入ってきた。そして、その姿を見て心臓が跳ねる。卓さんだ。

　話しかけられてしまったらどうしよう。ピンチかも。

　そう思ってドギマギしていると、私を一いち瞥べつした卓さんは、なにも言うことなくロックを解除して入っていった。

「あっ、あの……私、約束の時間にちょっと遅れてて」

　苦し紛まぎれにそう言うと、「そう、ごめん」と西脇さんはうなずいた。

「でもよかった。雨宮さんがどこかのお偉いさんの愛人でもしてるのかと、ヒヤヒヤしたよ」

　愛人って！　そんなことするわけないじゃない！

「いえ、そんなことは決して……」

「うん。それじゃあ明日」

　西脇さんはスーパーから跡をつけてきたのだろう。彼が本当に去ったのを確認してから、部屋に上がった。

「ただいま」

　声が小さくなってしまう。卓さんはなんと思っただろう。

　なにも返事がないのでリビングに向かうと、彼はトラを抱きソファに座っていた。

「あの、ただいま帰りました」

「うん」

　素っ気ない返事に胸がチクリと痛む。

「ご飯、すぐに作りますね」

　西脇さんのことには触れずにキッチンに向かうと、彼が立ち上がった。

「雛子。男ができたなら、出ていってもいいぞ」

　彼のひと言に、持っていたお肉を落としそうになる。

「いえ、違います。さっきのは会社の先輩で……」

「ただの先輩が、家まで来るの？」

　それを言われるとなにも言い返せない。

「心配するな。おじいさんのことは手を尽くすつもりだから」

　そんなことを心配しているわけじゃない。それに、そのためにあなたと一緒にいるわけじゃない。

　そう思ったところでハッとした。『出ていってもいい』と言われても出ていきたくないことに気がついたからだ。

　私はどうしてここにいるの？　最初はあれだけ抵抗があった偽装結婚をやめてもいいと言われているのに、出ていきたくないのはどうして？　トラがいるから？

「飯はいらない。今日は病院に泊まる」

　卓さんはそう言うと、トラの頭を撫でてバスケットに置き、出ていってしまった。

　どうしよう。怒らせた？　ここは卓さんの家なのだから、出ていくのは私のほうだ。

　卓さんに抱かれていたトラは、温かい。トラをギューッと抱きしめると、なぜだか涙が頬を伝う。

「トラ、私……」

　そのあとの言葉は続かなかった。私は西脇さんに承諾の返事ができない理由に気づいてしまった。

　それからしばらくトラがひとりで飛び跳ねているのをボーッと見ていた。せっかく作ろうと思っていた豚しゃぶもひとりでは作る気にもなれない。

　スマホを取り出し、卓さんの電話番号を表示して眺める。

『私が出ていくので帰ってきてください』と言うべきだろう。でも、どうしても言えない。出ていきたくない。

　日付が変わるまで、卓さんを待ち続けた。でも、彼は戻ってこなかった。トラが眠ってしまうと、無性に寂しくて涙がこぼれる。

「どうしたらいいの、トラ」

　トラにそう尋ねても耳をピクピク動かすだけで、目を開けてもくれない。

　その晩は、そのままリビングのソファで眠ってしまった。




「ミャー」というトラの鳴き声で目を覚ますと、時計は五時を指している。

「早起きだね、トラ」

　やっぱり卓さんが帰ってきた形けい跡せきはない。

　トラにエサをやり、キッチンに立った。そして、朝ご飯を一緒に食べられなかった卓さんに食べてほしくて、お弁当を作り始めた。

　身支度を整え、いつもより早く家を飛び出し、彼の勤務先の病院へと向かう。

　野上総合病院の前まで来てその大きさに驚いた。十階以上はある大きな病棟は、大学病院並みだ。こんなに大きくては彼がどこにいるのかなんて、さっぱりわからない。

　考えが浅はかだったと自分のバカさに呆れていると、スマホが震えているのに気がついた。志穂さんからだ。

『もしもし、雛子ちゃん、おはよ』

「おはようございます」

　こんなに朝早く、どうしたんだろう。

『ねえ、もう出たの？』

「えっ、はい……なにか？」

　家に訪ねてきたのだろうか。

『さっき、聡にメールがあってね。雛子ちゃんの様子見てきてくれって。ケンカでもしたんでしょ』

　ケンカなんて……。ケンカだったらよかった。

「いえ、私が怒らせてしまって。卓さん、病院に泊まると言って出ていってしまったんです」

『やっぱりケンカじゃない。それで、雛子ちゃんは今どこにいるの？』

「野上総合病院の、前です……」

『なんだ。仲直りしたんだ』

「いえ、卓さんがどこにいるのかわからなくて……」

　私がそう言うと『ちょっと待ってね』という声が聞こえ、電話の向こうで宮城さんとなにか話している声がした。

『雛子ちゃん、東側に回るとスタッフの出入口があるそうなの。そこで待ってて。じゃ、頑張るのよ』

「えっ、待ってるって？」

　どういうことか聞こうとしたけれど、電話は切れてしまった。

　とにかく言われた通りにスタッフの出入口を探すことにした。私はお弁当を持ったまま、大きな建物をぐるっと回った。

　すると、まだ朝早いのに人が多く出入りしている場所を見つけた。恐らくあそこだ。

　私がそこに近づいていくと……。

「雛子」

　白衣姿の卓さんが病院の中から飛び出してきた。初めて見た白衣姿は凛々しくて、ドキドキが止まらない。

　彼は私を見つけると、一直線に駆け寄ってきて額に手を伸ばす。

「大丈夫か？」

「えっ？　なんのことですか？」

「なんのって、雛子が高熱で倒れてたから、病院に連れてきたって……」

　卓さんはそう言いながら辺りを見渡す。

　まさか、宮城さんが連絡してくれたの？

「騙された、みたいだな」

「あの、すみません。卓さんがどこにいるかわからないと、志穂さんには言ったんですけど……」

「宮城のヤツ……」

　彼は「フー」と大きな溜め息をつき、私を見つめる。

「すみません」

「雛子のせいじゃないだろ」

「いえ、そうじゃなくて、昨日……」

　彼と視線を合わせているのが辛くてうつむくと、「それも雛子のせいじゃない」と彼は言った。

「でも、私……本当にごめんなさい。あの、朝ご飯作ってきたんです。ご迷惑かもしれないですけど……」

　私は彼にお弁当を押し付け、振り返って走りだした。『いらない』と言われるのが怖かったからだ。それなのに……。彼はすぐに追いかけてきて、私を捕まえた。

「昨日は俺も大人げなかった」

　まさかそんなことを言われるとは思っていなくて、驚いてしまう。

「それに、これ、サンキュ」

　彼は私が渡したお弁当を掲げてみせる。

　それじゃあ、受け取ってくれるの？

「これから先のことは雛子が決めればいい。無理なことを頼んでいるのは俺のほうだ」

　そう言われると、なぜか胸が痛い。

「それじゃあ、戻ってきてください。トラが寂しがってます」

　本当はトラじゃない。私だ。

「昨日マンションに来た先輩に告白されました。でも、承諾のお返事をしたわけではありません」

　卓さんになにも言わずに他の男性と付き合っているわけではないことを、知っておいてほしかった。

「三ヶ月は卓さんの婚約者をしようと決めました。だから、それまでは置いていただけませんか？」

　せめて契約の期間は、卓さんのそばにいたい。

　彼はなんと言うだろう。返事を聞くのが怖くてたまらなくて、震えそうになる手をギュッと握りしめた。

「今日は早めに帰る。飯、楽しみにしてるよ」

　ハッとして彼を見上げると、朝日に照らされた彼の顔が優しい。

「……はい」

「それじゃ、行くわ。これ食わないと、時間なくなっちまう」

「はい。行ってらっしゃい」

　よかった。今日も『行ってらっしゃい』が言えた。

　卓さんと話せたことで、心のモヤモヤがサーッとなくなった。

　そして私は、会社に向かった。

　西脇さんは今までと変わらない態度で私に接してくれた。正田さんは相変わらず私に仕事を押し付けてくるけれど、西脇さんが宣言通りうまくあしらってくれて、彼がフロアにいる間は余分な仕事をせずに済んだ。でも……。

「雨宮さん、あなた西脇さんと付き合ってるの？」

　昼休憩になり私と正田さんだけがフロアに残ると、彼女はそんなことを言いだした。

「いえ、違います」

　慌てて否定したものの、彼女は怪け訝げんな目を私に向ける。

「でも、最近西脇さんがやたらとあなたを庇うじゃない」

　私はなんと言えばいいのかわからず、黙り込んだ。

「へぇ、やっぱりそういうこと」

　正田さんは私の様子を見て、西脇さんとの交際が本当だと思い込んだようだ。でも、告白されている私は、ムキになって『違う』と言うのも西脇さんに失礼な気がして、強くは否定できなかった。




　面倒なことを背負い込んでしまったと思ったものの、会社を一歩離れると卓さんのことで頭がいっぱいだ。

「トラ、ただいま。卓さん帰ってくるって！」

　トラを抱きしめそう話しかけても、トラは「ニャー」と鳴くだけ。

「ご飯作らなくちゃ」

　昨日作れなかった豚しゃぶの用意を始めた。たっぷりのキャベツをゆで、キュウリも切った。豚肉もゆで、上に乗せる大根おろしも大量に作って盛り付けをしていると、ガチャッと玄関のドアが開く音がしたので慌ててリビングのドアを開けた。

「ただいま」

「おかえりなさい」

　本当に帰ってきてくれた……。それだけで涙があふれそうになったけれど、泣くなんて変だと思い、グッとこらえる。

　するとドアの隙間からトラが出てきて、卓さんの足にまとわりついた。やっぱりトラも寂しかったんだと思うと、笑みがこぼれた。

「トラ、ただいま。ちゃんと雛子の面倒見てたか？」

『面倒』って……。

　でもそうかもしれない。いつもトラに胸の内を聞いてもらっているから。

「ご飯、できてます」

　彼は「うん」と返事をしながら私にお弁当箱を差し出した。それは軽くなっている。

「食べてくださったんですね」

「あぁ、同僚が『誰に作ってもらったんだ』って群がってきて、困ったよ」

「あっ、ごめんなさい」

　やっぱり余計なことをしたと思ったけれど……。

「いや、『いいだろ』って見せ付けておいた」

　え、今、なんて言ったの？

　キョトンとする私を見て「フッ」と笑った彼は「着替えてくる」と寝室に行ってしまった。

『見せ付けて』って……迷惑じゃないの？

　でも、それを聞いてホッとした。

　空になっていたお弁当箱を洗っていると、卓さんが戻ってきて席に着く。

「腹減った」

　いつものセリフが聞けて顔がほころぶ。

「今日のお昼は？」

「食べ損ねた。カップラーメン作ったんだけど、急患が来て……」

「じゃあ、たくさん食べてください」

　それから彼は「いただきます」と手を合わせ、モリモリ食べ始めた。まるで食べ盛りの高校生のようだ。でも、その姿を見ていると、私の料理で彼の疲れが少しでも癒されるといいなと思う。

「雛子も食わないとなくなるぞ」

　だけど私は彼が戻ってきてくれたことに胸がいっぱいで、箸が進まなかった。

　その日、お風呂から出ると、彼がリビングで電話をしていた。トラが足にまとわりついていたので邪魔にならないように抱き上げたとき、会話が耳に入った。

「それじゃあ、副作用が未知で、まだ無理ということですね」

　彼は少し落胆したような顔をする。トラを連れてリビングを出ようとした瞬間、電話が終わった。

「雛子、もう大丈夫」

「はい。お仕事の電話ですか？」

「アメリカに治験段階の抗がん剤があって、胃がんに効くと聞いたから、提携している日本の製薬会社に問い合わせをしていたんだ」

　それって、おじいちゃんの？

「でも、まだ実際の患者に投与できるほどは治験が進んでいなくて、難しいみたいだ」

　忙しいのにそんなことまで調べてくれたんだ……。

「すみません。ありがとうございます」

　感謝をたっぷり込めて頭を下げると、「医者は関わった患者を救いたいんだ。だから気にしない」と言ってくれた。

　でもこれでまたひとつ治療の可能性が消えてしまったということだ。

　少し落胆して、トラをギュッと抱きしめると、「まだ探すぞ」と彼が言ってくれるから、目の奥がジワジワ熱くなる。

「お願いします」

　医学のことなんてなにもわからない私は、頭を下げるくらいしかできない。

　私の頭をポンと叩く彼は、西脇さんのことについてなにも触れなかった。私も、ふたりのこの時間に西脇さんのことを持ち込みたくなくて、なにも言わなかった。

　ただ、西脇さんには断りを入れようと心の中で決めていた。なにより中途半端な状態でうやむやにしておくのは失礼だと思い始めた。

　というのも、もしかしたら西脇さんと……という可能性が、私の中ではっきり否定されたからなのかもしれない。




　次の日、会社に行くと、チラチラといつもとは違う視線を感じる。不思議に思ったもののごく普通に仕事を始め、西脇さんに頼まれていた契約書を作成し始めた。

「やっぱ西脇のなんだ」

　私の席のうしろを通っていった先輩がそうつぶやくので首を傾げた。

　たまたま西脇さんの契約書だっただけで、別の課員のものも作成しているのに。

　でも、先輩がそんなことを言った理由がすぐにわかった。西脇さんと私が付き合っているという噂が社内に飛び交っていたのだ。

　正田さんが言いふらしたに違いない。でもなんの証拠もない。

　十七時半の終業時間を迎えた頃、先輩が営業から帰ってきたばかりの西脇さんに「どうなんだよ」とツッコミを入れる。すると西脇さんは「雨宮さんはかわいいよね」なんて言うから、困ってしまう。

　どうしよう。断ろうと思っていた矢先のことで、どうしたらいいのかわからなくなり「お先に失礼します」と席を立った。

　西脇さんとは電話番号すら交換していない。だから会社で接触しなければ、断ることもできない。でも、今ふたりで話しているところを見られるのは、得策ではないと思った。付き合うのならいいんだけど……。

　その日は途方に暮れたまま、家に帰った。




　卓さんと一緒に暮らし始めて一ヶ月。会社では西脇さんの件で気まずかったし、家では大竹さんの音沙汰がないことを不思議に思いながらも、日々忙しく過ごしていた。

　少し遅くなると連絡のあった卓さんのために夕食を作っていると、チャイムが鳴った。卓さんかと思ったけれど、彼は自分で鍵を開けてくるので違う。

　インターホンを取ると、女性がひとり立っていた。

　知らない人だったし、部屋を間違えたのかもしれないと軽い気持ちで対応すると、「香川さんのお宅ですよね？」と言われて間違いではないことを知った。

　長い髪を掻き上げた女性は、『桑くわ山やま』と名乗った。どうすべきか迷ったけれど、『上げていただけますか？』と強引に迫られ、オートロックを解除した。もしかしたら、卓さんの大切なお客さまかもしれないと思ったからだ。

「どうぞ」

　玄関で出迎えると、プーンとキツイ香水の香りがする。お客さまが猫嫌いだと悪いと思い寝室にトラを入れると、ガリガリとドアに爪を立てる音が廊下に響き、悲しげな鳴き声がした。

「猫かしら？」

「はい」

　スリッパを履いた桑山さんは、トラに気づいて眉をひそめる。

「卓さんが猫を飼うなんて。あの人、面倒なこと嫌いなのに」

　やっぱり卓さんと親しいんだ。

「あの、卓さんはまだ帰ってませんけど……」

「いいんです。あなたにお話があります」

「私にですか？」

　初めて会ったばかりの人が、どうして私に？

　リビングのソファに案内すると、彼女はタイトスカートから覗く長い足をきちんと揃え、背筋をピンと伸ばして座り、すぐに服装の乱れを直している。その動作が実に自然で、そうしたことをきちんとしつけられて育ったんだろうなと思った。

　つやつやの黒髪が印象的な彼女は、涼しげな目の間にすっと鼻筋が通り、グロスの乗せられた濡れたような唇はぽってりと厚みを持っていて、大人の色気が全開だった。

　彼女は私がコーヒーを淹れている間、部屋中を見回している。

「あのカーテン、どうしたのかしら？」

「すみません、猫が……」

　最近トラがカーテンを気に入って遊ぶようになり、日に日にほつれていく。

「卓さん潔癖なのに、よく我慢してるのね」

　潔癖なの？　そんなふうに感じたことは一度もなかったけど……。

「お待たせしました」

　彼女の前にコーヒーを置くと、にっこり微笑み「ありがとう」と言って、コーヒーを口に運んだ。

「それで、あなたは卓さんの婚約者だって聞いたんですけど」

　仕草の一つひとつは美しいのに、まともに自己紹介すらせず自分の聞きたいことばかり聞く彼女に不信感を抱いたものの、私はうなずいた。

　もしかして彼女は……。

「大竹さんに聞いて慌てて帰ってきてみれば……」

　彼女はそこまで言うと「ふふっ」と口元を押さえて笑いだす。

　私は大竹さんの名前が出たことで、彼女が千夏さんだと確信した。

「なんだか安心したわ。卓さん、まだ結婚したくないからって、もうちょっと選ばないと騙せないわよ」

『もうちょっと選ばないと』って、私が卓さんにはふさわしくないってこと？　それに、『騙せない』って、大竹さんが訪ねてこないのは、私たちの嘘を見破ったからなの？

「私のこと、聞いてますよね？　彼とは医学部時代からの付き合いなのよ」

　そうなんだ。まったく接点のない人との結婚を勧められているわけではないんだ。

「私、さっき留学先のアメリカから帰ってきたの。私も香川ホスピタルに勤めるつもりよ。でも安心して。今は仕事が楽しくて仕方ないし、私も今すぐ結婚なんて思ってないの。だから卓さんがすぐに結婚っていうのがイヤなら、父を説得するわ」

　彼女は、余裕の顔で一気にまくし立てる。

「あなたたち、結婚するって口だけで、親への挨拶すら済んでいないらしいじゃない。ありえないわ」

　やっぱり、私たちの関係が嘘だとバレてる？

「挨拶は、これから……」

「これからって、いつ？　式の日取りは？」

　矢継ぎ早に質問されても、なにも答えられない。

「卓さんも罪な男ね。こんな子供をたぶらかして嘘をつかせるなんて」

『子供』って……。たしかに色気たっぷりの彼女と比べたら、そう言われても仕方がない。でも、私はたぶらかされてなんかいない。ちゃんと了承して、婚約者のフリを受け入れたのだ。

「荷物、まとめておいてね。近いうちに大竹さんから連絡を入れてもらうわ」

　彼女は一方的にそう言い残すと、コーヒーカップに付いたグロスを指でスッと拭って立ち上がり、嵐のように去っていった。




　卓さんが帰ってきたのはそれから一時間ほどしてからのことだった。

「雛子？」

「あっ、おかえりなさい」

　彼がリビングに入ってきて、ようやく食事も作らずにソファにぼーっと座ったままでいたことに気づいた。慌てて立ち上がり笑顔を作ったけれど、彼は眉をひそめる。

「なにかあった？」

「いえ……」

　千夏さんが来たことを言うべきか迷い言葉を濁すと、彼はテーブルに視線を送る。

「誰か来たの？　大竹さんか？」

　そこにはコーヒーカップがふたつ置きっぱなしになっていた。しかも私の分はひと口も手を付けていない。

「いえ、あの……千夏、さんです」

　いつかはわかることだ。彼の反応が怖かったけれど私は正直に話した。

「千夏さんが？　彼女はアメリカのはずじゃ……」

「大竹さんに私たちの婚約の話を聞いたので帰ってきたと。これから香川ホスピタルで働くとおっしゃってました」

　私がそう言うと彼は「ふー」と大きな溜め息をついた。

「それで、なにか言われた？」

「親に挨拶も済んでいないのはありえないと……」

　卓さんは難しい顔をする。

「まさか千夏さんをけしかけるとは、大竹さんを甘く見すぎたか。困っただろ、雛子」

　最大のピンチなのに、彼は私の心配をしてくれているようだ。

「あの、これから挨拶に行くと言ってしまいました。ごめんなさい」

　あのときはとっさにそう言ったけれど、彼にその気がないのにそんなことを言うべきではなかったかもしれない。ただの嘘では済まなくなる。

「雛子が気にすることじゃない。俺が少し考える」

　考えて、どんな答えを出すのだろう。

　偽の婚約関係は無駄だったから出ていけとなる可能性もある。いや、千夏さんにはもう『荷物、まとめておいて』と言われてしまった。

「他には？　他にもなにか言われてるだろ？」

　彼は確信を持っているかのように問いただす。

「大竹さんから連絡すると。だから……」

　その先を言うのが怖い。『そうしろ』と言われるのが怖くてたまらない。

「だから？」

　それでも彼は追及の手を緩めない。私は仕方なく口を開いた。

「荷物を……まとめておけと」

　彼と視線を合わせていられなくなり、思わずうつむいた。

「その必要はない」

　即座に返ってきた返答に、ハッとして彼を見上げる。

「雛子が出ていきたいのなら止めるつもりはない。でも、そうでないのなら――」

「出ていきたくありません」

　あっ……。感情が高ぶりすぎて、思わず本音を言ってしまった。

「それなら、ここにいればいい。トラも一緒だ」

　彼はもう眠っているトラに視線を移した。

　泣くべきところじゃないのに、安堵の涙がこぼれてしまう。慌てて頬を拭おうとすると……彼に腕を引かれ、抱きしめられた。

「イヤな思いをさせた」

　辛い時間だった。でも、彼がここにいてもいいと言ってくれたから、それだけでもう十分だ。

　彼の腕の中で、思いきり泣いてしまった。張りつめていた緊張が解け、彼に出ていくことを肯定されなかったという安心で涙は止まらない。でも彼は、なにも言わずそのまま私を泣かせてくれた。

「ごめんなさい」

　やっと気持ちが落ち着き涙が止まると、彼から離れて謝った。

「雛子は謝りすぎだ」

　彼はそう言いながら、私の頬を優しく撫でる。

「さて、腹減ったな。トラに内緒で、飯行くか」

　卓さんはそう言いながら私の頭をグリグリ撫でた。

　トラ、ごめんね。ちょっと出かけてくる。




　それから彼は私を丘の上にある素敵なレストランに連れていってくれた。でも、店内は満席だ。

「あの部屋、空いてませんか？」

　すると彼は店員にそう尋ねている。

「ご用意できます。どうぞ」

　あの部屋って？　どうやら彼は常連らしく、店員も『あの部屋』でわかったらしい。満席の店内を進むとドアがあり、その先には個室があった。

「すごい。きれい……」

　私が思わずそう漏らしたのは大きな窓から夜景がきれいに見えたからだ。卓さんのマンションからの景色も圧巻だけど、ここから見える景色もそれと同じくらい美しい。

「そうだな」

　思わずはしゃいだ私とは対照的に、彼はウエイターの引いてくれた椅子に落ち着いた様子でサッと座っている。

　高そうなお店だし、もっとおしとやかにしなくちゃいけなかった……。

　そう思ったら、急に緊張してきてしまった。

「雛子、なににする？」

　どれが一番安いんだろう……なんて考えてしまうのは、こんな立派なレストランにはそぐわない庶民だからだ。

「えっと……どうしよう」

「あれ、優柔不断なのか？　それじゃ」

　しばらく悩んでいると、彼はウエイターを呼び、テキパキと注文を済ませる。どうやら私の分まで頼んでくれたようだ。

「あの、こんな素敵なお店にはあまり来たことがなくて……」

「いつも作ってくれるから、お礼だと思えばいい」

　そんな……。彼は私が食事を作るようになってから、余るほどの食費を持たせてくれているので、最近は自分のお金を使った記憶もない。

「ここ、宮城に教えてもらったんだけど、俺も久しぶりなんだ。こんなところにひとりで来るのも寂しいだろ？」

　戸惑う私に彼は優しく声をかけてくれる。

「毎日、私の料理なんかでは物足りないですよね」

　私が作れるのはごくごく普通の家庭料理だけだ。

「食材のよさやシェフの腕前は、もちろん食事のおいしさを決める重要な要素だ。でも、誰と食べるかとか、自分のために作ってもらえたということも、おいしさの内だと思うけど」

　彼の言葉にびっくりだ。私の手料理を一緒に食べることを喜んでくれているの？

　複雑な家庭で育った彼が、本当は温かい家族団らんを求めているのはわかっている。私にその役目が少しでもできているなら、こんなにうれしいことはない。

「それって、褒めてもらってますか？」

　私がそう言うと、彼は無言で微笑みながらうなずいた。

　彼が頼んでくれたメインディッシュは、低温の油で長時間ゆでて作られたというチキンコンフィ。一緒に盛り付けられているフォアグラは、見たことがないほどぶ厚い。

「これ、柔らかくてすごくおいしいです」

　コンフィはナイフを入れるとポロポロと崩れるほど柔らかく、油でゆでているというのに、驚くほどさっぱりしている。そして、添えられているオレンジとマスタードのソースの程よい酸味が口の中いっぱいにフワッと広がった。

　彼は牛ヒレ肉のステーキにトリュフのソースが添えられた料理を堪能している。

「よかった。雛子、チキンが好きそうだから」

「どうしてわかったんですか？」

　お肉の中ではチキンが一番好き。でも、それを彼に言ったことはない。

「チキン料理が並ぶときは、よく食べるだろ？」

「嘘……」

「ホント」

　彼はそう言うとおかしそうに笑う。千夏さんのことで気持ちが落ちていたのに、彼の笑顔に心が和む。

「これからは食べる量を控えます」

「控える必要なんてない。俺を太らせるな」

　そういえば彼は私の料理を残したことがない、無理して食べてくれているのかなと心配になったけれど……。

「雛子の料理はうますぎて箸が止まらない」

　そう言われて思わず笑みがこぼれる。

　もしかして落ち込む私を元気づけようとしてくれているのかもしれない。それでも、幸せな気分になった。

「雛子。土曜日は休みが取れそうなんだ。どこか行きたいところはない？」

　最後にコーヒーを飲んでいた卓さんは、そんなことを言い出した。

　一緒に暮らし始めてから、ふたりでどこかに出かけるなんて初めてだ。

　でも、行きたいところなんて……。私はただ一緒に過ごせればいい。『荷物をまとめておいて』と言われたばかりだからか、余計にそんなふうに思った。

「いえ。卓さん、せっかくのお休みなんですから、ゆっくり休憩してください」

「せっかくの休みだからだよ。じっくり考えておいて」

「はい」

　なんだか胸がいっぱいだ。衝撃的なことがあったというのに、今の私はいつもより気持ちが高揚している。卓さんのひと言にこんなに影響力があるとは思わなかった。

　土曜まであと二日。楽しみができた。




　それからの二日は、幸せな気持ちと不安が複雑に入り混じった状態で過ごした。

　会社では、社内の噂にもかかわらず西脇さんが今までと変わらない様子で接してくれて助かった。でも家では、大竹さんがいつやって来るのかとビクビクした。

　卓さんは、自分のいないときに人が訪ねてきても家に上げなくていいと言ってくれたけど、大竹さんがやって来ることはなかった。

　これからのことは『少し考える』と言っていたけれど、どうするつもりなんだろう。

　だけど、私は卓さんに従うだけだ。偽の婚約者にはなにもできないのだから。
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　そして待ちに待った土曜日。

　楽しみにしすぎて早起きしてしまった私は、いつもより張り切って彼のために朝食を作った。

「おはようございます」

「おはよ」

　まだ眠そうな顔をした彼は、リビングに入ってくるなり彼の足元にまとわりついたトラを優しく撫でてから、私のところにやって来た。

「コーヒーもらえる？」

「はい」

　今日はチーズトーストとベーコンエッグ。そしてサラダだ。コーヒーを淹れテーブルに置くと、彼はそれをすぐに口に運ぶ。

　なんだかこうしていると、長年連れ添った夫婦みたい。

「で、行くところ、決めた？」

「それが、思い浮かばなくて」

　男の人とふたりで出かけるなんていう経験のない私には、どこへ行ったらいいのかさっぱりわからない。

「欲がないなぁ。それじゃあ、俺が適当に決めていい？」

　彼はトーストを口に入れながら微笑む。

　私はうなずいた。そのほうが助かる。

「トラは留守番だ」

　彼の足に甘えるようにまとわりついているトラは、私たちの会話を理解しているのではないかと思ってしまう。まるで『僕も連れてって』と言っているかのようだ。

　そういえば……。

「卓さん、本当は猫をお好きじゃないのでは？」

　彼は潔癖のはずだと千夏さんは言っていたけど……。

「嫌いだったら、飼ってないさ」

　トラをかわいがっている様子を見ていると、その言葉に嘘はないように思える。

「でも、ほらカーテンとか壁とか、爪立てちゃいますし」

　トラのせいで、部屋は傷だらけになってしまった。

「まぁ、喜ばしくはないけど、物は買える。でもトラの命は買えないだろ」

　その言葉を聞いて安心した。本当に優しい人だ。

「それじゃ、行こうか」

　朝食を食べ終わった私たちは、すぐに家を出発した。

　せっかく彼と出かけられるのだからと、一番お気に入りの黒いワンピースに白いカーディガンを羽織ってきた。彼はブルーのオックスフォードシャツとチノパン姿。シンプルな装いだけど、それがまたよく似合っている。

　どこに連れていってくれるんだろうと思っていると、彼は私をセレクトショップに連れていき、女性物を見始めた。

「これと、これと、これ。あとはこれも」

　彼は洋服を次々とチョイスして、店員に渡している。

「あの、女性物を買ってどうするんですか？」

「これ、嫌い？」

『嫌い？』って、まさか私の？

「雛子は黒とか紺とか地味な服が多いだろ。たまには明るい色もいいぞ」

　彼が店員に渡したのは、淡いピンクやブルーの洋服が多い。

「でも、そんなに一度には買えません」

　さっきなにげなく近くにあったカットソーの値段を見たら、私がいつも買っている洋服の何倍もした。何着も買うなんてとても無理だ。

「俺が買うんだからいいだろ？」

「……どうして？」

「どうしてって……そんなこと初めて言われた。昔、友達に押し付けられて一度だけデートした女に、『これも買っていいですか』って言われたことはあったけどね」

　そういうものなの？　でも、卓さんのお金は卓さんの働きへの対価であって、私の物じゃない。

「いいから、あのピンクのワンピース、着てみて」

「だから、本当に……」

　なんとか断ろうとしたものの、彼は引く様子がない。それどころか……。

「俺が似合うって言ってるのに、信じられないのか？　俺の目が狂ってるとでも？」

　突然威圧的になった彼は、「ふーん」と私を突き放す。

「そんなことは……」

「それじゃ、着てこい」

　かなり強引に試着室に追いやられ、ワンピースをしぶしぶ着てみることにした。

「やっぱり高い……」

　値札には、六万八千円と記されている。

　ドキドキしながらワンピースに袖を通し、鏡を見ると……私じゃないみたい。

　フレンチスリーブのワンピースは、シンプルだけど程よくウエストが絞られていて、スタイルよく見せてくれる。どこか清楚な感じのするワンピースに、お嬢さまにでもなった気分だ。

　試着室から出ると、卓さんはなぜだか腕を組んで黙り込んでしまった。そして店員に「タグを切ってください」と告げている。

「ほら、これとこれも」

　彼は私に白いサンダルと、バッグまで差し出した。

「本当に悪いですから」

　店員はさっき彼が渡した他の洋服と、私が着ていた洋服をせっせと畳み、袋に入れている。いったいいくら使ったの……？

「婚約者をきれいにしたいと思うのは、おかしいかな？」

　私が彼の言葉に目を丸くしていると、彼は「よく似合ってる」と私の耳元で囁いた。

　ホント、に？　千夏さんみたいに大人っぽくはどうしてもなれない。でも、いつもよりは彼にふさわしく偽なりに〝婚約者〟になれただろうか。

「ほら」

　彼が手を差し出すので、私もそっと手を重ねる。そして、店員から洋服を受け取り、店を出た。

「あの、本当に……ありがとうございます」

　こんなことになるのなら、適当に行きたい場所を考えて言えばよかったと思った。

「俺が雛子を輝かせたいと思ったんだ。俺が払うのは当然だろ。それに雛子は、そういう明るい色のほうが似合う」

　彼はそう言いながら、私の手を引く。

「本当ですか？」

「だから、また買いに来よう」

　彼はなんだか照れくさそうにそう言うと、私を再び車に乗せた。

　あと二ヶ月ちょっとしか一緒にいられないけど……それまでは彼の言葉に甘えてもいいのかな？

　でも、別れのときは確実に近づいている。そう考えると胸が苦しい。

「さて、次だ」

「はい。でも、どこへ？」

　沈んだ気持ちがバレないように笑顔を作ってみせると、彼はなにも言わずにアクセルを踏み込んだ。

　どこに行くのかと思ったら、彼は海へ向かって車を走らせ、大きなホテルに車を停める。ホテルになんの用？

　彼はなにも言うことなく、スタスタと歩いていってしまう。

「雛子、早く」

　呆然と立ちつくす私を呼んだ彼は、私が追いつくとごく自然に手をつないだ。こんなことをされると、鼓動が速まってしまう。

　彼は慣れた素振りでエレベーターに乗り、最上階のボタンを押す。

　いまだにどこに行くのかわからない私は、彼を見上げてオロオロするばかり。でも彼は涼しい顔をしている。

　やがて最上階に着きドアが開くと、そこがレストランフロアだとわかった。この間、おいしい料理を食べさせてもらったばかりなのに……。

　そう思っているうちに彼は私の手を引き、イタリアンレストランに入った。

「いらっしゃいませ」

「香川です」

「香川さま、お待ちしておりました」

　えっ、予約してあったの？

「あの、卓さん……」

「どうせどこに行くのか決められないと思ったからね」

「どうしてわかったんですか？」

「雛子は自分のことはいつもあと回しだから。他のことはテキパキ決めるくせして、自分のことには無関心というか……」

　そんなことは、ないと思うけど……。

　案内された席は、海辺に面した景色のいい席だった。

「このホテル、『アルカンシエル』って言うんだ。フランス語で『虹』っていう意味。ここから見える虹が、美しいかららしいけど」

　今日は残念ながら見えない。

「見てみたいですね」

「それじゃあ、通わないとね」

　彼は優しく微笑んだ。

　お勧めの手打ちパスタコースは、ワタリガニのトマトクリーム　タリアテッレ。もちもちとしたパスタに程よい塩気と酸味がからみ、絶妙な味わいだった。

　そしてそれを食べ終わると、デザートだ。

　メニューでは単に【デザート】となっていたのに……なんと、ホールケーキがやって来た。しかも……その上には【Happy Birthday Hinako】とチョコレートで描かれていたので、驚きすぎて息が止まりそうだった。

「卓さん、これ……」

「どうせ忘れてただろ？」

　その通り。今日は私の誕生日だった。

「ありがとうございます」

　どうしよう。うれしすぎて涙があふれてくる。それを隠そうとうつむくと、彼の手が私の頬に伸びてきて涙を拭う。

「雛子はよく泣く」

「ごめんなさい」

「そしてよく謝る」

「ごめんな……あっ」

　また謝ってから、思わず吹き出してしまった。

「おどおどしなくていい。トラを守りたいと主張したときのように、自分に自信を持てばいい」

「自信？」

　私が聞き返すと、彼は大きくうなずいた。

「雛子はトラのことになると必死でどうしたいかを訴えてくる。俺のために作る食事も、恐らく俺が肉ばかり出せと言っても譲らないだろう？」

　たしかに、健康のためには野菜も摂ってほしいから、肉だけというのはありえない。

「自分以外のことでは自分の意見を主張するのに、自分のこととなると途端に我慢を始める。千夏さんが家に来たとき、出ていこうかと悩んでたんだろ？」

「それは……」

　たしかに荷物をまとめなければと落胆した。

「泣くほどイヤだったのに、だ」

　あのとき泣いたのは、彼があの部屋にいてもいいと言ってくれて安心したからだと思っていた。でも、本当は……千夏さんのひと言が辛くてたまらなかったんだ。

「俺も高校生のとき、水泳は記録がすべてで一位以外は負けだと思ってた。でも、努力をしてきたことは自慢してもいいんだと、そのとき片思いしていた女の子が教えてくれた。まぁ、彼女にはフラれちゃったんだけどね。でも、それからは自分の努力に自信を持てるようになった」

　彼はそこまで言うと、ほんの少しだけ口角を上げてみせる。

　卓さんがフラれることなんてあるんだ。

「雛子も同じ。大切に育てているトラをあの部屋に置いておくことが迷惑だなんて思わなくてもいい。俺に作ってくれる料理が、レストランのシェフに敵わないなんて思う必要もない。雛子の努力は自慢すればいいし、もっと主張したらいい」

　今まで人からそんなことを言われたことがなかった。会社で正田さんの何倍も仕事をこなしても、周りの人にはそれがわからないから、ごく当たり前のこととして評価されてきたし、私もそういうものだと諦めていた。

「はい」

　私は私の思うままに、進んでいこう。そう思えた瞬間だった。

「雛子。誕生日おめでとう」

「ありがとうございます」

　改めてそう言われると照れくさい。でも、最高に幸せなひとときだった。

　お腹がいっぱいだったのに、ケーキはふたりで全部食べてしまった。小さめのサイズだったとはいえ、コース料理のあとには多い量だ。でも、彼の優しさが詰まったケーキを残すことなんて、できなかった。

「ちょっと食べすぎたな」

「私もです」

　甘いものが嫌いではないという彼は、私よりたくさんケーキを食べてくれた。

「散歩でもするか」

「はい！」

　ホテルを出ると彼はさりげなく私の手をとり、海の方へと歩いていく。この辺りは遊泳禁止らしく、遊泳客はいない。

「雛子って泳げる？」

「クロールらしきもので、やっと二十五メートルくらい？」

「らしきものって……」

　彼はクスクス笑う。

「今度教えてあげようか。〝らしきもの〟をクロールにしてやるぞ」

　彼はそう言うけれど、ブンブン頭を横に振った。どうしてだかスパルタで泳がされている景色が頭に浮かんだ。

「どうして拒否するんだ？」

「容赦なさそうだから……」

「バレてる？」

　予感は的中したらしい。危ない危ない。

　夏の熱い日差しが私たちを容赦なく照りつけてくる。彼は海辺に面する公園のベンチに私を座らせ、自分も隣に座った。

「ちょっと暑すぎるな」

「本当ですね」

　でも、彼とこうして時間を過ごすのは幸せだった。こめかみに汗が滴したたる彼を見てハンカチを渡そうとすると、彼はそれを奪って私の額にあてる。

「雛子も汗かいてるぞ」

　ほんの少しこうして触れられるだけで、頬が赤らんでしまう。

「ほら、拭いてやる。あ、化粧が崩れるか？」

　彼は手を止め、そう言いながら私の顔を覗き込む。

　もしかして、もう崩れてる？　慌てて彼から顔をそむけコンパクトの鏡で確認する。

「あはは。雛子はホント面白い。大丈夫。特に問題ないよ？」

　彼は盛大に笑い、私の頭をクシャッと撫でる。

「ボサボサになるじゃないですか！」

「気にしない。それとも、俺の前ではきれいでいたいという女心だったりする？」

　まったくの図星だ。私だって、彼の前ではきれいでいたい。

　私、本気で彼のこと……。でも、ダメ。私たちは三ヶ月の期限付き。もうすぐ魔法は解けてしまう。それがわかっているのに、これ以上彼に心を奪われてはいけない。

「違います。女の子はいつだってきれいでいたいんです」

　恥ずかしくなって、海を見つめたまま反論した。

「なんだ。そうだとよかったのに」

　心臓がドクンと音を立てる。

　それはどういう意味？　知りたくてたまらなかったけれど、聞く勇気はなかった。

「さて、トラに飯やらないと。一旦帰るか」

「一旦って、まだどこかに行くんですか？」

「今日は夜まで遊ぶぞ」

　彼はそう言うと、私の手を握って立ち上がった。

『夜まで』という発言に驚いたものの、こうして彼と時間を過ごせるのはうれしい。彼の言葉は一瞬で私を幸せにする。




　私たちが帰ると、トラはソファで丸くなって眠ったまま起きてこない。

「不貞腐れて寝てる」

　このところトラは食欲が旺盛で食べ盛りだ。先週は、初めてのワクチン接種も経験し、順調に成長していた。卓さんはすぐにトラのエサを用意し始める。

「またカーテンやっちゃったみたい……」

　どうやらトラはカーテンが一番のお気に入りらしく、今では見る影もない。

「寂しかったんだろ。寂しいときは人も荒れるんだから仕方ないさ」

　そう言われるとそうかもしれない。寂しくてたまらないときは、なにかに当たってしまうこともある。でもそれを許してくれる彼の広い心に救われる。

「トラとは明日遊んでやる。今日は雛子の日だ」

　トラはちょっぴりかわいそう。でも、今日くらいは許されるかな。

　ようやくピクッと起き上がったトラは、ちょこちょこと私の方に寄ってきた。

「本当によくなついてるな」

「猫がなつくなんて、知りませんでした」

「まだまだ小さい頃に母猫からはぐれたから、雛子が母親代わりなんだろう」

　それならますます愛情をかけて育ててあげたい。卓さんもお母さまがいなくて寂しい思いをしたから、トラの気持ちがわかるのだろうか。

「トラ、卓さんがエサを用意してくれたよ」

　トラを抱き上げエサの前に下ろすと、すぐに食べ始めた。

「トラ、もうちょっと雛子を借りるな」

　夢中で食べているトラは耳をピクッと動かしたものの、こちらを向く気配すらない。

「食い物に負けたな、俺」

「あはは」

「それじゃ、行くか」

　トラと遊びだすと出かけづらくなってしまう。私たちはトラがエサを食べているのを横目で見ながら、もう一度部屋を出た。




　そして向かったのは……。

「またお買い物ですか？」

　午前中に洋服を買いに行ったばかりなのに、今度は百貨店に向かった。

「ここでフェアをしてるんだ」

「なんの？」

　私が尋ねても、彼は「行けばわかる」と教えてくれない。

　催事場に着くと、たくさんの客でごった返している。その人ごみをかき分けて進むと、浴衣がたくさん展示されていた。

「今日、花火大会があるんだ」

「それで？」

　彼は大きくうなずき、私の手を引いてさらに奥まで進んだ。

「好みはある？」

　また買ってくれるつもりなんだ。

「いえ、今日のためだけになんて、もったいないです」

「誕生日なんだから、少しはワガママになれ。それにまた着ればいい」

　彼はそう言うと、いくつか手に取っては私に合わせてみて「違うな」と首を振る。『また着れば』なんて言うけれど、浴衣を着るたびに彼を思い出すのは辛いかも……。

「これどう？」

　マイペースな彼は、紺地に淡い紫の紫陽花が散りばめられた柄の浴衣を差し出した。買ってもらったばかりのワンピースとは違い、今度はちょっと大人っぽい。

「うん、これに決めよう。すみません、着付けお願いできますか？」

　彼は私の意見を聞くことなく決め、店員に着付けも頼んでいる。

　たしかに入口には【購入者には着付けいたします】と書いてあったけど……。

「雛子、行っておいで」

　遠慮してもきっと彼は買ってくれるだろう。私は店員に続き、試着室に向かった。

　大人びた柄が似合うか不安だった。でも、帯まで締めてもらうと、鏡に映る自分の姿に驚く。ピンクのワンピースを着た自分とは、また別の自分がそこにいた。

　今まで、着る物に関して大きな冒険をしてこなかったから、似たような洋服ばかりがクローゼットを占めていた。でも、彼は新しい私をどんどん見つけてくれる。

　着付けがすっかり終わり元の場所に戻ったけれど、卓さんの姿がない。辺りをキョロキョロ見渡していると、「誰か探してる？」という聞き慣れた声がした。

「えっ！」

　振り向いた瞬間、目を見開いた。だってそこには、紺地に細い白しろ縞しまの入った浴衣を完璧に着こなした卓さんが立っていたからだ。

　彼は水泳選手だったこともあり、肩幅がガッシリしている。着物はなで肩のほうが似合うなんて聞くけれど、それは女性だけの話なのかもしれない。

　和服姿までかっこいい……。思わず見み惚とれてしまいしばらく黙り込むと、「似合ってる」と彼が先に褒めてくれた。

「ありがとうございます」

　でも、恥ずかしすぎて『卓さんも素敵です』とは言えず、彼の差し出した手を黙って握った。こんなに幸せな誕生日、初めてだ。

　再び車に乗り込み、そのまま花火会場へ向かうのかと思いきや、繁華街から車で三十分ほど離れたところにある住宅地の外れの小さな神社に連れていってくれた。どうやら境内では縁日が行われているようだ。

「ここ、昔よく来てたんだ」

「そうなんですか？」

「あの頃はお袋もいて、家族で来るのを毎年楽しみにしてた」

　彼女と一緒だったのかなと思いきや、そんな小さな頃の話なんだ……。

「どうしてだろうな。もうずっと来てなかったのに、雛子と一緒に来たくなった。家族みたいな存在だからかな」

「卓さん……」

　胸が張り裂けそうに痛い。それは、本当に彼の家族になれたら……と思ってしまう自分に気づいているからだ。

「雛子には迷惑な話か」

「そんなことありません！」

　思わず大きな声が出た。すると彼は目を丸くして驚いている。

「私、卓さんが大切な場所に連れてきてくれて、うれしいです」

　いつか彼とは離れる日がくる。せめて、偽の婚約者でいられる今を目いっぱい楽しもう。

「そっか」

　彼はそう言うと、ちょっと恥ずかしそうに微笑んだ。

　それから彼に手を引かれ、たくさんの屋台の間を歩き回った。

「あっ、金魚」

　金魚すくいなんて久しぶり。

「トラがいるんだから金魚はダメ。ヨーヨー釣りならいいよ」

　彼はそう言うと、すぐ近くにあったヨーヨー釣りに私を誘う。

「ほら、雛子もやってみな？」

　私は彼の隣に座り、ヨーヨー釣りを始めた。でも、釣れたと思ったのにあっけなくこよりが切れてしまった。

「残念。次は俺」

　彼も始めたものの、やっぱりすぐに切れてしまった。でも「おじさん、もう一回」と、ちょっとムキになって続ける彼がおかしい。

「なんだよ。針と糸は得意分野なのに」

　彼の言葉に笑ってしまった。毎日のように処置をしているはずなのに、水風船を釣るのは難しいらしい。

　三回目にしてやっと釣れた彼は「よっしゃ」と小さくガッツポーズしてみせる。こんな無邪気な顔もするんだ。書斎で難しい顔をして文献を手にしているときとは、まるで違う。

「ほら、雛子に」

「ありがとうございます」

　彼は私に水色の水風船をくれた。それから射的にチャレンジしたものの、私は一発も当たらず、卓さんはずっと笑っていた。

　かき氷を食べ終わった頃には、空は真っ暗になり、提灯が幻想的な雰囲気を作り始めていた。

　夕飯としてたこ焼きを買った彼は、私の手を引くと人ごみから離れていく。このまま帰るのかと思っていたら、神社の裏手に回った。

「あっ！　きれい……」

　すると、そこからは丁度夜空に浮かぶ花火が見える。

「ここ、穴場なんだ」

　色とりどりの花火にすっかり目を奪われていると、彼は私の腰を抱き、社やしろのすぐ裏にあった石垣に座らせてくれた。

　それからしばらく私たちは花火を見上げていた。

　こんなに美しい景色を一緒に見られて幸せだ。これ以上は望んじゃいけない。もうはっきりと自分の気持ちに気づいていた私は、必死に彼との間に線を引こうとした。

「雛子、どうした？」

　そう聞かれて彼を見つめると、なぜか彼が眉をひそめる。

「さっきから、泣きそうな顔してる」

　私は思わず目を逸らしてしまった。

　知られてはいけない。私が彼を……本当に好きになってしまったなんて。

　これは契約。彼は最初に『俺は誰も愛さない。だから雨宮さんも俺を好きにならなくていい』と念を押していた。彼がこうして優しくしてくれることに、深い意味はない。彼は優しいから、一緒に誕生日を祝ってくれただけだ。

「なんでもありません」

　やっとのことでそう吐き出すと、彼の手が伸びてきて私の肩を抱く。

「また我慢する」

　我慢しなくちゃいけないの。絶対にこの気持ちは知られちゃいけない……。

　涙がこぼれそうになり目を閉じて首を振ると、彼は手に力を込めて私を抱き寄せる。

「そんな顔をされたら、抱きしめたくなるだろ」

　耳元に彼の熱い吐息がかかると、無意識に彼の浴衣をギュッと掴んでいた。今だけ、許して。誕生日の今日だけ、シンデレラでいさせて。

　遠くから花火がバーンバーンと上がる音が聞こえる。でも私は、彼の鼓動だけを聞いていたかった。

「雛子」

　しばらくすると彼が突然口を開いた。

「はい」と返事をして離れようとしたのに、彼の手の力は緩まない。

「俺……」

　そう言ったっきり、再び黙った彼は、なにを言おうとしたのだろう。

　それから彼はほんの少しだけ手の力を緩め、私の髪を優しく梳いた。まるで愛しい人にするかのような行為は、私の頬を真っ赤に染める。

　でも、これは契約。私は偽りの婚約者なんだと、自分に何度も言い聞かせた。

「そろそろ帰ろうか」

　彼がそう言い出したとき、胸が痛んだ。ずっとこうしていられたらいいのに。シンデレラは魔法が解けてしまう。

　結局食べなかったたこ焼きを持って、私たちは車に戻った。




「今日は、ありがとうございました」

　運転席に座った彼に精いっぱいの感謝を込めそう口にすると、彼は「これくらい」とつぶやく。そして、私の方に体を乗り出してくるとダッシュボードを開け、なにかを取り出した。

「誕生日プレゼントだ」

「嘘……」

　洋服も浴衣も買ってもらい、素敵なレストランで食事もして、こんなに楽しい時間を過ごしたのに、まだあるの？

　彼は小さな箱を開けると私の左手を取り、薬指に指輪を差し込んだ。その指輪には、見たことがないほど大きなハートシェイプダイヤがキラキラと輝き、その横にも小さめのダイヤが飾られていた。

　待って。これって、婚約指輪じゃないの？

「卓さん、これは……」

　ドクンドクンと大きく音を立てて心臓が打ち始める。もしかして、私と本当に……。

「大竹さんもこれで信用するだろう。今は俺が忙しくて時間が取れないから、余裕ができ次第、挨拶に行くと言っておく」

　その言葉を聞いた瞬間、高揚した気持ちから一気に地獄に突き落とされてしまった。彼との結婚は最初から契約でしかないのに、期待するなんて私はバカだ。

　彼から視線を逸らし、指輪を見つめる。それはうれしいからではなく、辛いから。

「こんなに高い指輪じゃなくても……。ダイヤは高く売れないんですよ？」

　精いっぱいの強がりを吐いて、唇を噛みしめる。

　恐らく、ごく普通のＯＬの私にはそぐわない高価なものだろう。大竹さんと千夏さんの疑惑の目から逃れるためだけなら、もう少し安い物でもよかったんじゃ……。

「売らなくていい。誕生日プレゼントなんだから、雛子のものだ」

　これをもらってしまったら、私の心をお金で売ったみたいでイヤだ。それに……気持ちのこもっていない指輪なんていらない。

「いりません。ちゃんと返します」

「雛子は頑固だな。もらっておけばいいのに」

　彼は平然とした顔でそう言うけれど、私は傷ついていた。

「帰りましょう」

　今度は私からそう言った。彼との最高の思い出の一日になるはずだったのに、一瞬で最悪の一日になってしまった。早く浴衣も脱ぎたい。

「そうだな。雛子、腹減ったらたこ焼き食べてもいいよ」

　どうしてそんなことが平気で言えるの？　……そうか。私のことなんてまったく眼中にないからか。

　最初からわかっていたことなのに、改めてその事実を突き付けられた気がして、苦しい。

「お腹は空いてません」

「そっか。実は俺も。ケーキ食いすぎたな」

　誕生日ケーキのサプライズがあったときは、最高に幸せだった。時間が巻き戻せるなら、あのときに戻りたい。

　それから私はなにも話せなかった。卓さんもなにも言わなかったから、車の中には重い沈黙だけが続いた。

　マンションの地下駐車場に着き車を降りると、彼は助手席のほうに回ってきた。

「足、平気？」

「えっ？　大丈夫です」

　浴衣と一緒に買ってもらった下駄の鼻緒が擦れて、ちょっと痛かったけれど、気づかれているとは思わなかった。

「また我慢か」

　彼はそう言うとしゃがみ込み、下駄を脱がせる。

「皮がめくれてるじゃないか。悪かった。もっと早く気づけばよかった」

　そんなに優しくしないでほしい。それに、今は足より胸が痛い。

「本当に大丈夫です」

　そう言いながら彼の手から下駄を奪おうとすると……。

「手のかかるお嬢さんだ」

　彼は初めて会ったあの日のように、私を抱き上げると歩きだした。

「卓さん、下ろしてください。歩けます」

　そう訴えても彼は素知らぬ顔。

「卓さん！」

「暴れるな。余計に重い」

　辛すぎる。こんなことをされたら、忘れられない……。彼のこと、忘れなくちゃいけないのに、どうしても。

　私は目を閉じて早く部屋に着くことだけを祈った。

「ありがとうございました」

　やっと玄関で下ろしてくれた彼に頭を下げると、泣きそうになって必死にこらえる。

　こんなに辛い時間をあと二ヶ月も耐えられるだろうか。

「消毒する？」

「いえ、シャワーで大丈夫です」

　私はそのまま浴室に駆け込んだ。涙が勝手にあふれてきてしまったからだ。シャワーを全開にして嗚咽を漏らす。完全に失恋。婚約指輪をもらったのに失恋したなんて、最悪だった。

　左手薬指には外し忘れたダイヤの指輪。それを見るだけで胸が苦しい。……でも、彼は悪くない。私が悪い。本気になった私が。

　ひとしきり涙を流すと、少しだけ気持ちが落ち着いてきた。洗面所の鏡に向かって必死に笑顔の練習をしてから、リビングに向かう。彼の前では笑顔でいたい。

「お先に……」

　満面の笑みを用意してリビングを覗くと、卓さんは浴衣のままソファで眠ってしまっていた。胸元が少しはだけている。

　ずっと激務だった彼は、私のために無理してくれたのかもしれない。

「大人なのかな……。これが大人ってことなのかな……」

　志穂さんは私に『あの香川くんがなんの感情も動かない人と同居なんてしない』と言ったけれど、卓さんの感情はなにひとつとして動いていない。『一緒に暮らしていれば、なにか変わるかもしれない』とも言ってくれたけど……なにも変わらない。

　あっという間に彼に惹かれてしまった私は子供で、割り切った関係だと線を引ける卓さんは大人なのかもしれない。でも私は、どうしても大人にはなれそうにない。

「雛……」

　そんなことを考えながら彼を見つめていると、寝返りを打った瞬間彼の口から私の名前がこぼれた。

「嘘……」

　もうこれ以上振り回さないで。

　契約はまっとうする。でも、契約の更新はないと突きつけられた今、必死に別れに向けて心の準備を始めるしかない。

　あと二十分で午前０時。シンデレラの魔法は、日が終わる前に解けてしまった。

「卓さん……」

　それでも、今日だけは私の卓さんでいて――。

　私は彼に毛布をかけると、ソファの前に座り込み、彼の寝顔を眺めていた。

　そして『好きです』と心の中で囁いて、私もそのまま目を閉じた。




　目覚めたときには外が明るくなっていた。トラが私の膝に乗り満足顔で鳴いている。

　眠っているはずの卓さんの姿はなく、代わりに私に毛布がかけられていた。

　浴室からシャワーの音がする。どうやら彼はシャワーのようだ。

　昨日のことを思い出すと、胸が痛い。

「トラ、私に元気をちょうだい」

　トラを抱き上げそう言うと、手足をばたつかせて喜んでいる。昨日ひとりで寂しかったのかもしれない。でも、こうして素直な反応ができるトラがうらやましい。

　トラにエサを用意していると、彼がリビングに入ってきた。

「おはようございます」

「おはよ。雛子、こんなところで寝たら風邪ひくよ」

「ごめんなさい。つい」

　朝食を作るためにそう言いながらキッチンに向かうと、「そんなに俺のそばにいたかったの？」なんて私をからかうから、少し腹が立つ。

「そうです」

　彼への思いを封印すると決めたはずなのに、思わずそんな言葉が口をついて出てしまった。

「雛子……」

　彼の顔を見るのが怖い。迷惑そうな顔をされていたら、残りの期間を耐えられない。だから私は振り向くことなく、冷蔵庫を開けた。

「卓さん、朝はなににします？」

　余計なことを言ってしまったと後悔した私は、話を変えるようにそう聞いた。でも、顔は冷蔵庫に向けたままだ。今は笑えない。

「雛子に、任せる」

　すると少しトーンを下げた彼の声が聞こえてきた。

　また淡々と日常を送ればいい。昨日のことはもう忘れる。

「それじゃ、和食にしましょう」

　そんなことを口にしながら、ぐっと涙を呑み込んだ。




　卓さんは今日も珍しくお休みで、朝食を食べるとトラと遊び始めた。

「なんだ、すねてるのか？」

　トラはあまり乗り気ではないらしく、勝手にボールで遊んでいる。

「悪かったよ。昨日雛子をひとりじめしたからだろ？」

　彼のひと言にいちいち心が揺れてしまう。これを断ち切らなければ……。

　私がコーヒーを淹れると、彼はトラを眺めながらカップを口に運んだ。すると、突然スマホが震えて緊張が走る。急変だろうか。

「Ｈｅｌｌｏ」

　彼はすぐに電話に出ると、流ちょうな英語で話を続ける。

　英語なんてまったく話せない私には、なんの会話をしているのか見当もつかない。

「お仕事、ですよね……」

　しばらくして電話を切った卓さんに私がそう尋ねると、彼は「ふー」と大きな溜め息をついてから、ジッと私を見つめる。

「実は大学の教授の伝つてで、アメリカの権威におじいさんの検査データを診てもらった」

「本当ですか？」

　そんなこと、ちっとも知らなかった。彼は大きくうなずいたものの、口をつぐむ。それは恐らく……。

「打つ手がないんですね？」

　私のほうからそう切り出すと、彼は悔しそうな顔をしてうなずいた。

「新しい抗がん剤の可能性も探ってもらった。でも、おじいさんの今の状態で試すのはリスクのほうが大きいと」

　ずっと文献を読み込んでくれていた彼から朗報がなかった時点で、この日が訪れるのを覚悟していた。でも、改めて現実を突き付けられると、言葉が出てこない。

「おじいさんを香川ホスピタルに移してくれれば、最後まで手を尽くすつもりだ」

　彼はそう言ってくれたけれど、私は首を横に振った。

「おじいちゃん、生まれ育った街から出たくないと思います。恐らく、すでに覚悟もしています」

　以前おじいちゃんは、『雛子の花嫁姿が見られなかったな』と言っていた。だから早く結婚したいと思ったのだけど、『見られなかった』と断定したおじいちゃんは、自分の余命を知って覚悟を決めつつあるのだと感じた。

「そうだよな。わざわざ見知らぬ土地に来たくないよな」

「いえ、でもありがとうございました」

　そこまで考えてくれた彼の優しさに頭を下げた。

　そして私はひとりでベランダに出た。高層階のここは風が強く、髪が乱れる。でも今日は頬の涙を隠すことができるから、それがかえってよかった。

「おじいちゃん……」

　遠くの海に視線を移し涙を流していると、窓が開く音がして、うしろからフワッと抱き寄せられた。

「我慢ばっかりするな」

　私の耳元でそう囁いた彼の腕をギュッと掴む。

「どうして人は死んじゃうのかな……」

「そうだな。でも寿命という期限があるから、輝けるのかもしれない」

　そうなんだろうか。おじいちゃんの死を目の前にして、寿命があることを手放しでは喜べない。でも、彼の言ったことも少しだけわかる。人はいつか終わりがくると知っているから、今を精いっぱい生きたいと思うのかもしれない。

「そっ、か」

　頭が混乱して、すべてをうまくは呑み込めない。でも、彼の温かい手が私を勇気づけてくれた。

　おじいちゃんに会いに行こう。会って笑顔で話そう。そう思いながら、晴れ渡った空を見上げた。




　月曜日はいつも仕事が忙しい。それでもパソコンに向かっている間は余計なことを考えずに済むので、今の私には丁度よいかもしれない。

「雨宮さん。悪いけど、これコピーしておいてくれる？」

「わかりました」

　私が西脇さんから書類を受け取ると、周りの人の視線を感じる。どうやら、私たちが付き合っていると完全に勘違いしている人もいるようだ。それでも、聞かれてもいないのに自分から『違います』とは言えない。

　西脇さんに断りを入れようと決めた私は、その日の夕方、彼が営業から帰ってくるのを待っていた。でも彼はなかなか姿を現さない。

「お先に失礼します」

　十八時過ぎまで待ってみたけれど今日は諦め、部長に挨拶をして会社を飛び出した。

　いつものようにスーパーで買い物をして、マンションに戻る途中でスマホが震えた。

「もしもし」

『雛子。大竹さんが家に来ると言っている。でも俺、もう少しかかりそうで……俺が帰るまで部屋に上げなくていいから』

「そんなわけには……」

　家にいることがバレているのに、無視するなんてできない。

『ごめん、呼ばれてる。わかった？』

　彼は慌ただしく電話を切ってしまった。

「どうしよう……」

　すぐに家に帰り、キッチンで夕食を作り始めたものの、ソワソワして落ち着かない。卓さんのほうが早く帰ってくることを祈るしかない。

　だけどビーフシチューを作り終えた頃、チャイムが鳴ってしまった。大竹さんだ。やっぱり無視する度胸は持ち合わせておらず、意を決してインターホンを取った。

『大竹です』

「どうぞ」

　オートロックを解除すると、彼はすぐにやって来た。

「卓さんはまだですか？」

「はい。先ほど電話があり、もう少しかかるようです」

　トラを寝室に入れてからリビングに通すと、彼はソファに座った。

「コーヒーでよろしいですか？」

「お構いなく。それより千夏さんに聞きました。出ていかれるとか」

　いきなり直球で来た。私は気持ちを落ち着かせるために、コーヒーを淹れ始めた。

「荷物はもうまとめましたか？」

　私がなにも答えないでいるから、彼は少し不機嫌そうだ。

「いえ。出ていきませんので」

　私はさっきつけたあの指輪に触れながら、そう口にした。

「いくら欲しいんですか？」

「えっ？」

「卓さんをたぶらかして、いったいいくら欲しいんですか？」

　コーヒーをカップに注ぐ手が震える。お金なんて欲しくない。

　それでも絶対に感情的にならないと決め、コーヒーを運んだ。

「どうぞ」

「なるほど、肝の座ったお嬢さんだ。そのくらいじゃないと人は騙せないでしょうね」

　屈辱的な言葉を並べられても必死に耐える。卓さんを守りたい。いくら跡取りだからといって、本人が納得していないのに好きでもない人と結婚させるなんておかしい。

「黙秘ですか」

　口を真ま一いち文もん字じに結び黙っていると、大竹さんは呆れ顔で肩をすくめる。

「……千夏さんは、卓さんが好きなんですか？」

　私は一番聞きたかったことを口にした。

「あなたはまだ若いですね。恋だの愛だの、そんなものはすぐに冷めます。それより、香川ホスピタルの将来です。優秀な医師同士が結ばれ、その遺伝子を受け継いだ子供が生まれれば御おんの字です。千夏さんもわかっていますよ」

　卓さんは物じゃない。感情のある人間だ。

「それでは、千夏さんは彼の地位とお金が目当てということですね」

「それは違うでしょう。千夏さんはあなたとは違い、立派な家の御令嬢です。それにご自身の能力も高く、内科医としての腕も期待できます」

　平凡な庶民のＯＬはお断り、ということか。

「ここに好きなだけ金額を書き込んでください。それで卓さんのことはお終いに」

　大竹さんがジャケットの内ポケットから出してきたのは、小切手だった。

　最初に話を聞いたときは偽装婚約なんて無茶なことを……と思ったけれど、卓さんがそうしたかった気持ちが今ならわかる。

　恐らく彼は、心の底では温かい家庭を望んでいる。それでも、今までの経験からそれを諦め、結婚から遠いところに自分を追い込んでしまったのかもしれない。

「それでは、遠慮なく」

　私は差し出された万年筆を受け取り、小切手に数字を入れ始めた。

　こんな屈辱、許さない。１の数字のうしろに、できるだけ細かく０を書き足す。いくつかなんて数えない。書けるだけ並べる。

「ちょっと……」

「好きなだけとおっしゃいましたよね？」

　私は怒っているの。

　そのとき、玄関のドアが開く音がして、卓さんが走り込んできた。

「雛子」

　彼は私を見つめ、大きな声を上げる。そして近づいてきて手元を覗き込んだ。

「あはは」

　すると険しい顔が一転、笑顔に変わった。彼の視線の先の小切手には、数えきれないくらいの０が並んでいる。

「手切れ金か？」

「はい、そうです。いくらでもいいと言われたので」

　私がそう言うと、彼はさらに０を付け足し始めた。

「もう少しもらったほうがよくないか？」

「そうですね」

　私たちの会話に、大竹さんは完全に固まったままだ。

　仕事柄、手書きの小切手は改変されないように旧漢字を使って書くと知っている。でも、もらう気なんて最初からないから、なんでもいい。

「大竹さん、これで満足？」

　卓さんはとんでもない額が書き込まれた小切手を大竹さんに差し出した。

「ふざけるのもいい加減にしてください」

　大竹さんはメガネを押し上げ、声を荒らげる。

「ふざけているのは大竹さんです。金で愛は買えません」

　卓さんは極めて冷静だった。

「まったく。愛なんてものはすぐに冷めます。それをご存じなはずでしょう？」

　まただ。また、お母さまのことを引き合いに出してきた。

「私たちがいつまで経っても父に挨拶に行かないことを追及しに来られたのでしょうけど、それは引継ぎで忙しいからだとお話ししたはずです。私は、雛子に永遠の愛を誓いました」

　卓さんはそう言うと、私の左手を取り指輪を見せる。この日のためだけに買われた指輪は、憎らしいほど輝いていた。

「私は彼女と結婚します。大竹さんがなんと言おうとも、これは決定事項です」

　卓さんが淡々と告げると、大竹さんも口を開いた。

「それじゃあ、香川ホスピタルはどうするんですか？」

「継ぐって言ってるだろ」

　今まで丁寧な物言いだったのに、卓さんの口調が変わった。本気で怒ってる……。

「アンタからそれ以外の指図は受けない。俺の妻になるのは雛子だ。妻が医者である必要なんて、どこにある？」

「院長がお認めになりません」

　大竹さんは焦ったように口を開いた。

「親父はそんな面倒なことをいちいち考える人じゃない。俺が雛子といて幸せなら反対したりしない」

　そういえば、お父さまからのアプローチは一度もない。

「俺も親父も、愛がすぐに冷めるものだとわかっている。ただ、温め続ければ冷めないこともね」

　卓さんの意外なひと言は、私の胸に響いた。

　恐らくお父さまは忙しかったのではないだろうか。卓さんを見ていればわかる。そして院長でいる時間ばかり増え、父や夫である時間を忘れてしまったのかもしれない。

　大竹さんは「ふー」と溜め息をついて立ち上がり、出ていく。なにも言い返せなかったからだろう。

「後悔しても知りませんよ」

「しませんから、ご心配なく」

　玄関でふたりがそんな会話をしているのを、リビングを出たところで眺めていた。

　どうしよう。こんなことまで言ったのに婚約破棄となると、『ほらやっぱり』と言われてしまう。彼はそんな罵ば声せいを浴びながら、生きていくの？

「卓さん、あの……」

　なにを言ったらいいのかわからない。でも、彼のことが心配になってしまった。

「雛子、ありがとな。トラを出してやって」

　寝室のドアを開けると、ベッドの真ん中で丸まっているトラを抱き上げた。

「ごめんね、寂しかった？」

　でも、一番寂しいのは、身近に敵を抱えた卓さんなのかもしれない。

　それから彼は偽装結婚についてなにも言わなかった。私は彼にかける言葉が見当たらず、そのまま淡々と日常を過ごした。

　今は、なんの変わりもない平和な時間が、彼を癒やす気がした。










愛人疑惑？




　そしてその週の木曜。ようやく西脇さんを捕まえることができた。

　久しぶりに早く営業先から帰ってきた彼が帰宅するのを駐車場で待っていると、彼が私を見つけて近寄ってきた。

「雨宮さん、お疲れさま。もしかして、俺のこと待ってた？」

　満面の笑みでそう言われて、気がとがめる。そういう意味で会いたかったわけではないからだ。

「西脇さん、この間のお返事なんですが……」

「場所を移そうか。ここじゃ皆通るしね。飯行かない？」

「あ、あの……」

　今日は卓さんは当直なので夕飯を作る必要もない。でも、お断りの返事をするのに長居はしたくない。

「さ、行こう」

　それなのに彼は私の手を強引に引き、車に乗せた。

　西脇さんは十五分ほど車を走らせ、レストランの駐車場に車を停める。

「ここでいい？」

「……はい」

　食事をする気にはなれなかったけれど、断る隙を与えてくれない。

　店内に入り窓際の席に座ると、彼はメニューを差し出した。

「雨宮さん、なにが好き？　雨宮さんのこと、いろいろ教えてよ」

「あっ、いえ。西脇さん……」

　彼は承諾の返事をしに来たと思っているのかもしれない。これ以上勘違いさせては申し訳ないと、思いきって口を開いた。それなのに……。

「断りに来たんだろ？　でも、俺諦める気ないから」

　先にそう言われてしまい、言葉を失う。私が断ることをわかっていたなんて、驚きだった。

「さっきから全然笑わない。ちっとも楽しそうじゃない」

　だから、バレてしまったのか……。

「ごめんなさい」

「でも俺、ハードルが高いほうが燃えるんだよね。絶対に雨宮さんを落とすから」

「ハハ」と乾いた笑いをする彼は、私から視線を逸らそうとしない。

「好きな人、いるの？」

　その質問に即座に答えられない。

　好きな人と婚約している。でも……もう別れることが決まっている。

　目を伏せると「やっぱりあのマンションの人なんだろ？」と言われて焦る。

「違います！」

「ムキになるのがアヤシイよね」

　彼がこんなに鋭く切り込んでくる人だったなんて、知らなかった。

「愛人はやめておけ。雨宮さんが不幸になるだけだ」

　彼はすっかり私をあのタワーマンションの住民の愛人だと決めつけているようだ。だけど、報われないという点では同じなのかもしれない、なんて頭の隅で考える。

「ま、いいや。今日は初デートなんだから楽しく飯食おうよ」

　彼は私が困惑していることなんて気にすることなく、メニューを開いている。

「雨宮さん、俺が決めちゃうよ？」

　どう話せばいいのか悩んでいると、彼はウエイトレスを呼び、私の分まで注文を済ませた。

　それからなにを話したのかよく覚えていない。互いのことをあまり知らないこともあり、仕事の話が多かったけれど、私はほとんど相あい槌づちを打つだけで終わった。




「送るよ」

「いえ、駅で降ろしてください」

「遠慮はいらないよ。あのマンションに帰るの？　だとしたら帰したくないけど」

　彼はサラリとそんなことを言う。

「愛人なんかじゃありません。お友達が住んでいるんです」

　以前もした説明を改めてしたものの、彼は信じてくれない。

「それじゃ、その友達に会わせてよ。やましくないなら、できるだろ？」

　彼はそう言うと、アクセルを踏み込んだ。

「でも、忙しい人でいるかどうか……」

「電話してみて」

　なんだか西脇さんが攻撃的にすら感じて、少し怖い。

　私は仕方なく、志穂さんの電話番号を表示して電話をかけ始めた。迷惑をかけたくないので、できれば出ないでほしいと思ったものの、つながってしまった。

『もしもし、雛子ちゃん？』

「あの……志穂さん。この間の女子会は、ありがとうございました」

『この間？』

　彼女は怪訝な声を上げるけれど、それも仕方がない。女子会をしてから何度も顔を合わせているし、今さら改めてお礼を言うようなことではないからだ。

「まだお仕事ですよね」

『うん』と言われるのを期待したけれど、『もう家だよ』と返事が来た。

「ちょっと事情があって、これから人に会っていただけませんか？」

　なんと言っていいのかわからず、そう切り出した。本当は西脇さんとこうして会ったことを卓さんに知られたくない。誰にも言わないでおくつもりだったのに……。

『事情って……。その人、今一緒にいるのね？』

「はい。会社の先輩なんですけど……」

『それじゃ、今は詳しいことは聞かないでおく。でも、雛子ちゃんの頼みなら、もちろんＯＫよ。すぐに来る？』

　志穂さんが鋭い勘を働かせてくれて助かった。

「今向かっているので、マンションに着いたら、また電話してもいいですか？」

『了解』

　電話を切ると、西脇さんはちょっと驚いたような顔をしている。本当に友人が住んでいるとは思っていなかったのだろう。

　志穂さんをこんなことに巻き込むなんて……と思ったけれど、今はこれしか思いつかない。卓さんとのことは偽装であるが故、できるだけ大ごとにしたくない。

　西脇さんはマンションの場所を覚えていて、道案内しなくてもたどり着いた。

　志穂さんに連絡を入れると、すぐに降りてきてくれると言う。

「志穂さん、すみません」

　エントランスまで来てくれた彼女に頭を下げると、西脇さんも小さく会え釈しゃくした。

「雛子ちゃんの先輩ですね」

「西脇と申します。なんか、すみません。彼女がここに住んでいるどなたかの愛人でもしているんじゃないかと僕が思い込んでしまって……」

　西脇さんは少しバツの悪そうな顔をして謝った。

「あはは、それで」

　志穂さんはそう言いながら私に目配せする。

「お若い方も住んでいらっしゃるんですね……」

　西脇さんは感かん嘆たんの溜め息をつく。たしかに、ここはいわゆる普通の会社員には住めないマンションだ。

「いえいえ。たまたま主人がとある会社の取締役をしているので。雛子ちゃんとはずっと前からのお付き合いで、こうしてよく遊びに来てもらっているんですよ」

　まさか自分の会社の親会社の取締役だとは、さすがに西脇さんも気づかないだろう。でも、志穂さんにまで嘘をつかせて申し訳ない。

「雛子ちゃん、この間の話、ちょっと進展があったの。寄ってかない？」

　しかもそんな機転まで利かせてくれる。

「はい。それではお邪魔します」

　私がそう言うと、西脇さんは納得してくれたようだ。

「僕のとんでもない早とちりでご迷惑をおかけしました。それじゃ雨宮さん、また」

「はい。今日はありがとうございました」

　そうして西脇さんは去っていった。

「志穂さん、本当にごめんなさい！」

　エレベーターに乗った瞬間、深く頭を下げる。

「いいのよ。ちょっとびっくりしたけど、楽しんじゃった。今日、聡、接待なの。香川くんはもう帰ってくる？」

「卓さんは当直です」

「それじゃ、また女子会しなくちゃ」

『楽しんじゃった』と言う志穂さんは、本当に表情が明るくて楽しげだ。

　トラがいるからまた卓さんの家でということになり、彼女は一旦自分の家に帰ってからすぐに来てくれた。

「トラくーん」

　リビングに入るなり、志穂さんはトラに駆け寄る。

「香川くんがいないときは、雛子ちゃんをお願いね」

「ニャー」

　トラは美人に弱いらしい。志穂さんに撫でられ、甘えた鳴き声を出している。

「ね、それで彼は、雛子ちゃんのことが好きなのね？」

　ソファに案内した途端、彼女は口を開いた。

「実は告白されました」

「やっぱり」

　コーヒーを淹れるためにキッチンに行くと、トラもついてくる。

「なついてるね」

「ママだと思ってるみたいで」

「トラくんと一緒にしちゃ怒られるけど、香川くんも雛子ちゃんになついてるよね」

『なついてる』なんて志穂さんが言うから、吹き出してしまった。

　コーヒーをふたつ運ぶと、女子会のはじまりだ。彼女が持ってきてくれたクッキーもお皿に並べた。

「それで、雛子ちゃんは西脇さんと付き合っちゃうの？」

「いえ。実は今日、お断りしたんですけど、諦めないと言われてしまって」

「ヤダ。モテモテ」

　志穂さんは茶化すようにそう言いながら、クッキーに手を伸ばす。

「そんなことありません」

　モテるはずの彼が、なんであそこまで私に執着するのかわからない。

「でも、断ったんだね。なんかうれしい」

「うれしい？」

「うん。私も聡も、雛子ちゃんには、香川くんをお勧めしたいもん」

　そう言われると複雑だ。いくら私が恋焦こがれても、手の届かない人なのだから。

「卓さんは、私になんて興味ないですよ」

「雛子ちゃんも興味ない？」

　志穂さんに心の中を覗かれているみたいで、苦しくなってしまう。なにも言えないでいると、彼女はにっこり笑って再び口を開く。

「西脇さんの告白、どうして断ったの？」

「それは……今は卓さんの婚約者ですし」

　苦し紛れにそう言うと、志穂さんは小さく首を振る。

「それじゃあ、香川くんとの偽の婚約期間が終わったとき、西脇さんがまだ諦めてなかったら付き合うの？」

「それは……」

　今、私の心の中ではその可能性はゼロだ。どうしても西脇さんと手と手を取り合って生きていく自分の姿が思い描けない。

「ごめんごめん。ついムキになっちゃった。でもね、私はいつでも雛子ちゃんを応援してる」

　志穂さんは、間違いなく私の気持ちに気づいている。

　でも、卓さんの心が私の方を少しも向いていないとわかっているのに、自分の気持ちをさらけ出す勇気は私にはなかった。

「でも愛人には笑っちゃった」

　志穂さんは笑いが止まらないという感じで、クスクス笑っている。

「はい。さすがに私もびっくりでした」

「まぁ、私も聡の奥さんじゃなかったら、こんなマンション住めないけど」

　志穂さんも私と同じように、ごく普通の会社員だったと聞く。

「私の名前はいくらでも使って。でも、女子会で進展を報告するのよ？」

「ありがとうございます」

　それから私が偽装婚約を受け入れた理由のひとつでもあるおじいちゃんの病気のことを話すと、志穂さんは真剣に耳を傾けてくれた。

「そっか……雛子ちゃん、辛いね」

「……はい」

　志穂さんも悲しげな顔をする。

「香川くん、若いのにすごく優秀なんだって。今の病院に退職したいと申し出たら、給料倍にするから残ってほしいと引きとめられたみたい」

「倍！」

「うん。その彼が四し方ほう手を尽くして難しいというのは……」

　それから彼女は黙り込んでしまった。私は膝の上のトラを撫でながら口を開く。

「私、おじいちゃんに、花嫁姿を見せてあげたくて……」

「それ、香川くんに言ったの？」

「はい。もし私に好きな人ができなければ、花婿役は引き受けると言ってくれました」

　私がそう言うと、志穂さんは大きくうなずく。

「ここからは私のひとり言ね」

　志穂さんは妙な前置きをしてから話し始めた。

「もし、雛子ちゃんが香川くんのことを好きなら、堂々とおじいさんの前で幸せな顔をすればいい。私ならそうするな。その日は愛する人のことだけ考えて、世界で一番幸せな花嫁になる」

　そして志穂さんは再びクッキーを口に入れ、「おいしいなやっぱり」と自社製品を褒めちぎっている。

　許されるのかな。大竹さんに嘘をつくためだけに婚約指輪を買ってもらった私が、たとえその日だけだとしても、卓さんの花嫁に――世界で一番幸せな花嫁に――なってもいいのかな。

「あ、聡、帰ってきたみたい」

　志穂さんは震えたスマホを確認してから、私に見せる。

「あはは」

【浮気中ですか？】と書かれた宮城さんからのメッセージに思わず吹き出した。

「えっ、ちょっと！」

　私が焦ったのは、志穂さんが【なんでバレたの？】と返信してしまったからだ。

「このままここに泊めてもらっちゃおうかな」

「なに言ってるんですか！　すぐ帰ってください」

　焦りに焦って、志穂さんの手を引き、立たせようとすると……。

　――ピンポーン。

「あ、来た」

　来たって、宮城さん？　なんでここってわかったの？　焦ってたの、私だけ？

「雛子ちゃん、好きな者同士はどうやったって惹かれるの。あー、また惚気ちゃってごめんね」

　志穂さんは、テレパシーが通じて迎えに来た宮城さんを前に目尻を下げる。

「まったく、なんだよあの返事は」

「いいじゃない。わかったんだから」

　ケンカしているようで、仲のいいところを見せつけられている気もする。

「雛子ちゃん、また志穂が迷惑かけたみたいでごめん」

「違います。迷惑かけたのは私のほうです」

　首を振って否定すると、志穂さんは顔をほころばせる。

「また内緒の話しようね」

　意味深な言葉を吐いた志穂さんに、眉根を寄せる宮城さん。

「コイツ、なんか言った？」

「宮城さんのこと、大好きみたいです」

「ちょっ、雛子ちゃん……」

　途端に焦りだした志穂さんは、「帰ろ」と宮城さんを引っ張って帰ってしまった。

『好きな者同士』か……。片方だけじゃダメだよね。

　閉まったドアを見ながらそんなことを考えてしまって、胸が痛んだ。










仮かり初そめの花嫁




　時はあっという間に過ぎ、契約期限の折り返し地点にきた。彼の婚約者でいられるのは、あと一月半だ。

　卓さんは仕事の引継ぎに忙しく、家にはほんの数時間仮眠しに帰ってくるだけで、病院にいることが多くなった。それでも帰ってきてくれるのがうれしくて、できる限り食事を作って彼に食べてもらった。

　大竹さんと千夏さんは諦めたのか、あれ以降なんの連絡もない。嵐の前の静けさのようでちょっと怖くもあったけれど、私にできることはなにもなかった。

　そして西脇さんもあれから積極的にアプローチしてくることはなかった。とはいえ社内では相変わらず親しげに話しかけてくるから、皆から本当に付き合っていると誤解されているのがわかった。




「それじゃ、行ってくる」

「大丈夫ですか？」

　今日も三時間しか眠っていない卓さんのことが心配でたまらない。

「慣れてるから平気だよ。雛子、今週末は休めるんだ。出かけるから、予定を入れないでおいて。じゃあ」

　それだけ言い残して、彼は出ていった。

　どう見てもこのハードスケジュールにそんな余裕はないように思えてしまう。それでも、彼と久しぶりにゆっくり過ごせるのかと思うと、心が躍る。




　そして、翌日の金曜日。当直でもないのに遅くに帰ってきた卓さんは、食事を済ませるとすぐにベッドに入った。

　彼の体力はもう限界に見える。せっかくの彼とのお出かけだけど、やっぱり部屋でゆっくりしたほうがいい。

　ベッドの端に滑り込むと、彼がスースーと寝息を立てているのが聞こえる。いまだに同じベッドで眠るのは緊張してしまうけれど、これがなくなってしまうのはとても寂しい。

「卓さん」

　小さな声で彼の名前を呼んでみる。そして『大好きです』と心の中でつぶやくと、彼が突然寝返りを打ち私の手を握ったので、バクバクと心臓が暴れ始める。

　一旦は手を引こうとしたものの、幸せすぎてそのままそっと握り返してしまった。

　こんなことになるなんて、ちっとも思っていなかった。トラを守りたい一心で、そして私たちを助けてくれた卓さんの役に立ちたくて、婚約者のフリなんて承知したけど、まさか本気で好きになってしまうなんて……。

　でも今は、彼との幸せな時間を楽しみたい。すぐにやって来る終わりの日までは。

　そして私は、そのまま目を閉じた。




　翌朝、朝食を作るためにキッチンに立っていると、卓さんも起きてきた。

「おはようございます。もう少し眠られては？」

　ずっと睡眠不足が続いているから心配だ。

「いや、今日は出かけるよ。予定入れないでって言っておいたはずだけど……」

「それはそうですけど、卓さんの体調が心配です」

　無理しないでほしい。

「昨日はぐっすり眠れたから大丈夫」

　そう言われて、ハッとする。結局手をつないだまま眠ってしまったけれど、気づかれてないよね……。

　それからすぐに朝食を済ませると、彼は「今日はこれ」と私の洋服を指定する。それは誕生日に大量に買ってもらったもののうちのひとつで、ミントグリーンの清楚なワンピースだった。

「あと、トラはペットホテルに預けるから」

「どうしてですか？」

「今日は泊まる予定だよ。トラを連れていくことも考えたけど、バタバタしそうだし」

　頭の中にクエスチョンマークがいくつも並ぶ。泊まり？　バタバタする？

「だから一泊分の用意もして」

「どこに泊まるんですか？」

「それはまだ言えない」

　どうして言えないの？　なんだかわからないうちに「早くして」と急かされ、ボストンバッグに荷物を詰めた。

「トラ、悪いな。ちょっとだけ我慢な」

　ペットホテルでトラに真剣に謝る卓さんは、やっぱり優しい。

　トラの鳴き声にうしろ髪を引かれたものの、卓さんと旅行ができるなんて思ってもいなかったから、ワクワクした気持ちを抑え切れない。

　ペットホテルを出発すると、彼が運転するベンツは都心から離れていく。

　どこに行くのか何度聞いても卓さんは教えてくれなかった。

　彼は珍しくスーツ姿だ。白衣姿を初めて見たときも、その姿が素敵すぎて目が泳いでしまうほどだったけど、スーツもよく似合っている。程よく肩や胸に厚みのある彼は、なにを着ても男らしい。

　高速を二時間ほど走った頃、見慣れた景色が目に飛び込んできて首を傾げる。

「あれ？」

　私が声を上げると、卓さんはクスッと笑う。

「雛子って方向音痴？」

「え、それじゃあやっぱり？」

　さっきから【栃木】という看板がチラホラ目に入っていたけれど、ここ、私の実家の近くだ。いつもは電車で帰省するから、車で通った道は知らなかった。

「これから雛子の家に行く」

「えっ！　どうして？」

　そんなこと初耳だし、連絡も入れてない。

「明日、おじいさんに会いに行く。その前に結婚の挨拶が必要だろ？」

　――えっ、えええっ！

　おじいちゃんに会いに行けるのはうれしい。恐らく彼は結婚相手のフリをしてくれるつもりだろう。でも、私の両親にまで挨拶しなくても……。

　目を丸くして彼の横顔を見つめると、「あとで雛子の両親には土下座でもなんでもする。だから、今はおじいさんを喜ばせてあげよう」と言った。

『土下座でも』って、やっぱり結婚は嘘でしたとバラすということ？

　それはそれで胸が痛い言葉だったけれど、私が急かしたわけでもないのに、自分からおじいちゃんのところに一緒に行こうとしてくれるとは思ってもみなかった。

「卓さん……。ありがとうございます」

　やっぱり私……彼が好き。

　実家の近くまでたどり着くと私が道案内をした。小学校までの通学路がなつかしい。

「でも、家の両親、驚いちゃうと思います。なんの連絡もしてないし……」

　もしかしたら留守かもしれないとも思いつつ、そんなことを口にした。

「いや、連絡は入れてあるよ。雛子を驚かせたいから、内緒にしておいてほしいとお願いしたんだ」

　嘘……知らなかったの私だけ？　そういえば、おじいちゃんの検査データをやり取りしたとき、卓さんが直接おじいちゃんの今の状態について聞きたいというので、入院先の病院と実家の電話番号を渡していた。でも、まさか……。

「あっ、そこです。そこの角の家です」

　ごく一般的な民家である我が家に、ベンツは似合わない。彼にとって場違いな場所なんじゃないかと心配したものの、彼は颯さっ爽そうと車を降りネクタイを締め直すと、チャイムを鳴らした。

『はい』

「お電話しました、香川です。本日はお時間をいただきありがとうございます」

　実に丁寧に挨拶をする彼を、ぼーっと眺める。これは夢かもしれないと思ってしまうのは、あまりに突然すぎて現実を受け止めきれていないからだ。

『すぐに開けますね』

　母の声がいつもより高いのは気のせいだろうか。

「まぁまぁ、遠いところまでようこそ」

　声だけじゃない。私がおめかししてきたように、母も普段ははかないスカート姿だ。そしていつもステテコでウロウロしている父も、シャツにチノパン姿で出てきた。

「初めまして香川です。その節はお世話になりました」

「どうもどうも、雛子の父です。こちらこそ、大変お世話になっています。雛子にお医者さんの知り合いがいることに驚いていたのに、まさかその人をこうして連れてくるなんて思ってもいなくて……。あっ、玄関で失礼しました。中にお入りください」

　少し興奮気味の父に促され、私たちは応接室に入った。

「雛子さんのおじいさまのこと、今のところ手立てが見つけられず、本当に申し訳ありません」

　いきなり卓さんが頭を下げるから慌てる。

「卓さんはアメリカのドクターにまで相談してくれたの。だから……」

　彼がいい加減な気持ちでやっているのではないと伝えたかった。でも父も母も承知していたらしく、何度も小さくうなずいた。

「香川先生には本当に感謝しています。主治医の先生が自分たちだけでは、これほどまでに手を尽くせなかったとおっしゃってました」

　卓さんから何パターンか薬の使い方の変更を提案したとは聞いていた。でも、残念だけど、おじいちゃんの体調の悪化で使えないもののほうが多かった。

「まだ、諦めてはおりません」

　卓さんがきっぱりと言い切ると、父は「ありがとう」と目頭を押さえた。

「それで今日お邪魔しましたのは……雛子さんとの結婚をお許しいただけないかと」

　卓さんはそう切り出すと、ソファから立ち上がり、床に正座して深く頭を下げる。私も慌てて彼の隣に座り、同じように頭を下げた。

「どうか頭を上げてください。香川先生のような方が雛子をもらってくれるだなんて、私たちは万ばん々ばん歳ざいですよ。ふつつかな娘ですが、どうぞよろしくお願いします」

「ありがとうございます」

　私たちが頭を上げると、父が今度は私を見つめる。

「雛子、本当にいい方と巡り合えたね。香川先生と幸せになりなさい」

「はい」

　その言葉に、胸がチクチク痛む。本当にそうなれればいいのに……。

「雛子さんのことは、これから私が守ります。絶対に苦労はさせません」

　卓さんがそう言ってくれたとき、感動で鼻の奥がツーンとした。これが本当なら、どれだけうれしかったことか。

「ありがとう。たのもしいね」

　父は目を細めて卓さんを見つめる。隣の母の目は潤んでいて、すごくうれしそうだ。

　ごめんなさい。こんなに喜ばせておいて……これは嘘なの。そう考えると苦しくてたまらない。

　それから卓さんは、父と母と話を咲かせた。

「雛子は小さい頃から引っ込み思案でね。東京で働くと言いだしたときは随分心配したんですよ」

　父は私の昔話まで始める。

「雛子さんはご立派に働いていらっしゃいますよ」

「そうかね。でも香川先生と一緒なら心強い。雛子は自慢の娘なんです。この子は優しくて、困っている人を見ると放っておけないような子で――」

「お父さん、それ褒めすぎ」

　そんなことを面と向かって言われると照れくさくて、父の話を遮った。

「よく存じております。雛子さんは、他の人のために一生懸命になれる人です。そんな彼女に惹かれました」

　すると、卓さんまでそんなことを言いだすので、驚いてしまう。

「それはうれしいねぇ。雛子は本当に幸せ者だ」

　私の結婚を心待ちにしていた両親は終始笑顔が絶えず、嘘をついている私はその姿を見ていると胸が痛んで辛かった。それでも、おじいちゃんを安心させてあげるためだからと、私は必死に口角を上げた。




「それでは、失礼します」

　実家に滞在したのは三時間ほど。両親がお寿司を用意してくれていたので、四人で昼食をとった。その間父はすこぶる上機嫌で、その様子に私はますます胸が痛んだ。

　これが嘘でなければ……と、どうしても考えてしまう。

　卓さんは最後まで自らを勤務医で通し、お父さまの病院を継ぐことには触れなかった。それは恐らく彼が継いだらすぐに、私が婚約者ではなくなるからだ。

　そんなことを考えてしまい憂ゆう鬱うつになったものの、卓さんがここまでしてくれることに感謝しなければと思った。

「久々に緊張したー」

　車に乗り込み、家から離れたところで、彼はホッとしたような声を上げる。

「あれで緊張してたんですか？」

　終始堂々としていて、とてもそうは見えなかったけど。

「あぁ。オペよりね」

　彼がそう言いながらクスッと笑うから、私も少し口元が緩んだ。

「卓さん、本当にありがとうございます」

「雛子は俺の婚約者だろ？　そんな礼はいらない」

　彼はときどき『俺の婚約者』と言ってくれる。でも、私がそのたびに飛び上がるほど喜んでいることを、彼は知らない。

「実は別荘を借りてあるんだ」

「別荘？」

　今日は泊まりと聞いていたけど、別荘だとは思いもよらなかった。

「同僚に栃木に行くことを話していたら、別荘があるから使っていいぞって」

　まさか、私の実家に挨拶に行くことを周りの人に話していたの？　いや、ただ旅行に行くと言っただけか……。さっきから、妙な期待をしては勝手に落ち込んでいる。

「俺の家の別荘も熱海にあるんだ。いつか行こうな」

　香川家も持っているんだ……。でも、『いつか』なんて来るのだろうか。

　実家からさらに一時間ほど車を走らせると、那須高原の別荘地帯にたどり着いた。夏休みということもあるのか、こんな山間だというのに人の姿が多い。

「バーベキューもいいな」

　夕食の準備だろうか。炭に火を起こしている人もいる。

　あんなふうに卓さんと私の子供たちと家族揃って過ごせたら……なんて思ってしまうけれど、それは贅沢な妄想だ。

　さすがにバーベキューの用意はないけれど、ここに来る途中でたくさん食品を買い込んできた。

　牛肉の好きな卓さんのためにローストビーフ。そして私の好きなチキンの照り焼き。他にサラダやコーンスープ、フワフワのパンやジャムなども。

『なにか作ります』と言ったのに、『今日は雛子も休息日だから』と言ってくれる彼の言葉に甘えた。

「広ーい」

　別荘は私の想像をはるかに超えた大きさだった。一階のリビングは卓さんのマンションのリビングと同じくらいの広さがあり、木目を生かしたウッドテーブルは、ここの雰囲気にぴったり。ロッキングチェアを見つけた私は早速座ってみたりして、思わずはしゃいでしまった。

「雛子を見てると飽きないな」

「あっ、ごめんなさい」

　興奮しすぎて、完全に卓さんのことを放置していた。でもそんな私を見て、彼はおかしそうに笑った。

　それから私たちは散歩に出かけた。近くを流れる小川の水は冷たく、足を浸すのを断念したくらいだ。

「曇ってきたな」

　卓さんが空を見上げてそう言った瞬間、頬にポツンと雨粒が降ってきた。

「あっ、降ってきた」

「仕方ない。帰ろう」

　卓さんは私の手を引き、舗装されていない道を急ぐ。ずっとこうしていたい。ずっと彼の手を握って――。

　別荘に駆け込むと、途端に雨足が強くなってきた。

「セーフ」

　子供のように笑う卓さんは、自然の中でリラックスしているように見える。

　それから夕食を済ませ、大きなヒノキのお風呂にも入った。独特の香りに癒され、日頃の疲れが抜けていく。

　トラには悪いけど、たまにはこうやってゆっくり過ごすのもいいな。

　でも、お風呂を出る頃には雨風共に強くなり、周りの木々が大きく揺れ、まるで台風が通過しているかのような大きな音がしだした。

「すみません、お先でした」

　卓さんはロッキングチェアに座って、考えごとをしていたようだ。

「それじゃ俺も入ってくる」

　私の頭をポンと叩いた彼が浴室に行ってしまうと、広いリビングにひとりポツンととり残され、怖くなってしまった。

　窓の外は都会の夜とは違い真っ暗だった。ビュンビュンと木々を揺らす風は強くなるばかりで、バリバリバリと窓に叩きつける雨も次第に激しさを増していく。

「あっ……」

　すると一瞬、真っ暗な空に閃光が走った。

　雷？　時間を空けてゴロゴロと体の底まで響くような低い音が響き、恐怖を感じる。雷は苦手だ。

　光と音の間隔がみるみるうちに短くなっていくので、ソワソワと落ち着きがなくなってしまった。卓さん、早く出てきて……。

「キャッ」

　すると今度は部屋の電気が消えてしまった。どうやらブレーカーが落ちたらしい。ガタガタと震える体を抱きしめ、ブレーカーを探しに手探りで歩きはじめると……。

「雛子」

　卓さんの声がして、ホッとした私はわなわなと座り込んでしまった。

「雛子、大丈夫か？」

「はい」とは言ったものの、あきらかに涙声になってしまう。

「大丈夫だ。俺がいるだろ」

　慌てて出てきてくれたのだろう。私を優しく抱きしめる卓さんの髪から水滴が滴る。

「キャ！」

　真っ暗だと稲光がよく見える。怖くなって彼にしがみつくと、一層強く抱きしめてくれた。

「ブレーカー上げてくる」

「イヤ、一緒にいてください」

　上げてもまた落ちるかもしれない。今は離れたくない。

「わかった」

　彼はそう言うと、しばらくそのまま私を抱き寄せてくれていた。

「雛子、眠ろう。眠ってしまえば怖くない」

　雷は収まる気配もない。それどころかさっきより風の音が強くなったように感じる。

「眠れません。怖くて、無理です」

　目を閉じても雷鳴が聞こえてしまう。

「俺が一緒にいるから」

　一緒にって……？　さっき二階を確認して、ベッドルームがふたつあることを知っていた。だから、今日は別々の部屋で眠るものだとばかり思っていた。

　彼は私の手を取り、スマホで明かりを灯ともしながら階段を上がっていく。そして大きいほうのベッドルームに私を連れて入ると、奥のベッドに私を寝かせた。

　この部屋にはシングルベッドがふたつ。その間には小さなサイドテーブルが置かれている。彼は隣のベッドに入るのかと思いきや、私と同じベッドに入り、ギューッと抱き寄せてくれた。

「これで怖くない」

　彼はまるで小さな子をあやすように言うと、私の背中に回した手に力を込める。

「……はい。キャッ」

　それでも、ドォンと耳をつんざくような雷鳴は、私を恐怖に陥おとしいれる。

「雛子。俺を信じて。俺がずっとお前を守るから」

　父と母の前で言ってくれたセリフと同じだ。でも『ずっと』なんて言わないで。私みたいに恋愛経験の少ない女は、勘違いしてしまう。今この瞬間の恐怖を紛らわせるために言ってくれたことだと理解しながら、このまま一緒にいられるんじゃないかと思ってしまうんだよ……。

　彼に抱きしめられる喜びと、雷鳴の恐ろしさと、ずっとこうしていられない未来への落胆が入り混じった複雑な気持ちで彼にしがみついていると、次第に雨音が弱くなり、雷も遠ざかっていった。

「もう大丈夫だ」

　彼に必死にしがみついていたから、手に汗がびっしょりだ。

「ごめんなさい」

「気にするな」

　彼はそう言って起き上がるので部屋を移るのかと思いきや、私に覆いかぶさるようにして顔の横に手をつき、私を見下ろした。

　途端に激しくなる鼓動に気づきながら、彼を見つめる。

「なぁ、雛子。あの男とは、どうなった？」

『あの男』って、西脇さんのことだ。

「なにも……」

「本当に？」

　どうしてそんなことを聞くの？　ほんの少しでも、西脇さんのところに行ってほしくないと思ってくれるの？

「彼にはお断りをしました」

　思わず正直に話してしまったのは、私の気持ちが卓さんに届くことを期待してしまったからだ。

「断った、のか？」

「はい。でも、諦めないと言われました」

「千夏さんと一緒だな」

　思いがけず千夏さんの名前が出て、苦い気持ちになった。彼女も諦めてくれたわけじゃないんだ……。

　視線を絡ませているのが辛くて目を逸らすと、彼は私の頬に手を添える。

「どうして泣くんだ」

　私……泣いてるんだ。そんなつもり少しもなかったのに。

　泣いてなんかいないと首を振って強がったけれど、彼の骨ばった男らしい手が私の涙を拭う。

「そんなに怖かった？」

　雷は怖かった。でも……この涙は、違う。あなたを諦めるための涙なの。

　顔をそむけていると、彼は「雛子」と優しい声で私を呼ぶ。

「俺たちの関係が変われば……ふたりとも諦めてくれるのかな」

　どういう意味？　ハッとして彼の目を見つめると、彼は苦しげな顔をする。そして、「なんでもない」とつぶやき、私から離れた。

「俺、隣で寝てもいい？」

「……はい」

　彼はもうひとつのベッドルームに行くことなく、隣のベッドに潜り込んだ。

「おやすみ、雛子」

「おやすみなさい」

　おやすみの挨拶をしたものの、私はそっと彼を盗み見ていた。『俺たちの関係が変われば』って、どういう意味？　どう変わるというの？

　やっと嵐が去ったのに、今度は彼の言葉が気になって眠れなくなってしまった。

　翌朝、なかなか寝付けなかったせいで寝坊した私は、卓さんの呼びかけでやっと目を覚ました。窓の外にはもう朝日が昇っていて、昨日の雷は嘘だったのではないかと思うほど晴れ渡っている。

「すみません！」

「また謝ってる」

　卓さんは白い歯を見せる。

「起こしてごめん。予定があるんだ」

　予定？　こんな朝早くからおじいちゃんに会いに行くの？

　一階に下りると、テーブルにはすでに食事が並べられていた。

「ごめんなさい。卓さんにやらせちゃった」

「あはは。買ったものを並べただけだ。雛子、昨日眠れなかっただろ。気にするな」

　卓さんのことを盗み見ていたことがバレたのかと、一瞬ビクッとしたけれど、恐らく雷のことだろう。

　買い込んできた朝食をいつものように彼と向かい合って食べるだけなのに、昨日彼に言われた言葉が気になって、伏し目がちになってしまう。

「あの、予定というのは、おじいちゃんのところですよね？」

　すもものジャムが甘酸っぱくておいしい。たっぷりつけながら彼にそう尋ねると、彼もジャムに手を伸ばした。

「まぁ、そう。でも病院の前に行くところがあって」

「どこですか？」

「行けばわかるさ」

　彼はまた教えてくれない。でも、彼がこうしてなにかを秘密にしているときは、いつも素敵な演出をしてくれるから、それ以上は聞かないでおくことにした。

「さ、行こうか」

　別荘をひと通り片付けると、彼は私の手をごく自然につないだ。その行為がうれしくて、私も握り返してしまった。

　彼の車は林道を駆け抜け、再び街の方向に向かう。どこに行くのだろうと思っていると、林の中から小さな教会が現れた。

「卓さん、ここ……」

「行くよ」

　彼は素知らぬ顔をして、車を降りた私の手を引く。そして、教会の横にあるブライダルサロンに足を踏み入れる。

「いらっしゃいませ」

「香川です」

「お待ちしておりました。お電話で承うけたまわりました、桐き生りゅうです」

　優しい笑みで迎えてくれたのは、黒の制服を着こなしたかわいらしい女性コーディネーターだった。

「ドレスだけなんて無理を言い、申し訳ありません」

「いえ。私たちはお客さまのご要望にお応えするのが仕事です。こちらにご用意できております。どうぞ」

『ドレス』って、もしかして……。

　桐生さんに案内されて奥の部屋に行くと、そこには白いドレスがびっしりと並んでいた。

「ごめん、俺が勝手に選んだんだけど」

「卓さん、あの……」

　動揺で口が乾く。もしかして、私のために？　栃木への訪問を内緒にしておいてと彼が私の両親に頼んだのは、このサプライズのため？

「本当はここで式を挙げようと思っていた。でも、今のおじいさんに外出は負担が大きい。だから、俺たちが病院に行くことにした。雛子の花嫁姿、おじいさんに見てもらおう」

　そんなことまで……。たしかに花嫁姿を見せたいとは言ったけど、婚約者のフリをして会ってくれるだけでも十分だったのに。

「こちらになります」

　桐生さんが奥から持ってきたドレスは、スレンダーラインの大人っぽい雰囲気のドレスだった。

「卓さん、ありがとうございます。本当に素敵」

　ドレスには、繊細なアンティーク調のレースがふんだんに使われていて高級感たっぷりだ。

「サイズの微調整をいたしますね。旦那さまはこちらへ」

『旦那さま』って……。当然かもしれないけど、ドレスを目の前にしているからか余計に照れてしまう。

　そのとき突然、志穂さんに言われた、『その日は愛する人のことだけ考えて、世界で一番幸せな花嫁になる』という言葉を思い出した。

　私……今日、世界で一番幸せ。

　これはおじいちゃんのための花嫁姿で、偽装の花嫁だ。でも、気持ちだけは卓さんの本物の花嫁でいたい。

　サイズ合わせとヘアメイクが済むと、黒いタキシードに着替えた卓さんが入ってきた。モデルのような体型の彼は、なんでも着こなしてしまう。

「雛子。きれいだよ」

　近づいてきた彼が目を細めて囁くので、瞳が潤んできてしまう。

「ありがとうございます」

　私はぐっと涙を呑み込むと、笑顔を作り、再び車に乗り込んだ。

　こんな手配までしてくれているとは、少しも気づかなかった。あんなに忙しくしていたのにと、申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

「本当にありがとうございます。おじいちゃん、喜ぶと思います」

　おじいちゃんだけじゃない。私も、うれしい。たとえ別れが決まっていても、大好きな人の隣で純白のドレスを着られるなんて。

「うん。雛子は今日は、笑ってろ」

「はい」




　病院に着くと、父と母が待ち構えていた。おじいちゃんに花嫁姿を見せるだけだと思っていたけれど、きっとこれも卓さんのサプライズに違いない。

　卓さんの気遣いに、胸がいっぱいになる。そして、どんどん好きが加速してしまう。

「ほら、泣くな。笑顔だろ」

「……はい」

　私たちが車を降りると、周りにいた人の注目を浴びてしまった。もちろん、こんな姿で病院に来るのは場違いだから当然だ。でも卓さんはまったく気にする様子もなく、私の手を取り、歩きだした。

「雛子。きれいね」

　すぐに声をかけてくれた母がハンカチで目頭を押さえる。

「香川先生、本当にありがとう。こんなことまでしてもらえて、父も喜ぶよ」

「いえ。こちらこそ、お越しいただいてありがとうございます」

　卓さんは丁寧に父母に頭を下げている。

　それから私たちはすぐに多目的室に案内された。おじいちゃんは車椅子でここまで連れてきてくれるのだと言う。

「香川先生ですね」

　しばらく待機していると、白衣を着た五十代くらいのドクターが入ってきて、卓さんに挨拶をしている。恐らくおじいちゃんの主治医だろう。

「はい。このたびはいろいろと無理を言いまして、すみませんでした」

「いえ、本当に助かりました。まだお若いのに、私たちより経験をお積みになっているんじゃないかと思うほど的確な指示でした。院長が先生を欲しいと言ってましたよ」

　治療のことはまったくわからない。でもあれほど努力している卓さんが認められるのは素直にうれしい。

「いえ、それは過大評価です」

「そんなことはありません。それにしても、おきれいな奥さまですね」

「はい。ありがとうございます」

　卓さんの『はい』という返事に、顔が真っ赤に染まる。

「先日、うちの看護師が結婚したところでして。そのとき参列した医師が、神父役をやると張り切っております」

「それは……ありがとうございます」

　神父役って、おじいちゃんにドレス姿を見てもらうだけじゃないの？

「あの、他の患者さんも参列したいと言っているのですが、いいですか？」

　看護師にそう声をかけられ、戸惑ってしまう。なんの覚悟もなく来てしまったから、緊張で手が震えてきてしまった。

「はい。皆さんに祝福していただけるのはうれしいです」

　卓さんがそう返事をすると、看護師は「連れてきます」と笑顔で去っていく。

「卓さん……」

「長く入院している患者さんは、当たり前のこともなかなかできない。もし俺たちの式で喜んでもらえるなら、そうしよう」

「はい」

　それは、自分も患者を抱えるドクターだからこその気遣いなのかもしれない。

「大丈夫。雛子は心配しなくていい」

　顔がこわばってきたことに気づかれたのかもしれない。卓さんはそう言って私の腰を抱いた。

　それからすぐに続々と患者さんが入ってきた。数人かと思ったら、大きな部屋が満員になるほどで、私は緊張をコントロールできなくなっていた。

「雛子、俺を信じて。俺がリードする」

　何度も深呼吸を繰り返していると、卓さんがそう気遣ってくれる。

　そして……車椅子に乗ったおじいちゃんが最後に姿を現した。

「雛子」

「おじいちゃん、あんまり会いに来られなくてごめんね」

「本当に雛子の花嫁姿が見られるなんて……」

　おじいちゃんはそこまで言うと、顔をくしゃくしゃにして嗚咽を漏らし始める。卓さんに出会う直前に会いに来たときより随分痩せていて、胸が痛む。

「初めまして、香川卓です。雛子さんのことは、私が一生大切にします」

　卓さんはおじいちゃんの前にしゃがみ込むと、そう言ってくれる。

「本当にあなたは神さまみたいな人だ。雛子のこと、どうかよろしくお願いします」

　おじいちゃんが再び瞳を潤ませるので、私まで涙があふれてきてしまう。

「雛子、いい人に出会えてよかったな」

「うん。……うん」

　おじいちゃんは私の手を力強く握って、祝福してくれた。

「そろそろ始めましょう」

　最前列におじいちゃんが移動すると、私たちの結婚式が始まった。

　神父役のドクターが本番さながらに「汝なんじ香川卓は、雨宮雛子を妻とし、よきときも悪しきときも……」と始めると、感動で涙を我慢できなくなる。

　これは偽の結婚式だといくら自分に言い聞かせても、好きな人の隣でこの言葉を聞いて、胸がいっぱいにならないわけがなかった。

　卓さんは神さまに向かって永遠の愛を誓うことにためらいがあるのではないかと心配したけれど、迷うことなく「誓います」と答えた。そして、もちろん私も。

　そのまま式が進むと、卓さんが指輪まで用意していたので驚いた。なんの飾りもないシンプルなものだったけれど、まさか結婚指輪まで用意してあるとは……。そして私の左手の薬指にも、真新しい結婚指輪がはめられた。

　次々と発覚するサプライズのせいもあり、必死に涙をこらえようとしても、なかなか止まってくれない。そして……。

「誓いのキスを」

　神父役のドクターの言葉を聞いて、ベール越しの卓さんをハッと見つめる。

　彼は『俺がリードする』と言ってくれた。でも、さすがにキスなんてできないだろう。そう思いながら彼を見つめていると、彼はベールを上げて私の両肩を抱く。

　まさか、本気なの……？

　彼が顔を傾けゆっくり近づいてくるので、緊張のあまり見ていられなくなり目を閉じる。キスのフリをするだけに違いないと思っていた。それなのに次の瞬間、彼の柔らかい唇が私の唇に触れた。

　それから何秒経ったのだろう――。彼は頭が真っ白になり、なにも考えられなくなった私からそっと離れると、視線を絡ませたまま逸らさない。

　私……卓さんと、キス、した？　いまだに現実を受け止められないでいると、彼は今までで一番優しい笑顔を向けてくれる。

　その直後、私たちの式を見守ってくれた患者さんたちから、割れんばかりの大きな拍手が沸き起こる。もちろんおじいちゃんからもだ。

「おじいちゃん」

　思わずおじいちゃんに抱きつくと、小さい頃してくれたように背中をトントンと叩いてくれる。

「雛子。これからは香川さんに頼りなさい。じいちゃんはもう長くない」

「そんなこと言わないで」

「いや。最高に幸せな人生だったよ。雛子のこんなに幸せな姿が見られたんだ。もう思い残すことはない」

　おじいちゃんの言葉に必死に首を振る。

「雨宮さん、無理は禁物です。そろそろ戻りましょうね。きれいな花嫁さんのためにも一日でも長生きしましょう」

　担当の看護師が迎えに来て、束の間の再会のときは終わってしまった。それでもおじいちゃんが目尻のシワを深くして笑ってくれたので、私の胸は喜びでいっぱいだった。

「香川先生、本当になんと言ったらいいのか……」

　ハンカチで目頭を押さえる父は、声を震わせている。

「とんでもありません。最高に幸せなひとときでした」

　卓さんが優しい笑顔でそう口にしてくれて、本当にうれしかった。間違いなく今日の私は、世界で一番幸せな花嫁だった。




　父と母に見送られ病院をあとにした頃には、もう目が真っ赤になってしまっていた。

「卓さん、本当に……」

「泣きすぎだぞ、雛子」

　そんなこと言ったって。もしかしたら忙しくてなかなか帰ってこれなかったのは、この二日間を完全に休みにするためだったのかもしれない。いつもは気にしているスマホを見ることもあまりなかった。

「おじいちゃん、喜んでいました」

「あぁ。雛子を幸せにしないとな」

「えっ？」

「あんなに大勢の前で誓ったんだぞ」

　それはどういう意味なの？　まっすぐ前を見据えてハンドルを操る彼の表情は、いつもと変わりない。

「この先の人生、雛子が歩きたい道を歩けばいい」

　私が黙っていると、彼はそう付け足した。

　それなら私が卓さんとの未来を望んだら、一緒にいてくれるの？　……ううん、違う。最初に『誰も愛さない』と釘を刺された私が、そんなことを言い出すわけがないとわかっているから、言えるんだ。

　本当はあのキスの意味を聞きたかった。でもあれは間違いなく演技だ。恋愛経験の少ない私とは違う。卓さんはキスくらい、なんていうことないに違いない。

　一気に気分が沈んでしまいうつむいていると、赤信号でブレーキを踏んだ彼は、不意に私の手を握った。

「雛子の幸せが一番だ。雛子が俺の婚約者を続ける理由はもうなくなった。だから好きにして構わないんだよ」

　それは優しいようで、残酷なひと言だった。

「もちろん、婚約者として必要なら、これからも呼んでくれればいい」

　私の幸せを願ってくれるなら、ずっとそばにいて。私にはあなたが必要なの。おじいちゃんのためじゃなく、私自身のために。

「まだ卓さんの目的が果たせていません」

　私は彼のそばに少しでも長くいたくて、そう口にした。

　そばにいると、彼のことをどんどん好きになってしまって辛い。でも、離れるのはもっと苦しい。

「まだ、一緒にいてくれるの？」

　それは私のセリフだ。

「はい、もちろんです。最初からそういう契約でしたよね」

　そう、これは契約。愛じゃない。契約なんだ。そう言い聞かせて歯を食いしばる。

　家に帰ったら、また日常が待っている。残り少ない一日一日を大切にして、少しでも彼と笑顔の時間を持とう。

「トラ、ただいま」

　ペットホテルに寄ってトラを抱きしめると、なんだかホッとした。トラが私と卓さんをつないでくれる。

「いい子にしてたか？」

　卓さんがトラに話しかけても、トラは私の顔ばかり見ている。

「また怒ってる。俺に雛子をひとりじめさせてくれたっていいだろ」

　私はあの別荘でのひとときを思い出していた。雷は怖かったけど、彼に守られて幸せだった。あのときの卓さんは、私だけの卓さんだった。これ以上なにを望むの？

『トラ。私、卓さんの奥さんになれたんだよ』

　心の中でそうつぶやくと、トラは「ニャー」と甘えるように鳴き声を上げた。










潔癖の意味




「卓さん、朝です。遅刻しますよ」

　次の日から、私は努めて明るく振る舞った。彼と一緒にいられる一分一秒を大切にしようと思ったからだ。

　せっかくの休日を忙しく過ごしたせいか、彼は珍しく寝ぼけ眼まなこをこすりながら起きてきた。少し寝癖のついた髪がおかしい。

「これ、なに？」

　コーヒーを差し出すと、彼は机の上に置いてある袋を指差す。

「お弁当です」

「雛子っていつも弁当だっけ？」

「これは卓さんのです」

　いつも私のためにいろいろとしてくれる彼のために、私はなにができるんだろうと考えた結果、お弁当作りにたどり着いた。カップラーメンを伸ばしてしまうとも聞いたし、以前西脇さんのことで彼が出ていってしまったとき、お弁当を作って持っていったら喜んでくれたからだ。

「いらなかったら、私が食べるので置いていってください」

「いや、食うよ」

　やっぱり、迷惑だったのかな。あまり喜んでくれているようには見えないし、もう明日からはやめたほうがいいかもしれない。

　でも、そんなことにへこたれている暇はない。お弁当がダメなら別のことを考えよう。

　絶対に手が届かないと思い知ったせいで、かえって吹っ切れたかもしれない。




　だけどその夜……。

「おかえりなさい。お疲れさまでした」

　十八時までの勤務だったはずなのに、「患者が心配で帰れなかった」と言う彼は、二十二時近くに帰ってきた。

「今すぐに食事を温めますね」

　今日は彼の好物の牛丼だ。クッキングヒーターを操作しながらそう言うと、彼が隣にやって来た。

「雛子、これうまかった」

　彼が差し出したのは、軽くなったお弁当箱だった。食べてくれたんだ。

「『愛妻弁当だ』って、同僚がうるさい」

　もしかして照れくさいから、あんな反応だったの？

「ごめんなさい。もうやめます」

「いや、『うらやましいだろ』と言っておいた」

　彼はそれだけ言うと、「またカーテンで遊んだのか」とトラの方に行ってしまった。それって、また作ってくれってこと？と、勝手にいいほうに解釈して、ニタついてしまう。

　それからも彼は毎日忙しくて家にいることが少なかったけれど、お弁当作りが私の日課となった。




　今や私たちに残された時間はあと一ヶ月だ。

　卓さんは勤めている病院の仕事をセーブし始め、香川ホスピタルにも顔を出すようになった。

　私のほうは、西脇さんに何度か食事に誘われたものの、「ごめんなさい」で通した。

　卓さんとの別れの日がやって来ても、西脇さんと付き合うことはないと思う。恐らく私は卓さんを忘れられない。

『雛子。悪いけど香川ホスピタルまで来てくれないか？』

　そんな電話が入ったのは、私がいつものように会社帰りに買い物を終えてマンションに帰ってきた直後だった。

「わかりました」と応えはしたけれど、正直言って行きたくはない。大竹さんがいるだろう。……そして卓さんのお父さまも。

　歓迎されるはずがない場所に赴おもむくというのは、勇気がいるものだ。でも、これを乗り越えなければ、卓さんは千夏さんと無理やり結婚させられてしまうかもしれない。

　卓さんに恩を返したい。

「トラ、行ってくるね」

　エサを食べていたトラは一瞬私の方に顔を向けたけれど、またすぐに顔をお皿に戻して食べだした。

　香川ホスピタルまでは電車で三十分。初めて目の当たりにした香川ホスピタルは、想像よりずっと大きい。住宅が密集するこの辺りではひときわ目立つ存在だった。

　香川ホスピタルの診療科目は外科と内科と整形外科のみだと聞いていたので、ここまで大きいとは思ってもみなかった。診療科が少ないイコール小規模なのではなく、その三つの科に特化した専門的な病院ということかもしれない。

　それならなおさら、千夏さんのお父さまである内科部長の存在は大きいのだろう。

　病院の前で卓さんにメールを打つと、彼はすぐに出てきてくれた。

「雛子。悪かったな」

「いえ。あの……」

　私はなにをすればいいのだろう。

「俺にすべて委ゆだねてくれないか」

「はい」

　彼は私の立場が危うくなることはしないだろう。でも、自分のことは？　私のことより自分を守ってほしい。

　だけど、これからなにが起こるかわからない私は、大きくうなずくことしかできなかった。

　彼について、医師の控室である医局のあるフロアに入る。こんなところには、もちろん来たことがない。しーんと静まり返った廊下が余計に緊張を煽あおってくる。奥まで進んだところで彼が立ち止まったので私も視線を上げると、そこには【院長室】と書かれたドアがあった。

　卓さんは一瞬私に視線を送ってから、ドアをノックする。

「卓です」

「入りなさい」

　すぐに中から応答があり、緊張で背筋が伸びる。卓さんに続き足を踏み入れると、予想通り大竹さんがいた。……そして千夏さんまで。正面の大きなデスクに座っているのは、恐らく卓さんのお父さまだろう。

「彼女です。彼女が私の婚約者の雨宮雛子さんです」

「初めまして」

　彼の紹介に合わせて頭を下げた。緊張で手が震えているのが自分でもわかる。

「初めまして。卓の父で、ここで院長をしております」

　卓さんのお父さまは立ち上がって私のところまで来ると、握手を求めてくる。頭ごなしに拒否されるのだとばかり思っていた私は、少し驚きながら手を差し出した。

「まぁ、座りなさい」

　卓さんと私がソファに並んで座ると、向かいにお父さまと千夏さんが座る。大竹さんはお父さまのうしろに立ち、まだいたのかとでも言いたげに私をにらみつけていた。

「まったくお前は。なんでも勝手に突っ走る性格は、ちっとも直っておらん」

　最初に口を開いたのはお父さまだった。卓さんをたしなめる姿に、大竹さんは満足そうな笑みを浮かべる。

「すみません。ですが、好きな女性について院長に相談するような歳でもないでしょう？」

　卓さんがそう言うと、お父さまは苦笑する。

「まぁ、それもそうだな。私は別にふたりの付き合いに文句を言っているわけではない。ただ、千夏くんがいながら、雨宮さんと婚約というのはいただけないぞ？」

　お父さまはちょっと呆れ顔だ。まるで卓さんが二股をかけていたような言い方だった。

「千夏さんとお付き合いした覚えはありませんが？」

　卓さんがそう口にすると、お父さまは驚いたような顔をした。

　大竹さんからどう吹き込まれていたのだろう。

「千夏くん、それは本当か？」

「院長、千夏さんと卓さんは……」

　大竹さんが焦ったように口を挟むと、「大竹には聞いてない」とお父さまはピシャリと遮る。

「卓さんはそういうお気持ちだったんですね。私は遊ばれたんでしょうか」

　背筋をピンと伸ばし堂々とした態度の千夏さんは、淡々とそう口にして表情を変えることもない。

「遊ばれたもなにも……あの晩のことを、細かく説明したほうがいいですか？」

　卓さんもまた平然とした顔で千夏さんを見つめる。

『あの晩』って？　千夏さんと付き合ってはいないけど、そういう関係はあったということ？

「いえ、結構よ」

　すると千夏さんは怒った口調でそう言った。

「卓。桑山部長に顔向けできないことは、すべきではない」

「わかってますよ。私はそんなにバカじゃありません」

　それ以上千夏さんが反撃してこないところを見ると、お互い割り切った体だけの関係だったということだろうか？

　卓さんの言葉が足りなくて、勝手な妄想ばかりしてしまう。卓さんと私の間には偽りの婚約という契約しかないはずなのに、胸が張り裂けそうに痛い。

「私は雛子と結婚します。そして大竹さんのご希望通り、副院長就任の際にスタッフにも紹介します。それで現場に面倒な争いも起こらないでしょう」

　卓さんは私に視線を送ってから、そう告げた。

　面倒な争いって、なんだろう……。あっ、将来の院長夫人の座を狙って争う人が出てくるということかも。大竹さんも以前そんなことを言っていたし……。だから、わざわざ結婚の報告をするんだ。

　そのことについてはなんとなく納得したけれど、千夏さんとのことはモヤモヤしたままだ。

「卓には幸せな結婚というものを望んでいる。私は叶えられなかったしな」

　お父さまは少し苦しげな顔をして続ける。

「正直に言えば、お前が千夏くんと結ばれるのが最善だ。だが、私の二の舞いになるくらいなら、好きなようにすればいい。卓には苦労をかけた」

　たとえお母さまの浮気が原因だったとしても、卓さんからお母さまを奪ってしまったことに心を痛めているんだ……。

「院長、ですが……桑山部長を怒らせては、我が院は存続できません」

　大竹さんが再び口を開くと、卓さんは冷静な顔をして彼を見つめる。

「どうしてあなたはそんなに千夏さんと私をくっつけたがるんです？　私が跡を継いだら、自分の立場が危うくなるからじゃないんですか？」

　卓さんがそう切り出すと、お父さまも千夏さんも驚いたような顔をしている。

「事務長なんて権限を与えられ、好き勝手やってきたことは私の耳にも届いています。私が香川ホスピタルに入り、金の流れを調べ上げたら困るのでは？」

　そう指摘された大竹さんは、今までの勢いはどこに行ったのか黙り込んで目を伏せてしまった。

「私がここを継ぐことは、もうずっと以前から決まっていたこと。それならば、千夏さんと私を結婚させ、自分の計らいで結婚できたのだと桑山部長に恩を売り、守ってもらおうという魂こん胆たんでは？」

「大竹、どういうことだ？」

　今度はお父さまが大竹さんに鋭い視線を向ける。

「私は、なにも……」

　しどろもどろになった大竹さんが、嘘をついているのは明白だった。

「たとえば昨年購入したＣＴ。業者からあなたに金が流れていますね。今後は私たち医師が医療機器の採用を決定します。事務長のあなたにそんな権限はない」

　卓さんがそう言い放つと、大竹さんは唇をわなわなと震わせた。

「大竹。あとで説明してもらう。とりあえず出ていけ」

「……はい」

　大竹さんを追い出したお父さまは、「ふーっ」と大きな溜め息をついた。

「院長はお人よしすぎます」

「そうだな。すまない」

　さっきから『院長』なんて言っているけど、これは親子の会話だ。

「千夏さんには私がきちんと話します。それでよろしいですか？」

「あぁ。少し外の空気を吸ってくるよ」

　お父さまはそう言うと、出ていってしまった。この部屋を貸してくれるということだろう。

「それで千夏さん」

　卓さんはすぐに千夏さんに視線を向ける。

「私の気持ちは以前お話ししたはずです。あなたの気持ちにはお応えできない。わざわざ人の前で言うことではないと、お時間を取ってお伝えしたつもりでしたが」

　そうだったのか。卓さんは私の知らないところで、きちんと断っていたんだ。

「大竹さんになにを吹き込まれたのかは知りませんが……。まぁ、どうせ雛子が金目的で近づいているだけで、あなたに勝ち目があるとか言われたのでしょうけど……」

　それじゃあ、千夏さんも大竹さんに騙されていたひとりなの？

　図星だったのか、彼女は黙り込んだままだ。

「雛子は、大竹さんに出された小切手を受け取りませんでしたよ？」

「えっ……」

　口をあんぐり開けた千夏さんは、私に一瞬視線を送った。

「私たちの間には、金も権力もありません。あるのは愛だけ」

　ちょっと恥ずかしいようなセリフも、卓さんは迷うことなく口にする。

「あの夜はさすがに参りましたよ。あんなふうにベッドに誘われて、惑わない男はいない。しかもこんなに魅力的な女性に誘われたんですから」

　卓さんの話に息を呑む。さっきの『あの晩』の話だ。

「わ、私はなにも……」

「誘わなかったですか？　こう、胸をはだけて」

　卓さんはそう言うなり、隣の私の肩に手を置き自分の方を向かせたかと思うと、私のシャツのボタンを外し始めた。

　なに、してるの？　慌てて彼の手を押さえて抵抗したものの、彼がひるむことはない。

「でも俺が欲情するのは、雛子だけ。唇を押し付けたくなるのはね」

　余裕の顔をしてそうつぶやいた彼は、私に近づいてきて首元に顔をうずめ……露わになった鎖骨辺りに唇を押し付ける。

「もうわかったわ」

　すると目を逸らした千夏さんが立ち上がり、バタバタと部屋を出ていった。

「雛子。おい、雛子」

「あっ、はいっ」

　突然の、しかもとんでもない展開に頭が真っ白になっていた私は、卓さんに名前を呼ばれてようやく我に返り、はだけた胸元を手繰り寄せた。

「千夏さんにはかわいそうなことをしたけど、さすがにこれで諦めてくれるだろ」

「本当にいいんですか？　千夏さん、悪い人じゃないですよ、きっと」

　千夏さんは卓さんを好きで、必死だっただけなんじゃ……。

「それじゃあ雛子は、俺に彼女と結婚してほしいの？」

　そう言われると……なにも言えない。

「ときには悪役になったほうがいいのさ」

　結婚する気のない彼にしがみついて年月を重ねるより、次の恋に向かったほうがいいということか。

　でもそれは、私にも当てはまる。私も引いん導どうを渡された気がして急に息苦しくなった。

　千夏さんとなにもなかったとわかってうれしかったのに、また気持ちがどん底まで落ちてしまう。恋をするとこんなに気持ちが揺れ動くものなのだろうか。胸が痛くてたまらない。

「雛子、どうかした？　雛子には刺激が強すぎたか」

　それ、バカにしてる？　一緒に生活する中で、彼はとっても感情の表現の不器用な人だと知った。誤解されるような物の言い方をしても、千夏さんにしたように実は深い意味があることもある。でも、傷ついているときは、冗談でもうまくかわせない。

「そうですね。私なんて、ガキですから」

　私がそう言って立ち上がると、卓さんはハッと私を見つめる。

　千夏さんのような大人の色気もない。ましてや地位もない。彼女がダメなら、私なんて絶対に無理だ。

「雛子、あのっ……」

「今日はご飯作りませんから、食べてきてください」

　もし彼の仕事が終わるなら、そのまま一緒に帰りたいと思っていたのに、今はひとりになりたい。

　私は彼を院長室に残して、そのまま病院の出口に向かった。




「雛子さん」

　診察の終わった外来の廊下で呼び止められて振り向くと、お父さまだった。

「お父さま……。あっ、院長先生」

「いや、今は卓の父だから」

　こんなふうにふたりで話すことを想定していなかったので、身構えてしまう。

「我が家のこと、聞いているかい？」

「……はい。卓さんが小さな頃からお母さまがいらっしゃらないと」

　控えめに小声で言うと、お父さまはうなずいた。

「卓には寂しい思いをさせた。だから温かい家庭というものを早く経験させてやりたくて、大竹の言うままに千夏くんとの結婚を勧めた」

　ここに来るまで、お父さまも無理に縁談を押し付けている側だと思っていた。だけどさっきの会話を聞いて、違うとわかった。

「でも卓が成長していたことを忘れていたようだ。私が手を貸さなくても、君のような女性を連れてこられるのに」

　その言葉を聞いて、胸が痛い。これは嘘なのに……。こんなに卓さんのことを心配しているお父さまに、ずっと嘘をつき通す自信がない。

「卓さんは、意にそぐわない縁談がおイヤだったのかもしれません。だから、たまたま私だったのかもしれません」

　ぎりぎりだった。スタッフの前で結婚を宣言する理由を知った今、嘘をついているとはまだ言えない。でも、愛されているわけではないと、それとなく伝えたつもりだ。

「卓、わかりにくいでしょう？」

「……と言いますと？」

「母親がいなかったせいで我慢ばかりさせてきました。私も忙しくてろくに相手をしてやれなかったせいか、自分の気持ちを誰かにさらけ出すということがひどく苦手なようで。幼い頃はよく『表情がありません』と学校の先生から言われたものです」

　そう、だったんだ……。たしかに、なにを考えてるのかわかりにくいこともある。でも、私は何度も彼の笑顔を見ているし、トラに接しているときの彼は本当に優しい顔をしている。

「大丈夫です。卓さんが優しいことは、ちゃんとわかっています」

「そうか、それはありがたい」

　お父さまと卓さんは目元がよく似ている。それに、微笑んでいるときの顔は、もっと似ていた。

「一緒に暮らしているそうだね」

「あっ……はい。そうです」

「卓は、昔から自分のテリトリーを荒らされるのがひどく嫌いな子でね。軽い気持ちで付き合っているのなら、一緒には暮らせないと思うよ。たまたま、ではね」

　千夏さんが卓さんのことを『潔癖』と言っていたけど、もしかして、潔癖なわけではなく、そういうことなの？

「これからも、卓のことお願いしますね」

「は、はい。こちらこそよろしくお願いします」

　深く頭を下げると、お父さまは私の肩をポンと叩いて行ってしまった。

　あんなに腹を立てて院長室を飛び出したのに、お父さまと話していたら、すっかり怒りが収まってきた。

　さっきのは、照れ隠しだったのかな？　ものすごくポジティブに考えるとそうなる。

　それに……『軽い気持ちで付き合っているのなら、一緒には暮らせない』という言葉がずっと耳に残っている。

　私は病院を出たところで、スマホを取り出すとメールを打ち始めた。

【チキンが食べたいから、タンドリーチキンを焼きます。それでよければ分けてあげます】

　そんな思いっきり上からのメールを送信すると、【それでいいので分けてください】と返事が来た。

「あはは」

　つい声を出して笑ってしまった。謙虚な卓さんって、なんだか変だ。

　早く帰ろう。そして昨日の夜から仕込んでおいた肉で、すごくおいしいタンドリーチキンを焼いて、私から離れられなくしちゃうんだ。

　そんなことはありえないかもしれない。でも今はまだ夢を見ていたかった。










彼を信じて




　卓さんと過ごせる日が着々と短くなっていく。それと反比例するようにトラは大きく育っていた。

「ねぇ、トラ。トラはここにいたい？　それとも私と一緒に来る？」

　自分の部屋の家賃は、まだ払い続けている。でも、トラと一緒にここを出るなら、ペットを飼えるマンションを探さなくてはならない。

　仕事の合間に会社で物件情報を見ていた。ペット可で手頃な家賃の物件が空いたこともあったけれど、すぐに押さえなかったせいで次の入居者が決まった。

　すぐに押さえなかったのは、卓さんとの暮らしに未練があるからだ。

　卓さんはあと二週間で香川ホスピタルの副院長になる。就任の日が済んでしまえば、彼との契約は終わり。もうここにいることはできない。

　でも、もし物件がすぐに見つからなくても、トラは卓さんが面倒を見てくれるだろう。

　そんな甘い見通しもあって、重い腰は上がらなかった。

　その日は、正田さんのお小言をかわしながら必死にパソコンに向かっていたら、いつもより早めに会社を出ることができた。

　バッグの中には昼休憩のときに印刷した物件情報をいくつか忍ばせてある。パッと見たところでは、ちょっと家賃が高かったり駅から遠かったりして、これだという物件はなかったものの、家に帰ってじっくり検討しようと思っていた。

　いつものようにスーパーで買い物をしてマンションに向かうと、エントランスに入ろうとしたところで「雨宮さん」と呼ばれて立ち止まった。

「あっ、西脇さん……」

　車の窓を開け、私を呼んだのは西脇さんだった。

「また、あの人のところ？」

「……はい。そうです」

　私がそう返事をすると、彼は車から降りてきた。

「あの、どうしてここに？」

「雨宮さん、ここ数ヶ月帰るの早いだろ？」

「そんなことは……」と言いつつ、心当たりがある。トラを拾ってからはミルクをあげなくちゃ、と必死だったし、卓さんの食事を作るようになったので、少しでも早く仕事を終わらせ、こうして帰ってくるようになっていた。

　といっても仕事の量を減らしているわけでも、雑にしているわけでもない。必死に集中した結果だ。

「なんだか最近服装も変わったし、やっぱりアヤシイと思ってさ。ときどきここに来て、君が帰ってくるのを見てたんだよ」

　そんな……。それじゃあまるでストーカーじゃない……。

　一気に西脇さんのことが怖くなった。

「いつも、ここに帰ってくるよね。しかも買い物袋下げて」

　見られていたのなら『違う』とは言えない。私は返事をすることなくうつむいた。

「どうして黙ってるの？」

　一瞬顔を上げると、彼は余裕の笑みを浮かべている。お前の弱みは握ったぞとでも言いたげだった。

「やっぱり、愛人してる？」

　私が首を振ると、「それなら俺と付き合えるよね」と急に声が大きくなった。言い方は優しいのに、声で威圧してくる。

「お断り、しましたよね」

　思いきってそう口にすると、彼は険しい顔に変わり、眼光が鋭くなった。

「あのさぁ、俺が付き合ってやるって言ってるの。雨宮さんみたいに地味な女、誰も相手にしないだろ？　だからまともな恋愛もできずに、愛人なんてしてるんだろ？」

　こんなことを言う人だったなんて、知らなかった……。

　唖然として彼を見つめていると……。

「キャッ」

　彼は私の手を強引に掴み、壁に追いやる。

「なにするんですか？」

「なにって、キスだけど？」

　平然とした顔でそう言うと、顔を近づけてくる。

「イヤッ」

　なんとか顔をそむけて逃れたものの、諦めてくれない。逆に両手を拘束されて、身動きが取れなくなってしまった。

「愛人のくせして往生際が悪いね。キスくらいどうってことないだろ？」

　唇を噛みしめ顔を横に向けていると、彼の顔が再び近づいてきた。

　イヤ！　助けて……。

　するとそのとき、突然西脇さんの「痛っ」という悲鳴に似た声が聞こえ、同時に拘束されていた手の力が緩んだ。

「イヤがってるだろ」

　その声に振り向くと、そこには西脇さんの腕をひねり上げた卓さんの姿があった。

「コイツは俺の女だ。ちょっとケンカしただけだ」

　西脇さんはそう取り繕つくろうけれど、卓さんは彼をにらみつけたまま、さらに腕をひねる。

「や、やめろ」

「折られたいのか？」

　卓さんの力なら、本当に折れてしまいそうだ。

「あぁぁ、やめてくれ。わかったよ」

　西脇さんが大きな声を上げると、卓さんはようやく手を離した。

「失せろ」

　低く唸るような卓さんの声にすくみ上がった西脇さんは、真っ青な顔をして去っていく。卓さんは西脇さんの姿が見えなくなると、立ちすくむ私の腕を引き、無言で部屋へ向かった。

　彼は鍵を開け、私を玄関の中に押し込む。そして、私を壁ぎわに追い詰め、片手を壁についた。

「キスなんてされやがって」

「されてません！」

　慌てて否定したけれど、角度によってはキスしているように見えたかもしれない。

「クソッ」

　ドンと思いきり壁を叩いた彼の目は、怒りに満ちている。

「あんなヤツに触れさせるな」

　そう吐き捨てたかと思うと、私の顎に手をかけ、唇を重ねた。

「んっ」

　どうして……？　呆然としていると、やがて彼の唇は離れていく。

　彼は「はーっ」と大きく息を吐き出しジッと私を見つめ、「頭冷やしてくる」と浴室に行ってしまった。

　私……今、キス、された？　彼の唇が触れたばかりの自分の唇にそっと触れてみる。結婚式のときのキスは、仕方なくだと思った。でも、このキスは？

　呆気にとられて座り込んでいると、私たちの気配を感じたトラがリビングからちょこちょこ歩いてきて甘えた鳴き声を出している。

「トラ……」

　どうしよう。苦しいよ。大好きな人からキスされて、うれしくないわけがない。でも、別れのときが近づいているのに……。

　トラをギューッと抱きしめると、ポロポロ涙が流れていった。

　卓さんが浴室から出てくる前に泣きやまなくてはと、リビングに行きソファでトラを抱きしめたまま必死に心を落ち着かせようとした。なんとか涙は止まったものの、動揺は抑えきれない。

　――カチャッ。ドアが開く音がして卓さんが入ってきた。

「あっ、ごめんなさい。ご飯作らなくちゃ」

　私が立ち上がると、トラが膝の上からピョンと飛んで離れていく。

　彼の顔を見ることなくキッチンに立ったはいいが、頭が真っ白で手が動かない。すると彼もキッチンにやって来て、冷蔵庫を開け、ミネラルウォーターを出した。

「雛子」

　私の横に立った彼は、ペットボトルのキャップをひねりながら私の名を口にする。

「飯は食いに行けばいい」

　なにを言われるかと身構えたのに、あまりに普通の会話で拍子抜けした。

「でも、あと少ししか卓さんに作ってあげられないから、作りたいです」

　思わず本音が出てしまったのは、頭が混乱していて余裕がないからだ。

「そうか。それじゃ頼むな」

　彼はそう言うと、私から離れていく。

　否定してくれない。ずっとここにいればいいと、言ってはくれない。

「雛子。さっきはごめん。俺、最低だ」

　背中越しに聞こえる彼の声に首を振る。謝られたら、余計に辛い。

　私が西脇さんにキスされたと思い込んでいる彼は、たとえ偽でも婚約者として腹が立ったのだろう。ただ、それだけのこと。

「書斎にいる。飯ができたら、呼んでくれ」

「はい」

　そして彼の気配が遠ざかった。

　カウンターに置いた手に、ポタポタ涙がこぼれ落ちる。泣きやんだつもりだったのに、無理だった。

「ご飯、作らなくちゃ」

　彼との暮らしの終わりはもう目の前。せめて料理を思い出してもらえるようにと、手を動かし始めた。

　今日のメニューは彼の好きな牛肉を使い牛肉とパプリカの甘辛炒めを作った。そして他にはホウレン草の胡麻和えや炒り豆腐などをこしらえてテーブルに並べた。

　そして書斎の前まで行き、大きく深呼吸して笑顔を作る。残り少ない日々を笑って過ごしたいから。

「卓さん、ご飯できました」

「うん。今行く」

　先にリビングに戻ると、すぐに彼はやって来た。

「今日は牛肉です。でも、野菜も食べないと、お肉はあげません」

　必死にさっきのことなんてなかったように振る舞おうとした。

「え……。肉、多目で」

「ダメです」

　卓さんもいつもの調子に戻っていてくれてホッとした。

「いただきます」

　彼が手を合わせて真っ先に手を伸ばしたのは、やはり牛肉とパプリカの甘辛炒めだ。

「うん」

　彼の『うん』は気に入ってくれた証拠。三ヶ月近く一緒に過ごしてきて、言葉が足りなくても理解できるようになってきた。

「あの、これからのことですけど、私がトラを引き取ってもいいですか？」

　私は努めて明るくそう言った。でも、心の中では泣いていた。

「雛子の家はペット、ダメなんだろ？」

「はい。だから物件を探しています。家賃が高くて、今のところ見つけられてないんですけど」

　過去にひとつ見つけたことは、秘密にしておいた。

「トラはここに置いておけばいいぞ。雛子もときどき会いに来ればいい」

　そんなことできない。いつか彼に彼女ができて、今度こそ結婚を……となるかもしれないのに、それを目の前で見て笑っていられる自信はない。そもそも、そんなことをしていたら、いつまでも卓さんを忘れられない。

「卓さんは、副院長になったらますます忙しくなるでしょうから、トラはできれば引き取りたいです。でも、卓さんにもなついているし、寂しくなったら呼んでください」

　まるで離婚でもするみたいだ。トラの親権を巡って話し合っているかのよう。

「そっか。そうだな」

　卓さんはエサを食べているトラに視線を送り、眉間にシワを寄せた。

　少しは寂しいと思ってくれているのかな。

「でも、雛子の家探しのことは、俺に任せてくれないか？」

「えっ？　でも私、会社に情報ありますよ？」

　私のほうが圧倒的に詳しいし、彼は仕事が忙しい。どうやら大竹さんは解雇の方向で固まりつつあり、新しい事務長を探さなければいけないとも言っていた。

「宮城に頼むから」

「でも……」

　宮城さんだって忙しい。それに親会社の取締役ではあるけれど、特別不動産に詳しいわけではないはずだ。

　卓さんは「頼む」と、なぜだか必死に食い下がってくる。

「……わかりました。助かります」

　だから私はそう返事をした。もしかしたらここを追い出すことに責任を感じているのかもしれない。トラを拾ったのは私だし、そんなこと気にする必要なんてないのに。

　それに……彼の優しさは、今の私には毒でしかなかった。

　西脇さんはあの件以降、社内で私と目を合わせることがなくなった。これで終われば……と思っていたけれど、そうは甘くなかった。

「雨宮さん、なかなかやるわよね」

　卓さんとの生活もいよいよあと四日となったその日の昼休憩。山のように積まれた書類の入力作業が終わらず、昼食をパスして仕事に励んでいると、手伝うことなくさっさとランチに行ってきた正田さんが私の顔を見てニタニタ笑う。

「なんのことでしょう？」

「なんのって、もう社内中の噂よ。どっかの社長の愛人やってるんだって？」

　私は目を見開いた。西脇さんが噂を流したんだ……。

「愛人なんてしてません」

「二股かけられてたなんて、西脇くんかわいそうにね。純情そうに見えて悪女ね」

　私は言葉をなくした。そう決めつけてニヤニヤ笑う彼女に、なにを言っても信じてもらえそうにない。

　正田さんから視線を逸らし再び仕事を始めると、「あら、都合が悪くなると、だんまり？」と言われてしまった。

「なにを言っても、聞いてくれませんよね」

　手を動かしながらそう言い返すと、「あら、怖い。バケの皮がはがれたわ」と彼女は鼻で笑った。

　正田さんが知っているということは、管理業務部全員が知っているということになる。彼女はそういう噂話が大好きで、すぐにしゃべってしまうからだ。

　夕方になり、ひとりふたりと課員が帰ってくると、皆、遠巻きに私のことをチラチラと見ている。でも『あれは単なる噂です』なんて自分から言うこともできなくて、ただひたすらに耐えた。




「雨宮さん」

「はい」

　私より五つ年上で、最近メタボを気にしている重しげ松まつさんに呼ばれて返事をすると、「昨日頼んだ契約書、もういいから」と言われて驚いた。もうすぐでき上がるのに。

「でも、あと少しで……」

「もう僕のは関わらなくていいから。雨宮さんがそんな人だとは知らなかったよ」

　彼が私を一瞥してそう言い放つと、正田さんがうれしそうに微笑んでいた。

　それから「僕のもいいです」と数人から言われ、いたたまれなくなって「お先に失礼します」と席を立った。

　西脇さんと話すべきなのかもしれないけれど、彼は帰ってきていないし、なにより怖くてふたりきりにはなりたくない。それに彼と話したところで、この事態がどうにかなるようには思えなかった。

　会社を飛び出してからの記憶がない。いつの間にかマンションまでたどり着き、すぐにすり寄ってきたトラを抱きしめ、そのままリビングの床に座り込んだ。

「私、なにかしたのかな。こんなことをされるほど、ひどいことしたのかな……」

　卓さんとの別れで頭がいっぱいだったのに、さらなるダメージで、もう心はボロボロだった。

「トラ。私と一緒にどこか遠くへ行く？」

　誰も知らない遠い街で、卓さんのことだけを思って過ごしたい。

　次から次へとあふれ出る涙を拭うことも忘れて呆然としていると、「雛子？」という声が聞こえてドアが開いた。

「雛子、電気もつけないでどうした？」

　卓さんがスイッチに手を伸ばす。

「つけないでください！」

　残りの日は笑って過ごすつもりだったのに、こんな顔を見られたくない。私が懇願すると彼は電気をつけるのをやめ、私の前まで来てしゃがみ込んだ。

「雛子」と彼が私の名前を呼ぶと、トラが代わりに「ミャー」と返事をする。

「顔上げて」

　彼はそう言うけれど、私は首を振った。こんなひどい顔、見せられない。

「ごめんなさい。ご飯、作ってなくて……」

「そんなこと、どうでもいい」

「どうでもよくない！　私には大事なことなの。卓さんとご飯を食べるのは、すごく大事なことなの！」

　私、バカだ。イライラを卓さんにぶつけたところで、なにも変わらないのに……。

　でも、彼と笑顔で食卓を囲みたかった。もう数えるほどしかない機会を、自分で潰してしまった。

「ごめん、雛子」

　もうなにがなんだかわからない。卓さんが謝ることなんて、ひとつもない。

「違うんです。ごめんなさい」

　うまく言葉が出てこなくて、とにかく謝った。

「いや。俺も大切だよ。雛子と一緒に飯を食って、トラと遊んで……。忙しくてなかなか一緒にいられないけど、大事な時間だ」

　ホントにそう思ってくれているの？

　優しい言葉を耳にした途端、また涙がとめどなくあふれてきて止められなくなった。

「卓さん、助けて……」

　彼に負担をかけてはダメだと必死に気持ちを抑えていたのに、もう限界だった。

　それから私は西脇さんにされたことを彼に話した。卓さんにはまったく関係ない話なのに、どうしたらいいのかわからなくて、すがらずにはいられなかった。

「アイツ……。俺が全部なんとかする。だから雛子は俺を信じていればいい」

　唇を噛みしめ悔しそうな顔をする卓さんは、私を優しく抱きしめてくれる。

　私があまりに泣きじゃくるので、そう言っただけかもしれない。それでも今の私には胸に染みた。

「もう泣くな。頭痛くなるぞ」

　お医者さまらしいひと言にコクンとうなずき、彼のシャツをギュッと握りしめる。

「気を遣って疲れただろ？　今日はもう寝たほうがいい」

　彼に促されベッドルームに行くと、パジャマに着替えてベッドに入った。しばらくすると彼も部屋に入ってきて……。

「眠れない？」

「はい」

　私の隣に体を滑り込ませた彼は、別荘でしてくれたように強く抱きしめてくれた。

「俺がお前を守る。だから心配いらない」

「……はい」

　ずっとこうしていられたらいいのに。もうすぐ魔法は解けてしまう。

「眠れなくてもいい。目を閉じてごらん」

　彼の言う通り目を閉じると、途端に聴覚が冴えてきて、彼の鼓動が聞こえ始めた。その規則正しい音と、優しく私の髪を梳いてくれる手の温もりが心地いい。

　泣きすぎて疲れていた私は、いつの間にか眠りについていた。




　カーテンの隙間からチラチラと光が入り込んでいるのに気づいて目を開けると、いつもの起床時間より三十分早い。卓さんはまだ眠っている。

　私はシャワーを浴びて、卓さんのお弁当作りを始めた。貴重な夕食を一回逃してしまったから、今日はしっかり作りたい。豚肉の野菜巻きをメインに、エビマヨや玉子焼きを詰めていく。

　お弁当ができたところで、今度は朝食作り。こうして没頭している間は、体も動く。

　アジの干物を焼いていると、卓さんが起きてきた。

「おはようございます。昨日はすみませんでした。もう忘れてください」

　私がそう言うと、彼は苦しげな顔をする。

「忘れるわけないだろ。雛子を泣かせた男を許すわけない」

「ありがとうございます。その気持ちだけで……」

　卓さんの前であんなに取り乱したことが恥ずかしくて、うつむいてそう口にすると、彼は私の腕を引き、抱き寄せる。

「俺たちはまだ、婚約してるんだ。婚約者の心配をしてなにが悪い」

「卓さん……」

　彼の言葉はうれしくもあり、辛くもあった。『まだ』婚約者だ。でも来週になれば、私たちは赤の他人に戻る。

「雛子はなにも心配しなくていい。さ、腹減ったぞ。飯食わせてくれ」

　彼がにっこり笑ってくれたから、私も懸命に笑った。

　食事が済んでしまうと、卓さんは出かける準備を始めた。でも私は重い腰が上がらない。会社に行きたくない。どうせ行っても、私に仕事は回ってこない……。

　必死に頑張ってきたのに、西脇さんのたったひとつの嘘で、信頼があっという間に崩れ去ってしまった。

　それでも卓さんを心配させたくなくて着替えてリビングに行くと、「行こう」と声をかけられ、うなずいた。

　いつもは地下駐車場までエレベーターで一緒に降りるのに、彼はなぜか一階のボタンを押す。そして一階に着くと、私の手を引きエントランスを出た。すると目の前に黒塗りの大きな車が停まっていて、後部座席から宮城さんが降りてきた。

「おはよ、頼んだぞ」

　卓さんはそう言いながら、私の背中を押す。

「了解。さ、乗って」

『乗って』って……。平社員の私がこんな運転手つきの大きな車に乗るべきじゃない。

　慌てて首を振ると「俺の管理不行き届きだ。雛子ちゃんには辛い思いをさせたね」と宮城さんに言われて、目を丸くした。

『管理不行き届き』って、西脇さんのこと？　そんなの宮城さんには関係ない。そもそも傘下のいち社員のことなんて、気にしていられるほど暇じゃないだろう。

「雛子。大丈夫だ。行っておいで」

　もう一度卓さんに背中を押され、ビクビクしながら車に乗った。

「昨日、香川から全部聞いたよ」

　車が発進すると、宮城さんは早速口を開いた。昨日って、私が眠ってからのこと？

「証拠も掴んである」

「あの……証拠って？」

「あのマンションの売りはセキュリティの高さでね。至る所に防犯カメラがついているんだ。雛子ちゃんが無理やり西脇という男にねじ伏せられているところが、ばっちり映っていたよ。まぁ、香川が探したんだけど」

「卓さんが？」

　宮城さんは大きくうなずき、続ける。

「横からはっきり映ってて、『キスされてなかったんだ』ってホッとしてたよ」

「えっ……」

　クスクス笑う宮城さんは、「ここからが本題」と真顔に戻る。

「これはセクシャルハラスメントだ。おまけに根も葉もない噂を流し、雛子ちゃんを退職に追い込もうとしている。俺の部下が、申し訳ない」

　突然頭を下げる宮城さんに慌てる。

「いえっ、そんな……宮城さんには関係のないことですから」

『部下』と言えば部下かもしれないけれど、会ったことすらないだろう。でも、そう言い切ってくれる宮城さんは、上に立つ人間にふさわしいと思った。

「西脇には処分を下す。地方に転勤させるつもりだ」

「そんな……大丈夫ですか？」

「あぁ、あのとき香川が来たから未遂だった。でも香川がいなかったら、どうなっていたかわからないだろ？　本当は解雇したいところだけど、雛子ちゃんが私のせいでって苦しみそうだから……って香川が言うからさ。一番怒ってるのはアイツだけど、雛子ちゃんが苦しむのは見ていられないってさ」

　卓さん、そこまで考えてくれたんだ……。

「あとは雛子ちゃん。今の部署にいるのが辛いなら、宮城コーポレーションに来てもらってもいい。総務に空きがある」

　そんなことまで配慮してもらえたことに、目頭が熱くなる。私はこの人の会社で働けて、幸せだ。

「いえ。私、今の仕事好きなんです。私は直接お客さまと顔を合わせることはないですが、契約書を作ったり入居の手配なんかをしていると、勝手にお客さまの新しい生活を応援できているような気がして……」

　私たちは代理店を通じて申し込まれた入居の契約を取り仕切り、その物件の大家と入居者の橋渡し役になっている。ときには設備についてのクレームを受けることもあるけれど、入居者に気持ちよく生活してもらえるようにするのが仕事だ。だから、家族構成を見て小学校の案内を入れてみたり、初めてひとり暮らしをする人には、ライフライン開通の案内や近所のスーパーまでの地図を添付したりなんていう、私なりのおもてなしをしてきたつもりだ。

　それは余計な仕事ではあったけど、地道に続けていたら仕事を任されることが増え、自信にもなっていた。それなのに、西脇さんの嘘で台無しだ。

「そっか。いい部下を発見」

　宮城さんはそう言うと、優しい笑顔を見せてくれた。




　宮城さんはそのまま宮城不動産まで来て、あらかじめアポイントを入れてあったらしい部長と別室で面談を済ませたあと、管理業務部にも顔を出した。

「西脇さんは、どちらですか？」

「私ですが」

　西脇さんは突然初対面の人に呼びつけられたからか、キョトンとしている。

「辞令です」

　そして宮城さんが西脇さんに辞令の書かれた用紙を差し出すと、宮城さんが本社の取締役だとは知らない西脇さんは、顔を真っ赤にして怒りだした。

「なんだこれ。大体、あんた、誰？」

「宮城コーポレーションで取締役をしています、宮城です」

　宮城さんが自己紹介をすると、西脇さんは愕然としている。

「君が交際を拒否されたことに腹を立て、女子社員にセクハラをし、悪質な嘘を流したことが耳に入っています」

「そんなことは……」

　西脇さんはそう言いつつも、焦りの色が見えはじめた。そしてフロアがざわつき始める。わざわざ皆の前で辞令を手渡したのは、噂を否定するためなのかもしれない。

「『そんなことは』、なんでしょう？」

　優しいイメージしかなかった宮城さんの目は鋭く、追及の手を緩めることはない。

「証拠のビデオもありますが、これからここで流したほうがいいですか？」

　宮城さんが目力で西脇さんを圧倒しながらそう言うと、「結構です」と彼は引いた。

「解雇にならなかったことを、雨宮さんに感謝しなさい。彼女の配慮で転勤で済んだと思え」

　宮城さんがそう言うと、西脇さんは唇を噛みしめながらフロアから出ていってしまった。

「皆さん、お騒がせしました。皆さんの活躍ぶりは私の耳にも届いてます。雨宮さんの仕事ぶりも聞いていたので、私が無理を言ってここに残ってもらうことにしました。どうかこれからも彼女と一緒に、宮城不動産を支えていってくださいね」

　宮城さんはさすが上に立つ人だ。志穂さんと話している分には、ごく普通の素敵な旦那さまというイメージしかなかったけれど、短い言葉で皆の士気を高め、私への配慮までしてくれた。

「それでは、またお邪魔します」

　宮城さんは私ににっこり笑いかけてから、フロアを出ていった。

「あの人、次期社長だよな？」

　宮城さんが出ていってしまうと、フロアのあちこちからそんな声が飛ぶ。

「あんな人に守ってもらえる雨宮さんって、何者だよ」

　冗談交じりに重松さんが話しかけてくれた。

「ただのＯＬですよ」

「昨日はごめん。あんな噂信じるなんて。雨宮さんにずっと助けられてきたのにな」

　重松さんが申し訳なさそうに謝るので、首を振った。

「いえ。頑張りますから、これからもよろしくお願いします」

「もちろんだ」

　正田さんは面白くなさそうにしていたけれど、私は今までの仕事を評価してもらえたような気がして、うれしかった。

　今回は宮城さんのおかげで助かった。でも、ビデオを探し、宮城さんに後処理を頼んでくれた卓さんがいてくれたからこその結果だ。

　私はトイレに行くフリをして、卓さんにメールをしたためた。彼は外来中のはずだけど、どうしてもお礼を言っておきたかった。

【私の居場所を守ってくれて、ありがとうございました】

　プライベートの居場所はもうすぐ失くしてしまう。その上仕事の居場所まで失くしたら、どうしていいのかわからなかっただろう。

『あなたの言う通りでした。あなたを信じていれば、すべてうまくいきました』

　心の中でそうつぶやくと、再び仕事に戻った。




　その日の夕食は卓さんの好きなビーフカツレツ。あとは揚げるだけにして待っていると、二十時過ぎに彼が帰ってきた。

「おかえりなさい」

　玄関で出迎えると、彼は私の頭をガシガシと撫でる。

「雛子はそうやって笑ってろ」

「本当にありがとうございました」

「他人行儀な」

　彼はクスッと笑ったけれど、私はあと三日で他人に戻ることを意識してしまい、胸がズキンと痛む。

「雛子。悪いけど、明日当直になっちまった。同僚の奥さんが調子悪くて、変わったんだ」

　もう野上総合病院では当直業務はないと聞いていたのに。貴重な彼との時間が少なくなるのは寂しいけれど、それなら仕方がない。

「わかりました」

　泣きそうなのをこらえて必死に笑顔を作ると、彼は少し苦しげな顔をした。




　次の日は、トラと寂しく過ごそうかと思ったけれど、それでは気が滅入るだけだ。宮城さんにまだきちんとお礼をしていないことに気づいた私は、パウンドケーキを焼いて持っていくことにした。

　――ピンポーン。

『はい。あっ、雛子ちゃん！』

　志穂さんはすぐに鍵を開けてくれた。

「こんばんは。あの、昨日宮城さんに助けていただいて……」

「うんうん、聞いた。でもあれは聡じゃなくて、香川くんのお手柄」

「いえ、本当に助かりました。お礼と言ってはなんですが……」

　私がケーキを差し出すと、「わー、ありがとう。聡、帰ってるから上がってよ」と部屋に上げてくれた。

「雛子ちゃん、こんばんは」

　ソファでテレビを見ていた宮城さんは、わざわざ立ち上がって挨拶をしてくれる。

「こんばんは。昨日は本当にありがとうございました」

「いやいや、あれくらい。あれから平気？」

「はい。誤解も解けて、すっかり元通りです」

　私がそう言うと、宮城さんは笑顔でうなずいた。

「雛子ちゃん、ケーキ作ってきてくれたんだよ」

　キッチンから志穂さんがそう声をかけると、「それはうれしい」と宮城さんも喜んでくれてホッとする。

「香川くん、当直？」

「はい、そうなんです」

「それなら一緒に食べようよ」

　志穂さんの提案で、私までコーヒーを用意してもらった。

「手作りなんてすごいね。志穂も教えてもらえ」

「ちゃんと食べてよ？」

「焦げなかったらな」

　そうは言いつつ、宮城さんは志穂さんが作ったものなら、どれだけ失敗しても食べそうだ。志穂さんもそれがわかっているのだろう。「フフフ」と笑って口を開く。

「焦げてもよ！」

　やっぱり家にいるときの宮城さんは、ごく普通の優しい旦那さまだ。

「あっ、あと、私の部屋のことまですみません」

　宮城さんに部屋を探してもらっていることをすっかり忘れていた。

　卓さんからは、もう少し先に空きそうなところがあると聞いている。だからとりあえず私は自分の家に戻って、そこに入居できる日まではトラを預かってもらうということになっていた。

「部屋のことって？」

「あの、私が卓さんの部屋を出ていったあと、トラと一緒に住む部屋を宮城さんに探してもらうって卓さんが……」

　私がそう言うと、宮城さんはポカンと私を見つめる。

「俺、そんなこと香川に頼まれてないぞ。大体、雛子ちゃんが不動産にいるのに、俺の出番なんて……」

　宮城さんがそう言うと、「聡」と志穂さんが彼の手を取り、なにやら目で会話している。

「そういうことか……」

　宮城さんは納得した様子だけど、私にはさっぱりわからない。

「雛子ちゃん。香川は、ちょっと寂しい境遇で育ったから自信がないんだ」

「自信、ですか？」

　卓さんは外科医としても優秀だし、本当に優しい。非の打ちどころなんてないように見えるのに。

「実は俺も、あんまり恵まれた家庭環境で育たなかったんだけど……志穂と幸せだぞって言っておいたんだけどな」

「……どういうことですか？」

　やっぱりよくわからない。私が聞き返すと、今度は志穂さんが口を開いた。

「香川くん、家庭の温もりを知らない自分が、家庭なんて持っても相手を幸せにできるはずがないと思い込んでるのよね」

　そう、だったんだ。だから『誰も愛さない』ってブレーキをかけていたんだ。

「本当は雛子ちゃんのこと、好きなんじゃないかな」

　そんなわけない。だって『出ていくな』とは言ってくれない。

「前に言ったでしょ。『嫌いな子を住まわせたりしない』って」

　志穂さんがそう言ったとき、卓さんのお父さまが『軽い気持ちで付き合っているのなら、一緒には暮らせない』と言っていたことを思い出した。

　それに、あのキス……。本当にそうなの？　それならなぜ引きとめてくれないの？

「とにかく、部屋なんて頼まれてないからね。ずっと、雛子ちゃんにいてほしいんだよ、アイツ」

「でも……」

「香川はわかりにくいけど、いいヤツだよ」

　宮城さんがそう言うと、隣で志穂さんもうなずいた。




　複雑な気持ちを抱えたまま部屋に帰ると、トラはもう寝ていた。

「ねぇ、そうなのかな……」

　随分と大きくなったトラの頭を撫でたけれど、目を開けることはない。

「私、どうしたらいいの？」

　卓さんの副院長就任は明後日。つまり、明日が最後の晩餐となる。

　窓から夜空を見上げて、卓さんのことを考えた。

　あの雨の日、私たちの生活は突然始まった。三ヶ月ならと了承したけれど、私にとってこの三ヶ月は、かけがえのないものになった。

「卓さん、苦しいよ……」

　彼に恋する気持ちを止められなかった。どんどん彼を好きになって、ブレーキなんて利かなかった。結末がわかっていて恋をしたのだから、諦めるしかないと思っていた。でも、宮城さんや志穂さんの言うことが本当だとしたら……。もしほんの少しでも可能性が残っているのなら……。

　はっきり見えていた月が、あふれてくる涙のせいで次第にぼやけてきてしまった。




　卓さんのいない朝は、寂しい。

「トラ、行ってくるね」

　トラにエサをやり家を出ると、志穂さんと出くわした。

「おはようございます」

「おはよ。眠れなかったんじゃない？」

　志穂さんは私の顔を覗き込んですぐにそう言う。一晩中卓さんのことばかり考えていて、ウトウトし始めたのは明け方だった。

　私が素直にうなずくと、「香川くんを変えられるのは、雛子ちゃんだけだと思うな」と口角を上げる。

「卓さんを変える？」

「そうだよ。雛子ちゃん、香川くんの決めたことに『うん』って言ってるだけなんでしょ？　たまには『あなたの意見、間違ってます』って言ったっていいと思うな」

　そんなふうに考えたことがなかったので、ちょっと驚く。卓さんの言うことを否定するなんて……。

「志穂さん、私……」

「ケンカしたら、家に来ればいいじゃない」

「はい」

　卓さんとは、明日で終わってしまうとばかり思っていた。でも、卓さんと私は、まだなにも始まっていないのかもしれない。それなら……始めればいい。










幸せの契約書




　私たちが過ごす最後の夜となるその日は、いつも以上に仕事に励み、定時で席を立った。

　そしてスーパーに駆け込み、ちょっと高いお肉を奮発した。といっても、食費は卓さんが出してくれているのだけれど。

　当直からそのまま働き通しの彼は、疲れて帰ってくるに違いない。

　とろけそうな牛肉を焼き、大根おろしを添えて和風ステーキにするつもりで下ごしらえを済ませると、トラと遊びながらひたすら彼が帰ってくるのを待った。

　すると、十九時過ぎに玄関のドアが開く音がしたので、トラと一緒に玄関に走る。

「おかえりなさい」

「雛子、ただいま」

　やはり少し疲れの見える卓さんは、私が抱いていたトラの頭を撫でた。

　偽りの婚約期間が終わってしまえば、私たちをつなぐものはこのトラだけになってしまうと思っていた。でも……。

　彼が着替えに行くと、牛肉を焼き始めた。そして何度か深呼吸して、自分の気持ちを確認する。

「お、いい匂い」

　卓さんはいつも通りキッチンにやって来て、私の手元を覗き込む。

「できました」

「サンキュ」

　私が盛り付けると、彼が運んでくれる。そして、その彼の足元をトラがウロウロする。何度も繰り返されたこの光景を、今日で終わりにしたくない。

　卓さんは和風ステーキをすごくおいしそうに食べてくれた。この夕食で最後だと本当に理解しているのだろうかと思うほど、彼は終始笑顔だった。

　でも、それは私もだ。大切にしてきたふたりの食事の時間は、やっぱり笑顔でいたい。




　この三ヶ月、夜遅くないときは、食後のコーヒーをふたりで飲むのが習慣になっていた。いつものようにコーヒーを淹れ、ソファに座る彼の前に差し出すと、「ありがと」と受け取ってくれる。

　私も隣に座り、気持ちを落ち着かせるためにコーヒーを口にした。でも緊張のあまり熱いだけで味がよくわからない。

「雛子。俺の無茶な願いを聞き入れてくれて、ありがとう」

　先に口を開いたのは彼だった。

　心臓がドクンと大きな音を立てる。それが、最後の言葉なの？

「いえ。私もおじいちゃんのこと、ありがとうございました」

　おじいちゃんは余程私の花嫁姿がうれしかったのか、少し体調を持ち直している。

「うん」

　それきり彼は黙ってしまった。この妙な沈黙が苦しい。苦しくてたまらなくて、私は口を開いた。

「私、幸せ、でした。卓さんと一緒にいられて、すごく幸せでした」

「えっ？」

　すると、卓さんは目を丸くしている。もしも彼が私を受け入れてくれなかったとしても、卓さんはちゃんと温かい家庭を持つことができるんだと教えてあげたい。

「いや、でも……俺はなにもしてやってない」

　彼はコーヒーカップをテーブルに戻し、私を見つめた。

「卓さんは私に十分すぎるほど、いろいろしてくれました。それに幸せな家庭って、特別ななにかをしなくちゃいけないんでしょうか？　たしかに卓さんは忙しくて、休日も一緒に過ごせないことが多かったかもしれません。でも、こうやって一緒にコーヒーを飲んだり、トラの世話をしたり……」

　泣くまいと思っていたのに涙声になってしまって慌てる。でも、最後まで言いたい。

「それって、幸せじゃないんですか？　それだけでも私は、幸せだったんです」

「雛子……」

　我慢し切れずこぼれてしまった涙を手で拭うと、彼は苦しげな顔をした。

　それからまたしばらく黙ってしまった彼は、「フー」と大きく息を吐き出してから口を開く。

「大切な人には、幸せになってほしいんだ」

　それは、どういう意味？　途端に激しくなる鼓動が、私の緊張を煽る。

「親父と同じ仕事を選ぶからには、家庭は持つまいと思ってた。それなのにあの日、ずぶ濡れになりながらトラを救おうとする雛子から目が離せなくなって……」

　彼の告白に、一瞬、息をするのを忘れてしまった。志穂さんの言っていた通りなの？

「自分のことには無む頓とん着ちゃくで我慢ばかりするくせして、トラを救うために必死になったり、おじいさんのことで目が真っ赤になるまで涙を流す雛子を見ていたら、今まで持ったことのない感情が自分の中にあるのに気づいて、自分で自分のことがわからなくなった」

　卓さんは顔をしかめ、うつむいた。そして……。

「ダメなんだ。俺は雛子のそばにいたら、ダメなんだ」

　吐き捨てるようにそう言った彼は、何度も首を振った。

　どうしてなの？　どうしてダメなの？　私、幸せ、なんだよ？

「どうして、ダメなんですか？　卓さん、ちっとも悪役になれてないですよ。千夏さんのときのように、悪役になってくれなくちゃ……」

　たとえ彼が心にもない言葉を浴びせたとしても、彼の本当の優しさを知っている私はそれを信じないだろう。でも、このまま別れるのはさすがにきつい。

「そうだよな。すまない。……もう、出ていけ。俺はひとりで静かに暮らしたい」

　彼がそう声を振り絞ったとき、私は逆に愛を囁かれた気がした。だって、彼が今までに見たことがないほど辛そうな顔をしていたからだ。

「卓さん、俳優にはなれないですね」

「はっ？」

「とびきりの大根役者にしかなれませんよ」

　千夏さんのときは、あんなにうまくやったのに。

　私がそう言うと、彼は肩を落とす。そして……次の瞬間、彼はなにかを決意したように私の目をまっすぐに見つめた。

「このまま雛子と一緒にいたら、雛子が欲しくなっちまう。手に入れたくてたまらなくなる」

　そう囁いたかと思うと、突然私を抱き寄せ再び口を開く。

「雛子が、好きなんだ。好きで、好きで、たまらない」

「卓さん……」

　その瞬間、彼の腕の中で私の涙腺は崩壊した。

「私も、卓さんが好きです。ずっと一緒にいたいんです」

「雛子……」

　背中に回った手に力がこもる。

「俺、幸せな家庭の築き方なんて、わからないんだ」

　彼は本当に真面目な人。そして、とびきり不器用な人だ。

「幸せなんて、無理やり作る物じゃないですよ。それに、私は今もう十分幸せです」

　私はそう口にして彼のＴシャツをギュッと掴む。この手を離さないで、ずっと抱きしめていて。ただそれだけで、幸せなの。

「本当、か？」

「本当です」

　私がそう言うと、彼は私の頭を抱えるようにして、さらに強く抱き寄せる。

「俺……雛子のそばに、いてもいいのか？」

　その言葉に、私は彼の腕の中で大きくうなずく。

「後悔、するなよ。もう、離さないぞ」

「……うん」

　あふれる涙が、彼のＴシャツに染みを作る。

「わかってるのか？　一生、だぞ？」

　何度も念を押す卓さんの声が、少し震えている。

「わかってます」

　私が自分と同じような寂しい思いをするかもしれないと、怖かったんだ……。でも、その辛さを知っている彼なら、私を大切にしてくれるはずだ。

　それから手の力を緩めた彼は、私の両頬を手で包み込む。

「雛子。愛してる」

　そしてその顔がゆっくり近づいてきて、唇が重なった。彼とキスをするのはこれで三度目。でも、気持ちが通じたこのキスは、今までの中で一番甘い。

「全力で幸せにする」

「はい」

　きっぱりそう言い切ってくれた彼の言葉を全身で受け止める。そして、もう一度抱きしめてくれた彼にしがみつき、彼の温もりを感じる。もうそれだけで幸せすぎて胸が苦しい。

「雛子が、欲しい」

「えっ、あっ……」

　その言葉の意味がわかった瞬間、体がカーッと熱くなったけれど、私はコクンとうなずいた。

　すると彼は私を不意に抱き上げ、寝室に向かう。私は恥ずかしくて彼の首に手を回し、強く抱きついて顔を隠した。

　私をベッドにそっと下ろした彼は、私の顔の横に両手をついて、まっすぐに私を見つめる。

「雛子。ずっと一緒にいてくれ」

「……はい」

　感極まって流れ出す涙が、シーツに吸い込まれていく。慌てて顔を手で拭うと、彼はその手を取り、手の甲に唇を押し付けた。その様子が艶なまめかしくて、心臓が激しく暴れだす。そして……。

「あっ……」

　彼が私の指をそのまま口に含むから、思わず声が出てしまった。

「雛子の全部が欲しい」

　そんなことを言われても……。どうしたらいいのかわからず動揺を隠し切れないでいると、「雛子」と彼の優しい声がした。

「お前は愛されていればいい。ただ、それだけでいい」

「……はい」

　私がそう返事をすると、彼の唇が再び私の唇を覆う。

「んっ……」

「鼻で息をして」

　次第にキスが深くなり彼の舌が口内に侵入してくると、頭が真っ白になりパニックになる。それでも解放された唇は、火照ってすぐに彼を求めだす。

「かわいいな、雛子は。もう耳が真っ赤だ」

　そんな指摘をされ、恥ずかしくてたまらない。イヤイヤと首を振ると、彼は指を絡めて私の手を握り、切なげな顔で私を見下ろす。

「俺はもうお前を離さない。だから、絶対にどこにも行くな」

　それは彼の心の叫びのように聞こえた。いなくなってしまったお母さまのことを、憎みつつも求めていたに違いない。

「行きません。卓さんが好き、だから」

　私がそう言うと、彼の瞳が揺らぐ。「覚悟して」とつぶやいた彼は、私の首筋に唇を這わせ始めた。

「ん……」

　彼の大きな手がブラウスの上から私の胸に触れるだけで、声が漏れてしまう。でも彼はそんなことお構いなしにボタンに手をかけ、焦るように外し始めた。そして露わになった胸の谷間に唇を押し付けたかと思うと……。

「鼓動が速いぞ」

　まるで診察しているかのように言う。

「だって……」

　そんな指摘、恥ずかしくてたまらない。彼の視線から逃れたくて顔をそむけた。

「でも、もっと速くしてやる」

「えっ……あぁっ」

　彼はあっという間にブラを取り去り、胸をやわやわと揉みしだき舌を這わせる。

　私は初めての感覚に悶え、背をしならせた。

「雛子。俺はいつかお前の子が欲しい。俺の命をかけてでも必ず幸せにする」

　そんな未来を提示され、涙が止まらなくなる。今の彼は、愛に満ちあふれている。

「命なんてかけないで。私は卓さんとずっと一緒にいたいの」

　彼にしがみついてそう口にすると、彼は私の頬に伝う涙に唇を寄せ、「好きだ」と溜め息交じりの言葉を吐き出し……私を貫いた。

　そして切なげな顔をした彼は、私を強く抱きしめる。

「痛む？」

「ううん。幸せ」

　本当のことを言うと、すごく痛い。でも、やっと彼と思いが通じたという喜びがそれを上回っていた。

「雛子。雛子」

　何度も名前を呼ばれると、愛されている実感が湧いてきて涙が止まらなくなる。そして彼が少し苦しげな顔をして、私の目をまっすぐに見つめる。

「雛子、好きなんだ。俺のこの気持ちはどうしたら伝わる？」

　彼がそんなことを言うことに驚いた。もう十分伝わっているのに。

「もう伝わってます」

　私がそう言うと、彼は首を振る。

「そんなもんじゃない。そんなんじゃ足りない」

「卓さん……」

　不器用な彼がこんなに必死に愛を囁こうとしてくれている。彼となら、絶対に幸せになれる。

「愛してるんだ、雛子」

「あっ……ダメッ」

　それから何度か腰を打ち付けた彼は、苦しげな顔をして果てた。

　クーラーがついているというのに、ほんのり汗ばんだ彼の体。そして全身をくまなく愛された私もまた、火照った体が静まらない。

「雛子……。ごめんな。辛くなかった？」

　そう言われたけれど、彼の腕の中で首を振る。

「そっか」

　彼はそう言うと、私の手を取り再び唇を押し付けた。それだけでビクンと反応してしまう私は、恥ずかしくて彼にしがみついて顔を隠す。

「すごく、かわいかった」

「バカ」

　そんなこと言わないで。でも、経験のない私は、彼にどう思われるか心配でたまらなかったから、その言葉を聞いて安心した。

　私たちの間に足りなかったのは、言葉かもしれない。もっと気持ちをさらけ出していれば、こんなに遠回りしなくてもよかった。

　それから彼は私の首の下に手を入れ、腕枕をしてくれた。

「我慢してたつもりだったのに、全然できてなかったな」

「……なにがですか？」

　突然そんなことを言い出すので首を傾げる。

「病院で式を挙げたときも、俺、かなり本気になった……」

　それでキス、したの？　ハッとして彼を見つめると、照れくさそうな顔をする。

「でも、もう一回挙げるぞ。今度は完全に本気のヤツ」

「はい」

　もう一度彼の隣で永遠の愛を誓えるなんて、こんなに幸せなことはない。

「それに、アイツにキスされたと勘違いしたときも……」

「あれは誤解です」

「わかってる。でも、なんで俺以外のヤツに触れられてるんだって、見事なまでに嫉妬した」

　そんなことを正直に話してくれるのは、彼の頑なだった心が溶けてきた証なのかもしれない。

「でも、雛子がアイツの告白を断ったと知ったときは、うれしかったよ。離れるつもりだったのに、すごくうれしかった」

「卓さん……」

　少し顔をゆがめながらそんな告白をする彼に、自分からくっついた。

「私もです。千夏さんにきっぱり断ってくれて、うれしかった。もう卓さんと離れないといけないとわかっていたのに」

「俺たち、なにやってるんだろうな」

　彼がクスッと笑うから、私もおかしくて笑ってしまった。

「そういえば、私の部屋……」

「あぁ、宮城に断っておくよ」

　素知らぬ顔をしてそう言う彼を見て、また笑いそうになる。実は頼んでいなかったことを知っているのは、秘密にしておこう。

「雛子。明日、俺の婚約者として隣に立ってくれるか？」

「はい。もちろんです」

　そう答えたけれど、彼の反応がない。

　あれ？　寝てる……。そういえば、緊急の当直をこなした彼は二日間働き通しだ。当直も忙しい日はほとんど眠る暇がないと聞く。

「ヘトヘトなくせに」

　これからは私が彼の体調をきちんと管理しよう。外科医がフラフラでは困る。

　彼の穏やかな顔を見ていると、私も眠気に襲われた。私も彼のことばかり考えて眠っていなかったからだ。

「おやすみなさい」

　私がそう言うと、首の下に回されていた手が私をギュッと抱き寄せた。




　そして、いよいよ副院長就任の日がやって来た。

　寝不足だったのに、緊張で朝早く目覚めてしまった。今日はあらかじめ会社には有給をもらっている。

「おはよ」

　すると隣で寝ていた彼はもう起きていて、私の顔をジッと見つめていた。

「な、なに見てるんですか？」

「なにって、恋人の寝顔」

　そんなことを言われると、照れてしまう。恥ずかしくて布団に潜ると、彼はケラケラ笑った。

「ほら、服着て出てこい」

　彼はそう言い残して寝室を出ていく。

　私、本当に彼に抱かれたんだ……。胸元にあるキスマークに気づき、頬を赤らめる。ちょっと体が重いけど、問題なく動けそうだ。

　でもリビングに行ったものの、恥ずかしくて気まずくて目を合わせられない。

「朝はなにがいいですか？」

　キッチンで彼に背を向けたままそう聞くと、突然うしろから抱きしめられて、「キャ」と声が出てしまった。

「雛子、すごく挙動不審だぞ」

「だって……」

　あなたに愛された体が、火照ってしまうんだもの。

「朝は、雛子がいい」

　とんでもないセリフにビクッと震えると、あっという間に体をクルッと回されて唇が重なる。そのまま深いキスに変わりそうな勢いだったけれど、次の瞬間「痛っ！」と卓さんが声を上げた。

　なに？　卓さんにつられて足元を見ると、なんとトラが彼の足を引っ掻いていた。

「わかったよ、怒るな。まったく、お前が一番のライバルらしいな」

　卓さんはトラを抱き上げ笑う。

「でも雛子は俺のモノだからな。お前には絶対にやらないぞ」

　真面目な顔してトラに話しかけているのが、おかしくてたまらない。

「ミャァー」と、いつもより鳴き声の大きいトラも、反論しているように見えて笑えてしまう。

「トラはもう寝室に入るの禁止。わかったな」

　卓さんが続けてそんなことを口にするから、耳まで熱くなってしまった。

「もう！　ご飯作ります。卓さん、トラにエサをあげてください」

　こうして私たちの新しい生活が始まった。




「雛子」

　朝食が済んで皿を洗い終わると、卓さんが私を呼んだ。

　ソファに座る彼のところまで行くと、彼は立ち上がり私を見つめて目を逸らさない。

「俺と、結婚してほしい」

　そして彼は、寝室の引き出しにしまってあったあの婚約指輪を、私の左手にはめてくれた。

「はい」

　一度目は、この指輪をもらって落胆した。でも、二度目は、感激で声が震える。

「雛子は『ダイヤは高く売れない』とか言ってたけど、あれ、結構ショックだったんだぞ」

　彼のそんな告白に驚きすぎて声も出ない。それを言うなら私のほうだ。

「だって、大竹さんをだますために買ったんでしょう？」

「バカだな。さすがに俺も、こんなに高い物をポンポン買えない」

　それじゃあ、もうあのとき、この指輪に気持ちがこもっていたの？　わかりにくいよ、あなたは。

「最初から、言ってください……」

　うれしすぎて泣きそうになり、唇を噛みしめる。

「しょうがないだろ。雛子が大切すぎて、身を引くべきだと思っちまったんだから」

「バカ」

　そう言いながら自分から彼の胸に飛び込み、しがみつく。すると彼は力強く抱きしめてくれた。すれ違わなくて、よかった……。




　そして、以前彼に買ってもらった白いワンピースを着て車に乗り込み、香川ホスピタルに向かう。ちょっとウェディングドレスを意識したんだけど、彼は白と言えば白衣のほうが頭に浮かぶらしく……「看護師みたいじゃないか」と苦笑する。

「いいんです。同じ土俵で頑張るんです」

「同じ土俵？」

「卓さんを誰にも渡しません」

　だって、病院のスタッフが彼の争奪戦をしないように、あらかじめ婚約者の存在を発表しておくのが目的なんだから、皆、敵なのよ？　今日は女の戦いなのだ。

　すると彼は「あはは」と笑いだした。

「なんですか？」

「なにって、雛子はもう俺の妻になるんだぞ？　相撲は必要ない」

「そんなこと、言ったって……」

　緊張してるんだから。あの程度の女かと思われたらどうしようって、さっきから心臓が飛び出しそうなの。

「まったく、まだ足りないみたいだな」

　赤信号でブレーキを踏んだ彼は、なぜだか呆れ顔。

「えっ？　なにが？」

　首を傾げて彼を見つめると、伸びてきた手に肩を抱き寄せられ、唇が塞がれた。

「俺の愛」

　ち、ちょっと！　横断歩道を渡る人に、見られてない？　途端にキョロキョロしてしまう私を見て、彼は笑みを浮かべる。

「あれじゃ足りなかったみたいだな。これからは毎晩愛し合わないと」

「毎晩!?」

　それはちょっと、無理な気がするんですけど……と首を振ると、「覚悟しろって言ったよね」と言われてしまった。それって、そういう意味だったの？

「そうですけど、あの……」

「ほら、着いた」

　そんな会話をしているうちに、香川ホスピタルに着いてしまった。




　彼と一緒に院長室に顔を出しお父さまに挨拶をすると、「これからも卓を支えてください」とお願いされ恐縮してしまう。これがもし偽装だったら、良心の呵か責しゃくというものに押しつぶされていたに違いない。

　そのあと、今日から卓さんの部屋になる副院長室に行くと、彼は早速白衣を羽織る。ビシッとノリの効いた白衣は彼によく似合う。

「雛子は最後に頭を下げるだけでいい」

　今日はほとんどのドクターと、集まれるだけの看護師、そして薬剤師、検査技師、事務員などの前で副院長就任を宣言するのだとか。卓さんは『こんなの必要ないんだけど』と言っていたけれど、また大竹さんのように私利私欲に走る人が出ないように、にらみを利かせておくのも目的らしい。

　廊下で待っていると、続々と人が集まってきて、緊張のあまりうまく酸素が肺に入ってこない。最後に部屋に入り端のほうで待機することになったものの、見慣れない私を不思議に思うスタッフの視線が突き刺さり、さらに緊張が増してしまう。

「雛子。リラックスだ」

「そんなこと言ったって、無理です」

　そうこうしているうちに進行役の人の声が聞こえ、副院長就任式が始まってしまった。まずはお父さまの挨拶からだ。

　しかし、もはや内容がまったく頭に入ってこない。彼の婚約者として失敗のないようにとただ神頼みするだけだ。

「ふー」と何度も出てしまう溜め息に、卓さんは笑いを噛み殺している。

　そしてついに卓さんが呼ばれてしまった。

「雛子。お前は俺が選んだ女だ」

「えっ……」

　彼は小声でそうつぶやいたあと、壇上に上がりスピーチを始めた。

「皆さん、初めまして。このたび副院長に就任いたしました、香川卓です。専門は心臓血管外科です」

　彼の専門は、心臓だったのか。それなのに、専門外のおじいちゃんの疾患まであんなに勉強してくれたんだ。私、そんなことも知らなかった……。

「若じゃく輩はい者ものではございますが、今後皆さまと力を合わせ、地域の皆さまに信頼していただける病院作りを目指してまいります。どうぞ、お力をお貸しください」

　堂々とした語り口調で、短いけれど必要なことを端的に詰め込んだスピーチを聞き、まだ知らなかった彼の一面に誇らしい気がした。

　この中には千夏さんのお父さまである内科部長もいる。千夏さんはあれから卓さんには飽きたと言って、またアメリカに戻ってしまったと聞く。

　彼女はアメリカに発つ前に、卓さんに電話をしてきたのだとか。大竹さんに焚きつけられその気になっていたものの、本気で卓さんが好きだったわけではないと気がついたらしい。彼女は彼女で、お父さまの顔を立てなければと、妙なしがらみに縛られていたひとりだったのかもしれない。

「そして、私ごとですが……」

　卓さんがそう言った瞬間、左手の指輪に触れ深呼吸した。いよいよだ。

「結婚することになりました」

　彼がそう切り出すと、どよめきが起こる。

「雛子」

　彼に名前を呼ばれ、意を決して前に出ていく。すると彼はすぐに近づいてきて、私の腰に手をあてる。

「婚約者の雨宮雛子です」

　卓さんの紹介に合わせ、深くお辞儀をする。反応が怖くて顔を上げたくない。それでも、小さな拍手が次第に大きくなっていくのを感じて顔を上げると、たくさんの人が私たちを見て微笑んでくれているので、ようやく肺に酸素が入ってきた気がした。

「彼女はこの世界の人間ではありません。ですから医療についてはなにも知りません。ですが、私の心を穏やかにすることに関しては、誰よりも長たけております」

　卓さんがそんな発言をするから驚いてしまう。でもどこからともなく笑い声が起こって、私も緊張が少し緩んだ。

「一流のスタッフと、妻となる最高の女性に出会えて幸せです。これからどうぞよろしくお願いします」

　卓さんがそう言いながら頭を下げるのに合わせ私ももう一度頭を下げると、再び大きな拍手が沸き起こり、就任式は終わった。

　それから卓さんの一歩うしろで出口に立ち、スタッフが部屋から出ていくのを頭を下げながら見送る。

　たくさんのドクターが卓さんに握手を求め、彼が期待されているのだとわかった。

　そして……【桑山】というネームプレートを胸に着けた、恰幅のいいドクターがやって来た。千夏さんのお父さまだ。

「卓くん。いろいろ悪かったね」

　ひどく怒っているのではないかと心配したけれど、桑山部長は卓さんに笑顔で話しかけている。

「千夏に叱られてね。『私をダシに病院での地位を得ようなんて、なさけない』と」

　それには驚いてしまった。

「いえ。部長あってこその、香川ホスピタルです。いつ開業すると言いだされるかと、ビクビクしているんですよ」

「私は開業には向いてない。それに、ここは最先端の医療機器を揃えてもらえる。私はここが気に入っているんだよ」

　よかった。千夏さんとの縁談が破談になり、もしかして桑山部長はいなくなってしまうのではないかと心配だった。

「ありがとうございます。どうか今後ともお力をお貸しください」

　卓さんが頭こうべを垂れると、部長は彼の肩をポンと叩いて行ってしまった。

　そして次に通りかかったのは、白衣の襟に三本の線が入っているベテラン看護師だった。

「ご結婚おめでとうございます。これで看護師たちも落ち着きますわ。卓さんがここに顔を出されるようになってから、もう皆ソワソワしちゃって」

「あはは。総師長、そんなことはありませんよ」

　そうだったの？　結婚宣言なんて本当に必要なのかな？とも思ったけれど、やっぱりやってよかったのかな。

「奥さま、手た綱づなはしっかりお持ちくださいね」

「えっ？　……はい」

　突然話しかけられて驚き、慌てて返事をしたけれど『手綱』って……。

「よしてください。私は彼女ひとすじですから、心配いりませんよ」

　そして卓さんの『彼女ひとすじ』なんていう言葉に、顔が熱くなる。

「あら、この世界、男女の関係でもめて優秀な看護師が流出することも少なくないんです。奥さま、お願いしましたよ」

　総師長はマイペースに話すだけ話して、忙しそうに行ってしまった。

「だってさ。手綱は任せた」

　誰もいなくなると、卓さんはおかしそうに笑う。

「それは危険な可能性があるということですか？」

　たまにはイジワルな質問をしちゃおう。

「それはないな。お前にこんなに惚れてるのに」

　すると彼は突然声のトーンを下げて私に囁く。こんなところで、しかも不意打ちに愛を囁かれると、ドキドキするんだけど……。

　それに、そう言った彼が私の顎に手をかけるので、心臓が激しく暴れだす。

「す、卓さん？」

「もう黙って」

　彼は私の唇に指を置きそう言うと、ニヤリと笑う。あぁっ、ものすごくイジワルな顔してる。私があんな質問したからだ。

　そして……彼は私の手を引き、大勢の人が去ったあとの会議室に入り、扉を閉めた。

「雛子はずるい」

「なんですか、突然」

　彼は私と向かい合わせになったまま、私から手を離そうとしない。『ずるい』って、なにかした？

「俺をこんなに夢中にさせておいて、他の女のことなんて見るわけないだろ」

「わかって、ます……」

　そう返事をしたものの、恥ずかしくてたまらない。

「雛子は？」

「私？」

「さっき若いドクターが、お前のことをチラチラ見ていた」

　まさか、嫉妬してくれているの？

「私をこんなに夢中にさせておいて……他の男の人のことなんて見るわけがありません」

　そっくりそのままお返しだ。

　すると彼は「フッ」と笑う。そして、白衣のポケットからなにかを取り出した。

「卓さん、これ……」

「あとは雛子の名前だけだ」

　それは、すでに彼の名前が書き込まれた婚姻届だった。

「いつの間に……」

　昨日から私は彼とずっと一緒だ。この用紙をもらいに行く時間もなかったし、書き込んでいるところも見ていない。

「ずっと持ってたんだ。俺は出会ったときから、お前のことしか見てない」

　それなのに、『誰も愛さない』なんて宣言して、私との間に線を引こうとしていたの？　温かい家庭を築く自信がなくて、私を幸せにできないと思ったから……。

　胸が締めつけられる。私だって、ずっとあなたのことだけを見ていた。

「卓さん、私のことだけ好きでいて……」

　涙があふれてきて、声がかすれる。

「だから、それがずるい。ますますお前を好きになる」

　彼はそう言いながら、私の頬を両手で包み込む。

「生涯を共にする契約書だ。俺と一緒に未来を歩いてほしい」

「はい」

　そして、彼は私を引き寄せると唇を重ねた。




　トラを助けたことが私たちの始まりだった。卓さんが、あの日あの時間にあの道を通らなければ、私たちは一生出会うことはなかったかもしれない。

「帰ったらトラに報告だな」

　トラは私たち家族の一員だ。

「はい。でも怒るかもしれませんよ」

「いくらトラでも雛子は渡せない」

　そう言いながらクスッと笑う彼は、「でも大切にする。雛子もトラも」と続ける。

　誰も幸せにできないと思い込んでいた彼が、私とトラに出会い、幸せの定義を変えてくれたのならうれしい。

　幸せの度合いは、一緒にいられる時間の長さで決まるわけじゃない。どれだけ互いを愛せるかで決まるんだ。

「私も卓さんを大切にします」

「だから、こんなところで煽るなって」

「えっ？」

　あっという間に再び重なった唇は、幸せの味がした。
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夜空に広がる幸せの花　Ｓｉｄｅ　卓




　金曜の夕方、病棟の仕事がひと段落ついたあと婚姻届を提出しに役所にやって来た。

「ご結婚ですね。おめでとうございます」

　すると、受付の人にそう言われ少しくすぐったい気持ちがする。それは雛子も同じようで、ハニカミながらうつむいた。

　ようやく、この日が訪れた。彼女と家族になれる日が。

　香川ホスピタルでの仕事が始まったばかりの俺は仕事が忙しい。本当はふたりで式についてあれこれ話し合いたいし、新婚旅行の計画も立てたいところだけれど、すぐに長い休暇は取れそうになく、話が進まないでいる。

　だけど雛子は、『忙しいのは想定内です』と言って、不満ひとつ漏らさない。

「雛子、ごめんな。病院に戻らないといけないんだ……」

　少しだけ空いた時間になんとか役所に来られたものの、婚姻届を出した余韻を楽しむことすらできなくて申し訳ない。俺にはまだ仕事が山のように残っている。

「いいんです。そんなことを気にしている暇があったら、ひとりでも多くの患者さんを救ってくださいね」

　すっかり医者の妻の顔をした彼女にそう言われて、俺は大きくうなずいた。

「できるだけ早めに帰る」

「はい。待ってます」

　この『待ってます』というひと言は、かなりグッときた。家族ができたんだと、改めて実感した。

　実は雛子に隠していることがひとつある。新婚旅行を先延ばしにする代わりに、二日だけ完全フリーになるように休みをもらっているのだ。それが明日からだけど、彼女の驚く顔が見たくてまだ内緒にしてある。




「雛子、ただいま」

「おかえりなさい！」

　玄関まで出てきてくれた彼女にバッグを渡すと、再びリビングに戻っていこうとする彼女の腕を引き、素早くキスを落とす。

「いきなり、なに……」

　目を丸くして驚いているけど、新婚なんだぞ、俺たち。

「なにって、ただいまのキス。これから毎日するから」

　まぁ、それは今決めたんだけど。

「毎日って……」

　雛子は驚きながらも、頬をピンクに染めている。

　やっぱり毎日は決定だ。こんなにかわいい彼女の姿が拝めるなら何度でもしたい。

　キスひとつで挙動不審になる彼女は、俺の手から逃れるようにキッチンに行き、食事の支度を始めたようだ。

　寝室で着替えてからリビングに向かうと、トラが雛子の足元をウロウロしていた。まったく。雛子は俺のモノだぞ？

　トラを抱き上げ、雛子の手元を覗く。今日は彼女の好きな鶏の唐揚げだ。

「雛子。明日出かけようか」

「卓さん、お休みもらえたんですか？　それならちょっとゆっくりしたほうが……」

「うん。ゆっくりしに出かけよう」

　俺がそう言うと、彼女は隣に立つ俺を見上げて首を傾げる。

「約束したじゃないか。熱海に行こうって」

「えっ！　熱海!?」

　すると雛子らしからぬ大きな声に驚いたのか、トラが「ミャー」と鳴く。

「そう。土日、休めるぞ」

「わー、卓さん、ありがとう！」

　やっぱり寂しかったんだな。

　雛子のとびきりの笑顔は、俺の疲れを癒してくれる。サプライズは、大成功だった。




　そして翌日。

「うわぁ、見て見て！」

　雛子は熱海の別荘の部屋に入った途端、窓に駆け寄り大きな声を上げる。子供のように目を輝かせる彼女は、透き通るような美しい心の持ち主だ。

「海だー。キラキラしてる！」

　興奮気味の彼女の隣に歩み寄り、さりげなく腰を抱く。彼女を手に入れてから、いつもこうして触れていたくてたまらない。

「海は家からも見えるだろ？」

「そうですけど、熱海の海を卓さんと一緒に見るのは、初めてでしょ？」

　本当にかわいい女だ。でも、海なんていいから俺のことを見ろよ。

「それならこれからは、俺と初めてばかりだぞ」

「うれしいです。トラも連れてきてあげればよかったな」

　トラはペットホテルに預けてきた。

「ダメだ。二日間は俺だけのモノだ」

「そんな……。でも、トラ、怒ってないかな」

　雛子は少し恥ずかしげな顔をする。

　いいんだ。あとで引っ掻かれようが噛みつかれようが、今はふたりがいい。

「俺が怒られておくよ」

　そう言うと、彼女はクスッと笑った。

　それから俺たちはすぐに別荘を飛び出した。今日は、高速船で三十分ほどのところにある初島に行く予定だ。学生の頃よく仲間と一緒にここに泊まり、夏はスキューバーダイビングを楽しんだ。

「今度は夏に来よう。ダイビングできるぞ」

「えー、怖いです」

　あまり泳げないと言う雛子は不安顔。でも、一度あの海の中の世界を経験したら、その魅力に取りつかれることは間違いないと思う。

「平気だよ。浅いところから始めればいい」

　初島に着くとすぐに海鮮丼を堪能し、島探索を始めた。

「水が透き通ってる」

　この辺りの海は本当に美しい。

「それじゃ、海の中に行こう」

「えっ？　泳ぐんですか？」

　まさか。十二月に泳いだら、凍え死ぬ。

「いいから、こっち」

　戸惑いを隠せない様子の彼女を引っ張り、美しい海を見ながら歩き始めた。

「海中遊覧できるんだ。泳げなくても大丈夫」

「本当ですか!?」

　彼女が頬を上気させる様子を見ていると、俺までうれしくなる。

　海中展望船に乗船して約三十分間。雛子は食い入るように海の中の世界を見つめていた。そして俺は……そんな雛子の姿から目が離せないでいた。

　一度は別れを決意した彼女が、妻となりこうして俺に寄り添ってくれる。それがどれだけ幸せなことか。

「卓さん、見てます？」

「あぁ、もちろん」

　海の中を泳ぐ魚ではなく、お前をな。

　彼女の手をギュッと握ると、優しく握り返してくれる。そんなことですらうれしい俺は、ずっと彼女の横顔ばかり見ていた。

「本当に素敵。やっぱり潜ってみたい！」

　海中遊覧を終えると、彼女は興奮気味にそう話してくれる。

「そうだろ？　また来ような」

「はい！」




　まだまだ初島には楽しめる場所があるけれど、それは今度に取っておいて、再び熱海に戻ることにした。今日のメインイベントはこれからだ。

　お気に入りのレストランで夕食を済ませた俺たちは、土産物店で定番の温泉まんじゅうを買ったあと、別荘に戻った。そして、雛子とコーヒーを飲みはじめた頃、「バーン」という音が耳に届いた。

「えっ、なに？」

　大きな音に驚いた様子の彼女は、とっさに立ち上がり俺の方にやって来て腕を掴む。ちょっと怖がりな彼女に、こうして頼られるのは悪くない。

「こっちに来てごらん」

　俺は彼女の腕を取り、ベランダに出た。

「すごーい」

　熱海は冬にも花火が上がる。この花火を見せたくて、この日を選んだ。

　暗い夜空に色とりどりの大きな花が咲くたび、雛子は「また」とか「あっ」とか言いながら楽しんでいる。

　この別荘の一番の魅力はこの花火だ。なにも視界を遮るものがなく、迫力満点の花火を楽しめる。

「寒い？」

「ちょっと。でも、見ていたい」

　どうやら中に入りたくないらしい。

　雛子の願いならばなんでも叶えてやりたい俺は、寝室から毛布を持ち出した。そして、ベランダのベンチに並んで座り、ふたりで毛布にくるまる。

「温かーい」

「うん」

　雛子にこうして触れていられるのが幸せすぎて、腰に手を回し、一層くっつく。

「それにしても、すごい迫力。音も大きい」

「あぁ、それはこの辺りの地形のせいなんだ。三方を山に囲まれているから、音が反響するんだよ」

「それで……」

　たしかにズシンと腹に響くような音は、都会の花火大会とはひと味違う。

「雛子、前に花火に行ったときのこと、覚えてる？」

「もちろんです。卓さんが浴衣を買ってくれて……指輪を……」

　そこまで言うと、彼女は少し苦々しい顔をした。

　大竹さんをだますだけのためにあの指輪を渡したと勘違いしていた彼女は、あのとき傷ついたに違いない。

　勘違いした、というか、させたのは俺。だから俺が悪いんだけど。

　もちろん雛子への気持ちを込めて贈ったものだったけど、あのときは自分の気持ちを抑えるのに必死で、誤解させるような言い方をしてしまった。

「あのときはごめんな。でも、雛子と一緒に花火を見られて、すごく幸せだった」

「私もです。でも、幸せすぎて、辛かった……」

　彼女の言うことにうなずく。俺も同じ気持ちだったからだ。

　あの頃は、幸せを感じれば感じるほど、別れの日が迫るのが怖くてたまらなかった。




　あの雨の日、突然俺の前に現れた雛子は、俺の心をあっさりと奪っていった。

　俺の車の前に彼女が飛び出してきたのは、神さまからの贈り物だったんじゃないかと今は思う。彼女は運命の女だった。

　彼女はずぶ濡れになり膝から血を流しているにもかかわらず、小さな子猫を必死に守ろうとしていた。

　そして、俺が誕生日だと知ると、まだよく知らない仲だというのに『生まれてきてくれてありがとう』と祝ってくれた。

　小さな頃から母親がおらず、愛情に飢えていた俺には、見知らぬ小さな猫に全身全霊の愛を傾ける、そんな彼女の姿がまぶしく見えた。それに、俺がこの世に生を受けたことを、あんなにうれしそうに祝ってくれた彼女は、遠い昔に本気の恋をしたきり、どうにも動くことがなかった俺の心を、あっという間にかっさらっていった。

　一緒に生活しているうちに、いつの間にか生涯を共にできたら……と思ってしまう自分に気がつき、それを打ち消すのに必死になった。

　それなのにあの指輪を買ったとき、雛子との未来を想像してしまった。彼女との生活があまりに心地よく、このまま暮らしていけるのではないかと思ったからだ。

　でも、小さい頃、家にひとりでポツンと置いておかれた寂しさは、俺の心に大きなダメージを与えていた。

　あんな生活、大切な人にはさせられない。

　そう決意して別れの日を迎えたのにもかかわらず、それでも幸せだと言ってくれる彼女を前に我慢が利かなくなった。




「雛子。俺と一緒にいてくれて、ありがとう」

　大切にすると言いながら、やっぱり仕事優先になってしまう生活。それなのにいつも『私は医者の妻ですよ？　そのくらい心得ています』と健気に微笑む彼女には、感謝の言葉しかない。

「それは、私のセリフです。卓さんと一緒だと、毎日楽しくて」

　俺を見上げて微笑む雛子がかわいくてたまらない。

「煽ってる？」

「な、なに言ってるんですか！」

　もう何度も肌を重ねたというのに、こんなことで顔を真っ赤にする彼女が愛おしい。

「あとでな」

「もう！」

　そうは言いつつ、彼女は俺の肩に頭を預けてきた。

　このまま時が止まればいいのに。ずっとこうしていたい。

「あっ……」

　そのとき、突然彼女が大きな声を上げた。

　ひときわ大きな花火が上がったあと、最後の大空中ナイアガラが始まったのだ。何ヶ所も同時に数え切れないほどの花火が上がり、暗い夜空が花火で埋め尽くされる様は、圧巻としか言いようがない。

　瞬またたきすることも忘れその様子を食い入るように見つめている雛子は、無意識だろうか俺の手をギュッと握っていた。

　こうして雛子と同じ時を過ごし、同じものに感動できるなんて夢のようだ。

「終わっちゃった……」

　彼女はそう言うと俺にもたれかかり、余韻を楽しむかのようにしばらく暗くなった夜空を見上げていた。

　雛子と一緒なら、こんな沈黙の時間も幸せだった。

　とはいえ体が冷えてきた。いくら毛布をかぶっていても、冷たく突き刺さる風に吹かれていては風邪をひく。

「そろそろ中に入ろう」

「そうですね」

　名な残ごり惜しそうな彼女が俺を見上げて微笑むので、俺は思わず唇を奪ってしまった。すると彼女の瞳が途端に潤みだし、頬に赤みが差してくる。

「雛子。冷えたから風呂に入ろう。温泉だぞ」

「ホントに？」

「あぁ、一緒にな」

　その瞬間、あんぐりと口を開けた彼女をサッと抱き上げ、浴室に向かう。

「あぁぁっ、卓さん！」

「却下」

　どうせ『一緒は無理』とか言うんだろ？

「まだなにも言ってません！」

「でも、却下」

　フルフルと首を振って抵抗するけれど、無駄だよ。だって俺はお前の虜、なんだから。





【ＥＮＤ】












あとがき




　不器用でじれったいふたりの恋にお付き合いくださり、ありがとうございました。




　卓は真面目すぎるが故、〝超〟がつくほど不器用でした。書いている私も、「もっと適当に生きれば楽なのに」と突っ込みたくなるほど。でも、こういう人こそ応援したくなるから不思議です。一方、雛子も世渡り上手とはとても言えず、似た者どうしだったのかもしれません。

　不器用なことがよくないというわけではないと私は思っています。その時々では損をすることが多いような気もしますが、コツコツと積み上げた努力や信頼はけっして裏切らないと思うからです。

　卓も雛子も、仕事の面で努力してきたことを認めてもらえましたし、ふたりの恋も随分遠回りしましたが、だからこそ固い絆で結ばれているような気がします。




　また、愛嬌たっぷりのトラを書きましたが、実は私、猫が苦手なんです。

　子供の頃、我が家に子猫がやってきました。それはそれは気性が荒く、ドアの陰に隠れていて部屋に入ってきた人の足をひっかいて逃げていくというとても迷惑な趣味を持ち、はたまた重い引き戸の玄関をこじ開けて勝手に出ていき、他の猫とケンカをして血だらけになって帰ってくる日々。私の「猫＝かわいい動物」という概念を粉々に打ち砕いてくれました。家に帰るのが恐ろしかった……。

　そんな私が書いたトラは、「猫ってこんな感じに違いない」と当初思い描いていた子猫です。トラも多少やんちゃでしたけど、我が家の猫に比べたらかわいいものです。そんなトラがつないだふたりの恋をお楽しみいただけたなら幸いです。




　最後になりましたが、担当の増子さま。編集を手伝ってくださいました藤原さま。素敵な表紙を描いてくださった駒宮十さま。その他、この作品の出版のためにご尽力くださいました皆さま。そして、お手に取ってくださった皆さまに、心より感謝申し上げます。ありがとうございました。
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